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・令和5年度 東京同窓会 総会 ・北大東京ジンパ2023
・昭和の北大 永遠の日々を懐う・2023年 北大祭
・リカレント教育プログラム・中部地区同窓会設立
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令和5年度 東京同窓会 総会　総務委員会　　
　 会長・副会長・理事・監事／年間スケジュール／委員会役員／評議員
風景との対話「モデルバーン」　長谷川脩 

新社会人歓迎 「北大東京ジンパ2023」　山田尚大

昭和の北大 永遠の日々 を懐う 「昭和中期のある農化学生の想い出（後編）　若林髙明

昭和の北大 永遠の日々 を懐う 「ヨット・航海・海……
　　　　　　　　　　　　 　　　半世紀経っても蘇る懐かしき日々 」　森輝男

〈お知らせ〉　東京⿊百合会 第61回「東京⿊百合展」 
大学からのお知らせ

校友会エルム 活動の様子　校友会エルム事務局

４年ぶりの通常開催！ 「２０２３年 北大祭」　千葉史奈 

リカレント教育プログラム「もう一度、北海道大学で学んでみませんか？」
　〜リカレント教育推進部が目指す社会人の学び〜　種村剛

中部地区同窓会「設立奮闘記」　稲冨美仁

トップインタビュー　西日本電信電話株式会社 森林正彰さん　広報委員会

現代に生きる新渡戸稲造の教育の魂 映画「新渡戸の夢」の製作　並木秀夫

職場奮戦記　「若者目線で政治を変える
　　　　　　　　最年少目⿊区議の『Boys, be ambitious !』」　改田和弘

　　　　　   「世界一やさしいチョコレート
  　　　　　    『おいしく栄養を摂ってほしい』との想いから開発しました」　中村恒星

夢のホノルルマラソン2022 無事に走り遂げて　近藤伸一

第20回記念 北大寮歌祭　岩﨑哲也　　　　　　　　　
名刺広告
北海道大学の近況（2022年冬〜2023年春）　北海道大学社会共創部広報課

〈お知らせ〉　多摩霊園墓参の誘い／新入会員・訃報
4コマ「くらあくとの北大あるある」　髙野葵

北海道の花　「エゾノソナレギク」　鮫島惇一郎

企業広告

表紙の写真（左から）
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上：森林正彰さん、近藤伸一さん、千葉史奈さん、改田和弘さん
中：山田尚大さん、長谷川脩さん（絵画）、中村恒星さん、若林髙明さん
下：中部地区同窓会役員の皆さん、森輝男さん、寳金総長とリカレント教育推進部の皆さん、並木秀夫さん

ネーミングライツ・パートナー募集／ふるさと納税を活用した大学支援／
「ＥＬＭ ＴＲＥＥ」（エルムツリー）ご登録のお願い／ホームカミングデー2023　

中外製薬株式会社／株式会社トクヤマ／日本軽金属株式会社／株式会社ぷらう／
株式会社日建設計 北海道オフィス／松尾ジンギスカン／枝幸町　※順不同
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②
大
学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
育
成（
研

究
者
・
学
生
へ
の
起
業
支
援
、Ｖ
Ｃ
・
金

融
機
関
の
紹
介
）。

③
北
大
基
金
の
効
率
的
な
運
用（
北
大

財
務
）に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
。

⑸
総
会・役
員
会
等
の
開
催

①
総
会
１
回（
６
／
11
）、②
評
議
員
会

２
回（
９
／
15
、３
／
16
）、③
理
事
会
４

回（
９
／
15
、12
／
18
、２
／
16
、３
／

16
）、④
顧
問
・
学
部
・
学
科
同
窓
会
事
務

局
長
会
議
１
回（
２
／
16
）。新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
形
式
に
て
実
施
。

⑹
委
員
会
の
組
織
強
化

①
各
委
員
会
に
お
い
て
、新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
下
で
の
効
率
的
な
組
織
運
営
、役

割
・
機
能
の
再
整
理
、体
制
強
化
を
図
っ

た
。

⑺
校
友
会
エ
ル
ム
の
支
援 

①
東
京
同
窓
会
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し

て
支
援
す
べ
く
、各
委
員
会
で
活
動
を

実
施
し
た
。

②
校
友
会
エ
ル
ム
主
催
の
就
職
相
談
会

（
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
数
回
開
催
）を
支
援

し
た
。

③
告
知
協
力
依
頼
へ
の
対
応（
メ
ル
マ
ガ

配
信
・
Ｈ
Ｐ
掲
載
）。

２
０
２
３
年
度
事
業
計
画（
案
）

　
〔
第
２
号
議
案 

そ
の
１
〕

⑴
会
員
拡
大
並
び
に
組
織
強
化
活
動 

①
組
織
・
交
流
委
員
会
は
同
窓
会
組
織

を
強
化
す
る
た
め
の
入
会
促
進
活
動
、

会
員
交
流
、キ
ャ
リ
ア
向
上
等
に
寄
与
す

ま
し
た
。

　

第
１
号
議
案（
２
０
２
２
年
度
の
事

業
報
告
と
収
支
報
告
、監
査
報
告
）、

第
２
号
議
案（
２
０
２
３
年
度
の
事

業
計
画
と
収
支
計
画
）、第
３
号
議
案

（
２
０
２
３
年
度
の
評
議
員
人
事
と
役

員
・
理
事
・
監
事
人
事
）に
つ
い
て
、そ
れ

ぞ
れ
担
当
す
る
松
浦
永
治
総
務
委
員

長
、萱
野
聡
財
務
委
員
長
、鷲
田
千
臣
監

事
よ
り
順
次
説
明
が
あ
り
、い
ず
れ
も
参

加
者
全
員
の
賛
成
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
度
事
業
報
告
と
２
０
２
３

年
事
業
計
画
は
次
の
通
り
で
す
。

２
０
２
２
年
度
事
業
報
告

　
〔
第
１
号
議
案 

そ
の
１
〕

⑴
会
員
拡
大
並
び
に
組
織
強
化
活
動 

①
実
績
２
４
７
６
名〔
正
会
員
９
１
３ 

名（
前
年
比
＋
２
名
）、メ
ル
マ
ガ
会
員

１
５
６
３
名（
前
年
比
▲
６
名
）〕

②『
総
会
』を
２
０
２
２
年
６
月
11 

日

に
開
催 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
形
式
に
て
実
施
。

③『
北
大
東
京
ジ
ン
パ
２
０
２
２
』は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
中
止
。

④
交
流
勉
強
会『
北
大
丸
の
内
カ
レ
ッ

ジ
』を
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
に
て
継
続
し
て

開
催

・
世
の
中
に
な
い
も
の
を
作
り
出
す
秘
密

基
地【
北
大
テ
ッ
ク
ガ
レ
ー
ジ
】の
取
組

み
：
申
込
み
８
名
。

・
鉄
道
技
術
者
・
大
村
卓
一
に
み
る
北
大

の
源
流
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
第
１
～
３

　

今
年
度
の
総
会
は
、令
和
５
年
６
月

10
日（
土
）17
時
半
よ
り
、４
年
ぶ
り
と

な
る
対
面
式
の
リ
ア
ル
開
催
に
て
執
り

行
い
、同
時
に
会
議
や
講
演
の
様
子
を

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
も
配
信
し
て
、オ
ン
ラ
イ
ン

で
も
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。ご
来
賓
と
し
て
、寶
金
清
博
・

北
大
総
長
、行
末
泰
弘
・
北
大
理
事
、長

谷
川
康
弘
・
北
大
副
理
事
、菊
池
洋
美
・

北
大
広
報
課
長
、杉
江
和
男
・
校
友
会
エ

ル
ム
会
長
、笹
原
聡
・
校
友
会
エ
ル
ム
事

務
局
長
、植
松
高
志
・
関
西
同
窓
会
会

長
、田
口
敦
史
・
中
部
地
区
同
窓
会
会
長

に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

横
田
浩
・
東
京
同
窓
会
会
長
か
ら
の

開
会
挨
拶
に
続
き
、総
会
議
事
に
移
り

ま
し
た
。議
長
は
横
田
会
長
、副
議
長
は

石
川
副
会
長
と
志
済
副
会
長
で
す
。冒

頭
、松
浦
永
治
総
務
委
員
長
よ
り
、議
長

一
任
の
委
任
状
：
２
０
９
名
、議
決
権

行
使
：
賛
成
65
名
、当
日
参
加
47
名
、オ

ン
ラ
イ
ン
参
加
32
名
に
よ
り
、総
会
へ
の

出
席
総
数
が
会
員
９
１
３
名
の
１
／
５

以
上
で
あ
る
こ
と
か
ら
総
会
の
成
立
要

件
を
満
た
し
て
い
る
旨
の
説
明
が
あ
り

回
：
申
込
み
89
名
。

・『
伝
え
る
力
』で
不
確
実
性
の
時
代
を

生
き
抜
く
︱
ナ
レ
ー
タ
ー
か
ら
企
業
コ

ン
サ
ル
、教
育
ま
で
︱
：
申
込
み
29
名
。

⑤『
新
年
交
礼
会
』を
２
０
２
３
年
１

月
20
日
に
開
催
：
対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
形
式
で
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
に
て

実
施
、寶
金
北
大
総
長（
オ
ン
ラ
イ
ン
）、

杉
江
校
友
会
エ
ル
ム
会
長（
現
地
）ご
出

席
。

⑥『
産
業
別
エ
ル
ム
会
』と
の
交
流
促
進

（
情
報
産
業
エ
ル
ム
会
、食
品
産
業
エ
ル

ム
会
）。

⑦
各
学
部
・
学
科
東
京
地
区
同
窓
会
と

連
携（
２
月
16
日
事
務
局
長
会
議
を
開

催
）。

⑧
他
地
区
同
窓
会
と
連
携〔
２
月
18
日

北
大
中
部
地
区
同
窓
会
設
立
総
会
出
席

（
横
田
会
長
）〕。

⑨『
ク
ラ
ー
ク
遺
徳
顕
彰
』（
10
月
９
日

に
多
磨
霊
園
墓
参
、19 
名
参
加
）。

⑩
エ
ル
ム
談
話
室
、囲
碁
ク
ラ
ブ
と
も

に
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

北
大
東
京
オ
フ
ィ
ス
会
議
室
で
の
開
催

中
止
。

⑪『
学
士
会
フ
ェ
ス
タ
』に
参
加
、北
大
東

京
ジ
ン
パ
を
含
め
た
同
窓
会
の
ア
ピ
ー

ル
実
施
。

⑵
財
政
基
盤
の
強
化 

①
目
標
：「
繰
越
金（
単
年
度
）残
高

３
０
０
万
円
の
維
持
・
確
保
」に
対
し
、

４
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

②
目
標
：
中
長
期
会
計
繰
越
金

３
０
０
万
円
維
持
・
確
保
に
対
し
、

５
４
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

⑶
広
報・会
員
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
充

①
広
報
誌『FRO

N
TIER

』を
８
月
、２

月
に
発
行
し
た
。

②
東
京
同
窓
会
の
案
内
チ
ラ
シ
作
成

（
卒
業
生
向
け
配
布
）に
よ
り
会
員
拡

大
を
図
っ
た
。

〔「
北
大
東
京
ジ
ン
パ
２
０
２
２
」の

チ
ラ
シ
は
な
し
、「
北
大
東
京
ジ
ン
パ

２
０
２
３
」は
作
成
済
・
配
布
予
定
〕

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
の
充
実
化
を

図
っ
た（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
、他
同
窓
会

と
の
リ
ン
ク
等
）

④『
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
』の
発
行
を
し
た

（
ネ
ッ
ト
会
員
の
拡
充
） 

メ
ル
マ
ガ
会

員
20
名
増（
前
年
比
）

⑤
北
大
生
涯
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス（
大
学

が
卒
業
生
に
生
涯
利
用
で
き
る
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
付
与
）を
活
用
し
た
。

⑥
Ｓ
Ｎ
Ｓ（facebook 

等
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
）の
組
織
的

運
用
を
拡
大
し
た
。

⑷
募
金・産
学
連
携

①
産
学
連
携
や
大
学
施
設
の
活
用
に
関

し
て
、上
場
企
業
等
の
大
学
へ
の
紹
介
。

令和5年度

東京同窓会 総会 
■日時：2023年6月10日（土）17:30～19:30 
■場所：ビヤホールライオン銀座7丁目店
             〔対面＋ZOOM（オンライン）開催〕 

る
企
画
を
提
供
す
る
こ
と
を
活
動
目
的

と
す
る
。コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
て
、再
度
、

同
窓
会
の
存
在
価
値
を
提
示
し
、会
員

増
強
に
努
め
る
。

②
組
織
交
流
の
場
と
し
て
下
記
活
動
を

計
画
す
る
。

・
第
８
回
北
大
東
京
ジ
ン
パ
を
２
０
２
３

年
５
月
21
日
に
開
催
。ギ
ネ
ス
世
界
記

録
挑
戦
の
企
画
は
２
０
２
４
年
に
実
施

し
、２
０
２
３
年
は
３
０
０
名
限
定
で

開
催
。

・
交
流
勉
強
会
の
開
催
：
学
び
な
が
ら

同
窓
生
同
士
の
交
流
が
で
き
る
場
の
提

供
の
た
め
、オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
形
式
に
て

『
北
大
丸
の
内
カ
レ
ッ
ジ
』を
継
続
し
て

開
催
予
定
。

・
Ｏ
Ｇ
会
の
開
催
：
年
１
回
の
開
催
を

予
定

③
新
年
交
礼
会
の
開
催
を
計
画
す
る

（
１
月
19
日
を
予
定
）。

④
産
業
別
エ
ル
ム
会
と
の
交
流
促
進

（
情
報
産
業
、食
品
産
業
）を
図
る
。

⑤
校
友
会
エ
ル
ム
や
他
地
区
同
窓
会
、

各
学
部
・
学
科
東
京
地
区
同
窓
会（
事
務

局
長
会
議
）と
の
連
携
強
化
を
進
め
る
。

⑥
ク
ラ
ー
ク
遺
徳
顕
彰（
多
磨
霊
園
墓

参
）を
実
施
す
る（
10
月
８
日
を
予
定
）。

⑦
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
て
、エ
ル
ム
談
話

室
な
ど
の
勉
強
会
や
囲
碁
ク
ラ
ブ
な
ど

趣
味
の
集
ま
り
の
充
実
を
図
る
。

⑵
財
政
基
盤
の
強
化

①
目
標
：「
繰
越
金（
単
年
度
）残
高

３
０
０
万
円
の
維
持
・
確
保
」。

②
目
標
：
中
長
期
会
計
繰
越
金

令和5年度 東京同窓会 総会

オンライン配信する本部の様子
（サピア会議室から配信）

挨拶する横田会長司会の松浦総務委員長
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向
け
た
中
期
ビ
ジ
ョ
ン「H

U
 V

ISIO
N

 
2030

」を
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◇
◆
◇

　

横
田
東
京
同
窓
会
会
長
の
乾
杯
の
ご

発
声
で
懇
親
会
が
開
宴
し
、２
０
１
９

年
６
月
以
来
、一
同
が
長
く
待
ち
望
ん
で

い
た
か
つ
て
の
賑
や
か
な
宴
と
な
り
ま

し
た
。

　

新
渡
戸
稲
造
氏
の
教
育
精
神
を
テ
ー

マ
に
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
の
製

作
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
並
木
秀
夫
さ
ん
や
、

水
素
水
を
使
っ
た
身
体
に
良
い
ど
ぶ
ろ

く
造
り
に
挑
戦
し
て
い
る
槙
原
愛
さ
ん
、

10
月
の「
北
大
寮
歌
祭
」実
行
委
員
長
の

岩
﨑
哲
也
さ
ん
な
ど
、参
加
さ
れ
た
方

か
ら
の
シ
ョ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ
で
盛
り
上
が

り
、最
後
は「
都
ぞ
弥
生
」の
大
合
唱
で

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

た
。主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

・
昨
今
の
18
歳
人
口
は
ピ
ー
ク
時
の
約
半

分
に
減
少
す
る
一
方
、男
女
の
大
学
進
学

率
は
そ
れ
ぞ
れ
約
２
倍
近
く
に
な
り
、

各
大
学
の
経
営
は
厳
し
い
環
境
。大
学

同
士
の
合
併
は
進
む
で
あ
ろ
う
。

・
北
海
道
大
学
は「
不
動
産
資
産
運
用
」

「
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
設
立
」「
ベ

ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
設
立
」「
大
学
債

発
行
」「
起
業
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」に
取
り
組

み
、自
律
す
る
大
学
を
目
指
し
て
い
る
。

・
北
大
創
基
１
５
０
周
年
の
記
念
事
業

と
し
て
、①
人
材
育
成
事
業
②
古
河
講

堂
の
改
修
・
利
活
用
事
業
③
北
海
道
大

学
百
五
十
年
史
刊
行
物
編
纂
事
業
を
進

め
て
お
り
、同
窓
会
か
ら
の
一
層
の
支
援

を
お
願
い
し
た
い
。

・
記
念
式
典
の
概
要

は
次
の
通
り
。多
く

の
方
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

・
大
学
の
社
会
貢
献

の
取
り
組
み
を
国

連
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

枠
組
み
で
評
価
し

た「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
イ
ン
パ

ク
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」

に
お
い
て
、昨
年
は

世
界
10
位
、今
年
は

世
界
22
位
と
４
年

連
続
で
国
内
１
位

で
あ
り
、こ
の
強
み

を
活
か
し
て
い
き
た

い
。２
０
３
０
年
に

⑸
総
会・役
員
会
等
の
開
催 

①
詳
細
は
「
北
大
東
京
同
窓
会

２
０
２
３
年
度
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」参
照
。

②
恒
常
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
の
開

催
が
可
能
な
よ
う
に
、オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

形
式
の
拡
充
を
進
め
る
。

⑹
委
員
会
の
組
織
強
化 

①
各
委
員
会
の
役
割
・
機
能
の
拡
充
と

体
制
強
化
を
図
る
。

②
委
員
長
会
議
を
開
催
し
、各
委
員
会

の
機
能
、連
携
強
化
と
体
制
の
充
実
を

推
進
す
る
。

⑺
校
友
会
エ
ル
ム
の
支
援

①
東
京
同
窓
会
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し

て
連
携
、支
援
す
べ
く
、各
委
員
会
で
活

動
を
す
る
。

②
本
学
主
催
の
進
学
相
談
会
並
び
に
校

友
会
エ
ル
ム
主
催
の
就
職
相
談
会
を
支

援
す
る
。

③
告
知
協
力
依
頼
へ
の
対
応（
メ
ル
マ
ガ

配
信
・
Ｈ
Ｐ
掲
載
等
）

◇
◆
◇

　

総
会
後
、
寶
金
総
長
よ
り
「
創
基

１
５
０
年
を
迎
え
る
北
海
道
大
学
」を

テ
ー
マ
に
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

北海道大学東京同窓会  令和5年度  会長・副会長・理事・監事 

北海道大学東京同窓会  令和5年度  スケジュール

■は新任  ★は特命　　会長・副会長の丸数字は夫々の就任年数　　理事・監事の丸数字は評議員年数

第3号議案 その2

■は新任　　　　★は特命理事

理事・監事の丸数字は評議員年数

 会長 ④ 横田  浩 （経S60）

 副会長 ④ 井上  修平 （工S50） ⑩ 樋口  達夫 （水S52） ★ 石川  裕一 （法S54）

⑤ 弘田  裕 （医S57） ② 櫻田  功 （農経S58） ④ 志済  聡子 （法S61）

 理事 ⑱ 平田  更一 （理植S44） ⑭ 及川  正規 （工S47） ⑦ 土屋  裕 （薬S50）

⑩ 松谷  寛 （工電S52） ⑥ 菅埜  誠 （経S52） ⑧ 菅野  彰一 （工建S53）

⑭ 畠山  義彦 （水産S55） ⑩ 福西  真 （法S55） ④ 小口  正範 （法S53）

⑰ 大久保  英俊 （法S56） ⑫ 畠山  昌則 （医S56） ⑧ 福士  博司 （工合化S57）

⑥ 廣重  勝彦 （法S57） ④ 横井  成尚 （農S57） ⑭ 岩崎  哲也 （S59工機械）

⑤ 中村  秀治 （工建S58） ④ 近藤  伸一 （工院S58） ⑤ 杉崎  順平 （歯S60 ）

⑧ 島田  久 （工S61） ⑭ 萱野  聡 （法S62） ⑭ 高橋  寛 （農S62）

■① 橋本  修 （文S62） ⑫ 西野  順子 （農院H01） ⑨ 橋本  大志 （理H01）

④ 浅田  清 （歯H01） ⑰ 足立  直子 （工電H02） ② 依田  智子 （工H02）

⑰ 大西  裕子 （文修H03） ⑤ 平野  友善 （文H05） ⑬ 溝口  尚重 （農H07）

⑧ 滝内  邦弘 （情科院H07） ④ 松浦  永治 （法H08） ⑤ 原田  武志 （工H19）

⑬ 常松  尚史 （経H20） ■② 宗野  裕治 （文H20） ⑨ 山田  尚大 （工院H23）

⑦ 上満  研吾 （経修H27）

 特命理事 ★ 野呂  忠一 （薬S39） ★ 伊藤  洋 （農生S48） ★ 石川  裕一 （法S54）

 監事 ⑬ 鷲田  千臣 （農S58） ⑪ 向井  拓 （法H05） ⑧ 沖崎  遼 （法H21）
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北海道大学東京同窓会 2023年度 役員・理事・監事　

　　　　　　　　　　　　会長・副会長の丸数字は夫々の就任年数

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

1 総会 10日(土) 8日(土)

2 評議員会 14日(木) 14日(木)

3 理事会 14日(木) 14日(木) 15日(木) 14日(木)

4 顧問会議 / 学部・学科同窓会
事務局長会議 15日(木)

5 新年交礼会 19日(金)

6 組織強化活動

    ジンパ（昭和記念公園） 21日(日) 19日(日)

　　OG会（期日未定）

　　交流勉強会・丸の内カレッジ
                        （期日未定）

7 クラーク遺徳顕彰・墓参 8日(日)
霊園墓参

8 広報活動・会報誌発行 フロンティア
発行

フロンティア
発行

9 エルム談話室
  ＜毎月第1金曜日予定>

10 ホームカミングデー 30日(土)

11 校友会エルム総会 13日(火)

（注）スケジュールは新型コロナウイルス感染症の状況により、延期または中止となる可能性があります。

北大東京同窓会　 ２０２３年度（令和５年度）スケジュール

2023年（令和５年） 2024年（令和６年） 2024年（令和６年）

令和5年度 東京同窓会 総会

３
０
０
万
円
維
持
・
確
保
。

⑶
広
報・会
員
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
充

①
広
報
誌『FRO

N
TIER

』を
８
月
、２

月
に
発
行
す
る
。

②「
北
大
東
京
ジ
ン
パ
２
０
２
４
」チ
ラ

シ
の
会
員
配
布
と「
北
大
東
京
ジ
ン
パ

２
０
２
４
」の
ポ
ス
タ
ー
を
学
内
掲
示
、

卒
業
生
に
チ
ラ
シ
配
布
。ま
た
、卒
業
生

に
会
員
募
集
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
こ
と

で
会
員
拡
大
を
図
る
。

③
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
内
容
の
充
実
化
を
図
る

（
大
学
Ｗ
Ｅ
Ｂ
、他
同
窓
会
等
組
織
と

の
コ
ン
テ
ン
ツ
連
携
、デ
ザ
イ
ン
改
修

等
）。

④『
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
』の
発
行
を
す
る

（
エ
ル
ム
会
Ｄ
Ｂ
活
用
に
よ
る
新
卒
等

ネ
ッ
ト
会
員
の
拡
充
）。

⑤
Ｓ
Ｎ
Ｓ（facebook

等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
）の
コ
ン
テ
ン

ツ
とW

EB 

と
の
連
動
を
拡
充
す
る
。

⑥
卒
業
生
電
子
名
簿
・
卒
業
生
連
携
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
加

入
促
進
等
行
う
。

⑷
募
金・産
学
連
携

①
産
学
連
携
の
サ
ポ
ー
ト（
研
究
の
価

値
が
高
ま
る
連
携
を
模
索
）。

②
大
学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
支
援（
人

材
の
育
成
と
調
達
、起
業
の
資
金
や
場

所
の
確
保
な
ど
）。

③
寄
付
講
座
の
企
画
と
斡
旋
。

④
同
窓
会
や
外
部
へ
の
寄
付
の
呼
び
か

け
と
北
大
フ
ァ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
。

⑤
北
大
基
金
の
効
率
的
な
運
用
サ
ポ
ー

ト
。

〔注※〕スケジュールは新型コロナウイルス感染症の状況により、延期または中止になる可能性があります。

寶金総長の講演

「都ぞ弥生」合唱

日時：2026年（令和８年）9月26日（土）
会場：札幌市民交流プラザ
　　  札幌文化芸術劇場hitaru

【北大創基150周年記念式典】

150周年特設サイト
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北海道大学東京同窓会  令和5年度  委員会役員 ■は新任　　丸数字は評議員の就任年数北海道大学東京同窓会  令和5年度  評議員（学部）一覧表
第3号議案 その1

学部
卒年 名前 就任

年数 理事 委員会 学部
卒年 名前 就任

年数 理事 委員会 学部
卒年 名前 就任

年数 理事 委員会

S48林 川喜多　進 15 S44植 平田　更一 18 理事 クラーク遺徳顕彰・墓参委員 H03文修 大西　裕子 17 理事 募金・産学連携委員会

S50農化 丹羽　弘 12 S52地鉱院 勝島　尚美 11 H05文 平野　友善 5 理事 財務委員会委員長
総務委員会

S57農化 横井　成尚 4 理事 S59数学 鈴木　徹 16 H20文 宗野  裕治 2 理事 総務委員会

S62農工 高橋　寛 14 理事 広報委員会委員長
募金・産学連携委員会 H14地球 相澤　晃 15 H28文 内山　壮 7 組織・交流委員会

S62農工 瀬戸山　洋介 16 H19化 小坂　由紀 13

H01農院 西野　順子 12 理事 組織・交流委員会副委員長 小計 4 名

H06農化 堤　崇史 3 小計 5 名

H18農研 伊藤 真吾 7

H22生資 二木　智 12 H03教育 中島  樹生 13

H21共生 鈴木　克昌 12 S44機械 中原　豊 17

H23農院 青山　千穂 8 広報委員会 S45土木 清水　全生 5 クラーク遺徳顕彰・墓参委員 小計 1 名

S47機械 留目　一英 12

小計 11 名 S48建 足立　守 13

S49建 中山 茂樹 11 S50法 新城　修 17

S50金属 山崎　信男 12 S50法 奥野　滋 12

S45獣医 采  孟 12 S52原子 大谷　武彦 16 S53法 小口　正範 4 理事

S59獣医 矢原　芳博 8 S52金属 升光　法行 12 S55法 福西　真 10 理事

H11獣医 米久保 和樹 7 S52電子 松谷　寛 10 理事 情報処理委員会委員長 S56法 大久保　英俊 17 理事 総務委員会副委員長

S56合成 谷口　泰之 13 S56法 高見　之雄 12

小計 3 名 S56土木 野田　徹 7 S57法 廣重　勝彦 6 理事 募金・産学連携委員長

S57土木 本多　清暢 14 S61法 志済　聡子 11 副会長

S57電気 松尾　 望 12 S62法 橋本  修 1 理事

S49薬 近藤　達仁 12 S57土木 増田　 達 12 H02法 山口　公範 16

H50薬 土屋　裕 7 理事 S58建 中村　秀治 5 理事 情報処理委員会委員長 H02法 八谷　俊雄 16 広報委員会

S58院 近藤　伸一 4 理事 H03法 石橋　祐介 12

小計 2 名 S59機械 岩崎  哲也 14 理事 H05法 向井　拓 12 監事

S60機械 石田　充 16 H08法 松浦　永治 4 理事 総務委員会委員長

S60機械 菊地　正武 16 H18法 渡辺　明日香 5 総務委員会

S56医 畠山　昌則 12 理事 H02電子 足立　直子 17 理事

S58医 福島　亮治 12 H03電子 鈴木　政直 8 小計 15 名

S61医 大塚　吾郎 16 H03衛生 岩村  卓嗣 2

S61医 森  清 16 H03衛生 美口  博子 2

H01医 杉森　裕樹 16 H07合成 平畠　亘 14 S51経済 陣谷  義直 2 広報委員会

H05医 松本　明郎 10 H07情科院 滝内　邦弘 8 理事 S52経済 菅埜　誠 6 理事 総務委員会副委員長

H13医 中田　勝巳 16 H15情科院 山田　将史 11 S57経済 永松  昌一 2

H17環境院 跡部　泰子 15 S60経済 横田　浩 5 会長

小計 7 名 H21資源 中山　卓人 8 S61経済 松山　哲人 4

H07経済 藤井　考先 12

小計 28 名 H13経済 坂本　茂 14 総務委員会
募金・産学連携委員会

S60歯 杉崎　順平 5 理事 H23経 西舘　卓人 5 総務委員会

H01歯 浅田　清 4 理事 クラーク遺徳顕彰・墓参委員 H27経院 上満　研吾 7 理事 組織・交流委員会副委員長
財務委員会

S52食修 樋口　達夫 11 副会長 H27経 谷畑  敦史 2

小計 2 名 S61食 中田　邦彦 12

H03食 釜谷　明 15 小計 10 名

H06食修 大野　隆明 11 総務委員会

小計 4 名

合計 92 名

S39薬 野呂　忠一 特命 理事 S48農生 伊藤　洋 特命 理事

S54法 石川　裕一 特命 副会長 募金・産学連携委員会副委員長
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エ学部

北海道大学東京同窓会 2023年度 評議員（学部）一覧表

農学部 理学部 文学部

教育学部

水産学部

歯学部

法学部

獣医学部

薬学部

医学部

経済学部

令和5年度 東京同窓会 総会

　

委員会名 委員長 副委員長 委　員

 総務委員会 ④ 松浦  永治 （法H08） ⑥ 菅埜  誠    （経S52） ⑭ 畠山  義彦 （水S55）

（事務局） ⑰ 大久保  英俊 （法S56） ⑤ 平野  友善 （文H05）

⑤ 渡辺  明日香 （法H18） ⑪ 大野  隆明 （水院H06）

② 宗野  裕治 （文H20） ⑭ 坂本  茂    （経H13）

⑤ 西舘  卓人 （経H23）

○ 米子  智裕 （農H02)

 組織・交流委員会 ⑨ 山田  尚大 （工院H23） ⑫ 西野  順子 （農院H01） ⑧ 久野  和哉 （経H24）

⑫ 小中出  拓也 （工院H23） ⑦ 内山  壮    （文H28）

⑦ 辻本  陽平 （情報院H25） ④ 山本  淳博 （環境院H30）

⑦ 上満  研吾 （経院H27） ○ 後藤  さなえ （農S63）

○ 関  良子    （法H23）

○ 川原  史識 （農院H25）

○ 田村  康将 （情報院H27）

○ 橋本  和大 （水院H28）

 財務委員会 ⑭ 萱野  聡    （法S62） ⑦ 上満  研吾 （経院H27）

⑤ 平野  友善 （文H05）

 広報委員会 ⑧ 島田  久    （工金属S61） ② 陣谷  義直 （経S51）

⑭ 高橋  寛    （農S62） ⑮ 八谷  俊雄 （法H02）

④ 浦崎  稔史 （工院H22）

⑧ 青山  千穂 （農院H23）

⑦ 髙野  葵    （環境院H25）

② 谷畑  敦史 （経H27）

④ 山本  淳博 （環境院H30）

 情報処理委員会 ⑩ 松谷  寛    （工電S52） ⑥ 原田  武志 （工土木H19） ⑭ 浜名  純    （農S48）

⑤ 中村  秀治 （工建築S58） ⑥ 千葉  寛之 （工情報院S63）

② 依田  智子 （工H02）

⑥ 大久保  高樹 （工合成H04)

⑬ 溝口  尚重 （農H07）

⑥ 長谷川  健 （理地惑H14）

 募金・産学連携委員会 ⑥ 廣重  勝彦 （法S57） ⑤ 井上  修平 （工S50） ⑭ 高橋  寛    （農S62）

⑧ 菅野  彰一 （工建S53） ⑭ 萱野　聡    （法S62）

○ 杉江  和男 （工院S45） ⑰ 大西  裕子 （文修H03）

★ 石川  裕一 （法S54） ⑬ 溝口  尚重 （農H07）

⑭ 楯  裕史    （法H10）

⑭ 坂本  茂    （経H13）

⑭ 高橋  良佳 （医H16）

⑭ 常松  尚史 （経H20）

○ 永田  明   （農S54）

 クラーク遺徳顕彰・墓参 ④ 浅田  清   （歯H01） ⑱ 平田  更一 （理植S44） ⑤ 清水  全生 （工土木S45）

○ 前田  直寛 （工土木S43)

○ 清水  慧    （工衛生S43)

○ 関口  光雄 （工土木S43）

（参考）委員会役員

※ 丸数字は評議員の就任年数     ★は特命理事

第3号議案 その1

学部
卒年 名前 就任

年数 理事 委員会 学部
卒年 名前 就任

年数 理事 委員会 学部
卒年 名前 就任

年数 理事 委員会

S48林 川喜多　進 15 S44植 平田　更一 18 理事 クラーク遺徳顕彰・墓参委員 H03文修 大西　裕子 17 理事 募金・産学連携委員会

S50農化 丹羽　弘 12 S52地鉱院 勝島　尚美 11 H05文 平野　友善 5 理事 財務委員会委員長
総務委員会

S57農化 横井　成尚 4 理事 S59数学 鈴木　徹 16 H20文 宗野  裕治 2 理事 総務委員会

S62農工 高橋　寛 14 理事 広報委員会委員長
募金・産学連携委員会 H14地球 相澤　晃 15 H28文 内山　壮 7 組織・交流委員会

S62農工 瀬戸山　洋介 16 H19化 小坂　由紀 13

H01農院 西野　順子 12 理事 組織・交流委員会副委員長 小計 4 名

H06農化 堤　崇史 3 小計 5 名

H18農研 伊藤 真吾 7

H22生資 二木　智 12 H03教育 中島  樹生 13

H21共生 鈴木　克昌 12 S44機械 中原　豊 17

H23農院 青山　千穂 8 広報委員会 S45土木 清水　全生 5 クラーク遺徳顕彰・墓参委員 小計 1 名

S47機械 留目　一英 12

小計 11 名 S48建 足立　守 13

S49建 中山 茂樹 11 S50法 新城　修 17

S50金属 山崎　信男 12 S50法 奥野　滋 12

S45獣医 采  孟 12 S52原子 大谷　武彦 16 S53法 小口　正範 4 理事

S59獣医 矢原　芳博 8 S52金属 升光　法行 12 S55法 福西　真 10 理事

H11獣医 米久保 和樹 7 S52電子 松谷　寛 10 理事 情報処理委員会委員長 S56法 大久保　英俊 17 理事 総務委員会副委員長

S56合成 谷口　泰之 13 S56法 高見　之雄 12

小計 3 名 S56土木 野田　徹 7 S57法 廣重　勝彦 6 理事 募金・産学連携委員長

S57土木 本多　清暢 14 S61法 志済　聡子 11 副会長

S57電気 松尾　 望 12 S62法 橋本  修 1 理事

S49薬 近藤　達仁 12 S57土木 増田　 達 12 H02法 山口　公範 16

H50薬 土屋　裕 7 理事 S58建 中村　秀治 5 理事 情報処理委員会委員長 H02法 八谷　俊雄 16 広報委員会

S58院 近藤　伸一 4 理事 H03法 石橋　祐介 12

小計 2 名 S59機械 岩崎  哲也 14 理事 H05法 向井　拓 12 監事

S60機械 石田　充 16 H08法 松浦　永治 4 理事 総務委員会委員長

S60機械 菊地　正武 16 H18法 渡辺　明日香 5 総務委員会

S56医 畠山　昌則 12 理事 H02電子 足立　直子 17 理事

S58医 福島　亮治 12 H03電子 鈴木　政直 8 小計 15 名

S61医 大塚　吾郎 16 H03衛生 岩村  卓嗣 2

S61医 森  清 16 H03衛生 美口  博子 2

H01医 杉森　裕樹 16 H07合成 平畠　亘 14 S51経済 陣谷  義直 2 広報委員会

H05医 松本　明郎 10 H07情科院 滝内　邦弘 8 理事 S52経済 菅埜　誠 6 理事 総務委員会副委員長

H13医 中田　勝巳 16 H15情科院 山田　将史 11 S57経済 永松  昌一 2

H17環境院 跡部　泰子 15 S60経済 横田　浩 5 会長

小計 7 名 H21資源 中山　卓人 8 S61経済 松山　哲人 4

H07経済 藤井　考先 12

小計 28 名 H13経済 坂本　茂 14 総務委員会
募金・産学連携委員会

S60歯 杉崎　順平 5 理事 H23経 西舘　卓人 5 総務委員会

H01歯 浅田　清 4 理事 クラーク遺徳顕彰・墓参委員 H27経院 上満　研吾 7 理事 組織・交流委員会副委員長
財務委員会

S52食修 樋口　達夫 11 副会長 H27経 谷畑  敦史 2

小計 2 名 S61食 中田　邦彦 12

H03食 釜谷　明 15 小計 10 名

H06食修 大野　隆明 11 総務委員会

小計 4 名

合計 92 名

S39薬 野呂　忠一 特命 理事 S48農生 伊藤　洋 特命 理事

S54法 石川　裕一 特命 副会長 募金・産学連携委員会副委員長
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エ学部

北海道大学東京同窓会 2023年度 評議員（学部）一覧表

農学部 理学部 文学部

教育学部

水産学部

歯学部

法学部

獣医学部

薬学部

医学部

経済学部
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北海道大学東京同窓会  令和5年度  評議員（世代）一覧表
学部 名前 就任

年数 理事 委員会 学部 名前 就任
年数 理事 委員会 学部 名前 就任

年数 理事 委員会

H30 2018 環境院 山本  淳博 4 広報委員会
組織・交流委員会 H17 2005 法 山田　敏之 14 S60 1985 工 臼田　亨 14

H29 2017 法 小島  恵太 6 H17 2005 工 酒井　美帆 14 S58 1983 農 鷲田　千臣 14 監事

H16 2004 理 増岡　弘之 14 S57 1982 水 阿部　修司 9

小計 2 名 H16 2004 医 高橋  良佳 14 募金・産学連携委員会 S57 1982 工 福士　博司 7 理事

H16 2004 水 矢部  いつか 14 S57 1982 農 櫻田  功 2 副会長

H14 2004 理 長谷川　健 6 情報処理委員会 S56 1981 農 佐藤　寛 12

H26 2014 情報院 多田  宗弘 7 H12 2000 農 三浦　隆司 14 S56 1981 工院 岩瀬　徹哉 9

H26 2014 環境院 宮佐  穂奈未 6 H12 2000 水 前田  亘宏 12 S55 1980 工 居駒　幹夫 14

H25 2013 情報院 辻本  陽平 7 組織・交流委員会副委員長 H10 1998 法 山本　剛 14 S55 1980 水 畠山　義彦 14 理事 総務委員会

H25 2013 環境院 高野  葵 7 広報委員会 H10 1998 法 楯　裕史 14 募金・産学連携委員会 S55 1980 工院 藤田　栄 14

H25 2013 環境院 楊  ジョウ 7 H10 1998 歯 上岡　理晴 14 S57 1982 医 弘田  裕 14 副会長

H24 2012 経 久野　和哉 7 組織・交流委員会 H09 1997 工 山口　建章 14 S53 1978 工院 中島　敏夫 14

H24 2012 文修 彭  秀実 6 S53 1978 工 菅野  彰一 8 理事 募金・産学連携委員会副委員長

H23 2011 工院 山田　尚大 9 理事 組織・交流委員会委員長 小計 12 名 S53 1978 獣 境　政人 8

H22 2010 経 中西　克彦 12 S51 1976 医 五十嵐  良雄 11

H22 2010 工院 小中出　拓也 11 組織・交流委員会 S50 1975 工 井上　修平 5 副会長 募金・産学連携委員会副委員長

H22 2010 工院 浦崎　稔史 4 広報委員会 H07 1995 農 溝口　尚重 13 理事 情報処理委員会
募金・産学連携委員会 S48 1973 農 浜名　純 14 情報処理委員会

H21 2009 法 沖崎  遼 9 監事 H06 1994 法 高田　清志 14 S48 1973 工 小山内　清潤 11

H21 2009 工 宮田　康大 7 H06 1994 理 西川　達雄 14 S47 1972 工 及川　正規 14 理事

H20 2008 経済 杉山　美雪 14 H05 1993 医 岩村　美佳 14 S46 1971 農 高島　章生 14

H20 2008 経済 常松　尚史 14 理事 募金・産学連携委員会 H04 1992 工 高野　伸一 14 S45 1970 工 鈴木　憲 14

H20 2008 工院 加藤　貴臣 14 H04 1992 工院 江原　猛 14 S45 1970 農 高橋　周 14

H19 2007 農院 鈴木　貴文 11 H04 1992 工 大久保　高樹 6 情報処理委員会 S44 1969 工 石井　哲夫 14

H19 2007 工 原田　武志 6 理事 情報処理委員会副委員長 H02 1991 工院 黒田　政寿 14 S42 1967 工 岡　隆次郎 14

H02 1990 経 宇治原　里志 14 S42 1967 医 伊藤　敦之 14

小計 18 名 H02 1990 教 今田　久美子 7

H02 1990 工 依田  智子 2 理事 情報処理委員会 小計 25 名

H01 1989 工 松田　茂広 14

H01 1989 工 山森　聡 14

H01 1989 理 橋本　大志 9 理事

S63 1988 法 石関　正浩 14

S63 1988 理 原澤　直子 14

S63 1988 医 根本  浩一郎 8

S63 1988 工院 千葉　寛之 6 情報処理委員会

S62 1987 法 萱野　聡 14 理事 財務委員会委員長
募金・産学連携委員会

S62 1987 農 岡村　浩 14

S61 1986 理 中村　知道 12

S61 1986 工 島田　久 8 理事 広報委員会委員長

小計 22 名

合計 79 名
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３０歳代

５０歳代

北海道大学東京同窓会 2023年度 評議員（世代）一覧表

卒年 卒年 卒年

２０歳代 ４０歳代 ６０歳代以上

知っている人は
いるかな？

令和5年度 東京同窓会 総会

れ
て
い
る
池
の
存
在
だ
っ
た
。
こ
れ
は

何
な
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
早
春
の
情

景
だ
け
に
、 

手
前
の
エ
ル
ム
や
他
の
樹

木
に
若
葉
は
無
く
、
奥
の
穀
物
庫
や
収

穫
室
な
ど
の
施
設
が
見
通
し
良
く
描
か

れ
て
い
る
。
こ
の
絵
の
よ
う
な
池
と
そ

の
奥
の
風
景
が
現
在
も
学
内
に
存
在
す

る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
は
そ
れ

か
ら
も
し
ば
ら
く
解
け
な
か
っ
た
。

　

平
成
29
年
（
２
０
１
７
）
にHom

e 
Com

ing Day

に
参
加
し
た
。
こ
の
時
、 

耐
震
設
計
が
完
了
し
て
一
般
公
開
さ
れ

た
モ
デ
ル
バ
ー
ン
を
訪
ね
る
こ
と
が
で

き
た
。
初
め
て
サ
イ
ロ
を
含
む
建
物
九

棟
の
全
て
を
見
て
回
り
、
管
理
棟
の
横

に
あ
る
池
の
存
在
も
は
っ
き
り
確
認
で

き
た
。
藻
岩
に
あ
る
浄
水
場
の
「
ろ
過

池
の
放
流
水
」
を
活
用
し
て
い
る
サ
ク

シ
ュ
コ
ト
ニ
川
と
は
異
な
り
、
学
内
に

唯
一
残
る
純
然
と
し
た
湧
水
池
だ
と
い

風
景
と
の
対
話

モ
デ
ル
バ
ー
ン

た
。「
雪
国
で
酪
農
を
成
功
さ
せ
る
に

は
、
何
よ
り
も
動
物
た
ち
の
半
年
間
の

食
糧
と
快
適
な
牧
舎
が
必
要
」
と
い
う

考
え
の
基
に
ク
ラ
ー
ク
博
士
が
名
付
け

た
と
の
こ
と
。
北
の
大
地
を
初
め
て
訪

れ
た
者
に
と
っ
て
、
エ
ル
ム
の
森
や
ポ

プ
ラ
並
木
と
同
様
に
と
て
も
新
鮮
に
感

じ
ら
れ
る
風
景
で
、
白
一
色
に
な
る
冬

の
光
景
は
独
特
の
雰
囲
気
を
持
っ
て
い

た
。

　

黒
百
合
会
に
入
会
し
た
当
時
、
顧
問

教
官
は
堀
江
悟
郎
先
生
だ
っ
た
が
卒
業

後
に
八
鍬
利
郎
先
生
に
代
わ
っ
た 

。
八

鍬
先
生
の
「
北
大
構
内
ス
ケ
ッ
チ
」（
図

書
刊
行
会 

１
９
９
２
／
02
発
行
）
に
モ

デ
ル
バ
ー
ン
の
頁
が
あ
る
。
そ
こ
に「
サ

イ
ロ
を
含
む
建
物
九
棟
は
昭
和
44
年
に

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
現
在

は
北
大
事
務
局
に
よ
っ
て
管
理
保
存
さ

れ
て
い
る
」 

と
説
明
が
載
っ
て
い
た
。

こ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
絵
「
早
春
の

旧
第
二
農
場
」（
油
彩
、
Ｆ
50
）
が
平

成
20
年
（
２
０
０
８
）
に
開
か
れ
た
黒

百
合
会
１
０
０
周
年
記
念
展
の
歴
史
展

コ
ー
ナ
ー
に
出
展
さ
れ
て
い
た
。
見
た

こ
と
の
な
い
敷
地
の
中
の
様
子
で
、
特

に
目
を
奪
わ
れ
た
の
は
、
手
前
に
描
か

う
こ
と
も
判
っ
た
。
池
の
横
の
エ
ル
ム

の
巨
樹
は
八
鍬
先
生
の
絵
の
と
お
り
大

き
く
し
っ
か
り
根
を
下
ろ
し
て
い
た
。

そ
れ
ま
で
分
か
ら
な
か
っ
た
事
が
全
て

腑
に
落
ち
た
。
９
月
末
だ
っ
た
の
で 

、

早
め
に
色
づ
い
た
葉
が
根
元
や
池
に
落

ち
て
い
た
。
こ
の
周
辺
に
は
巨
樹
も
多

く
、
古
く
重
厚
な
建
物
群
を
ゆ
っ
く
り

見
て
回
る
散
策
で
は
時
間
を
忘
れ
て
い

た
。卒
業
か
ら
50
年
が
過
ぎ
て
い
た
が
、

入
学
当
初
に
感
じ
た
よ
う
に
、
そ
の
風

景
は
鮮
や
か
に
映
っ
た
。
実
際
に
そ
の

場
に
立
っ
て
み
る
と
、
い
つ
ま
で
も
味

わ
っ
て
い
た
い
離
れ
難
い
気
分
だ
っ
た
。

　

東
山
魁
夷
は
自
著
「
風
景
と
の
対

話
」
で
「
作
品
の
強
さ
は
、
決
し
て
色

調
と
か
構
図
と
か
描
き
方
に
あ
る
の
で

は
な
く
、
そ
の
画
面
の
中
に
籠
る
作
者

の
心
の
強
さ
に
あ
る
」と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
い
ざ
描
く
立
場
に
な
っ
て
手

前
の
池
に
写
し
込
ま
れ
て
い
る
空
や

樹
々
と
屋
根
の
色
を
見
て
い
る
と
、
明

る
さ
の
変
化
は
複
雑
で
、
思
わ
ず
立
つ

位
置
を
左
右
、
上
下
に
移
し
、
ど
の
視

点
が
絵
に
多
く
の
特
長
を
取
り
込
め
る

か
を
探
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
２
本
の

エ
ル
ム
の
巨
樹
か
ら
池
に
傾
斜
す
る
斜

面
を
見
上
げ
る
状
態
で
、 

後
方
の
芝
生

面
が
わ
ず
か
に
見
え
る
地
点
が
ベ
ス
ト

だ
と
選
ん
だ
。
最
後
に
筆
を
入
れ
た
の

は
池
に
落
ち
た
エ
ル
ム
の
葉
で
、
沈
ん

で
い
る
葉
を
先
に
、
浮
い
て
い
る
葉
を

後
か
ら
描
い
て
水
面
の
上
に
そ
の
色
彩

を
重
ね
た
。

　

入
学
か
ら
学
部
が
決
ま
る
ま
で
の
教

養
時
代
、 

当
時
ま
だ
地
下
鉄
は
通
っ
て

お
ら
ず
北
24
条
行
き
市
電
の
北
18
条
で

下
車
し
教
養
校
舎
へ
歩
い
た
。
そ
の
道

の
右
側
に
第
二
農
場
が
あ
っ
た
。 

廃

材
を
利
用
し
た
牧
柵
で
仕
切
ら
れ
て
い

て
、
奥
に
赤
い
屋
根
の
モ
デ
ル
バ
ー
ン

（m
odel barn

）「
模
範
的
家
畜
房
」

が
見
え
た
が
、入
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ「モデルバーン１」水彩 F4 第１回東京黒百合小品展 2017/04

「モデルバーン」
油彩  P20 第60回東京黒百合展 2022/09

長
谷
川 

脩 

︵
Ｓ
42
工
・
電
子
︶　
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き
っ
と
特
別
な
１
日
に
な
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
来
年
の
ギ
ネ
ス
ジ
ン
パ

に
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
に
参
加
い
た

だ
く
こ
と
を
強
く
望
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
挑
戦
は
私
た
ち
全
員
の
挑
戦
で

葉
、
そ
し
て
美
味
し
い
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

を
共
有
す
る
喜
び
は
、
私
た
ち
に
と
っ

て
何
よ
り
も
大
き
な
贈
り
物
で
し
た
。

　

こ
の
成
功
は
、
全
て
の
参
加
者
、
支

援
者
、
そ
し
て
北
海
道
大
学
の
同
窓
生

の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
皆
さ
ん
に

す
。
単
に
人
数
が
多
け
れ
ば
、
記
録

も
伸
び
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
の
力
を
結
集
し

な
け
れ
ば
、
新
し
い
歴
史
は
作
れ
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
参
加
の
意
志
、

挑
戦
の
熱
意
、
応
援
の
声
、
そ
れ
ら

は
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
さ

ん
の
熱
意
と
支
援
が
な
け
れ
ば
、
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
成
功
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

特
に
、
３
か
月
前
か
ら
手
弁
当
で
開
催

の
準
備
を
進
め
て
く
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
は
こ
の
場
を

借
り
て
、
改
め
て
心
か
ら
お
礼
を
伝
え

た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
単
な
る
懇
親
会

で
は
な
く
、
同
窓
会
と
い
う
縦
と
横
の

つ
な
が
り
が
、
皆
さ
ん
の
参
加
に
よ
っ

て
形
と
な
る
１
日
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

来
年
、
私
た
ち
は
さ
ら
に
一
歩
進
む

た
め
に
、
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に
挑
戦
し

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ
て
、
世
界
最
大
規
模

の
ジ
ン
パ
の
成
功
に
向
け
て
頑
張
る
気

持
ち
で
す
。こ
の
成
功
は
、運
営
ス
タ
ッ

フ
で
は
な
く
、
皆
様
一
人
ひ
と
り
の
手

に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
北
大
生
誰
も
が

同
じ
気
持
ち
に
な
れ
る
ジ
ン
パ
を
楽
し

む
こ
と
で
、
私
た
ち
は
力
を
合
わ
せ
、

ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に
名
を
刻
み
ま
す
。

全
て
が
世
界
一
の
ジ
ン
パ
を
成
功
に

導
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
皆
様
が
参
加
す
る

こ
と
で
、
そ
の
熱
狂
を
共
有
し
、
共
に

歴
史
を
作
り
、
記
録
に
名
を
刻
む
喜
び

を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中

止
し
た
３
年
間
は
あ
り
ま
し
た
が
、

２
０
１
３
年
に
始
め
た
北
大
東
京
ジ
ン

パ
も
今
年
で
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

私
た
ち
運
営
事
務
局
は
、
こ
れ
ま
で
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方
々
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
来

年
の
ジ
ン
パ
世
界
記
録
挑
戦
の
成
功
に

向
け
て
努
力
を
続
け
ま
す
。
そ
し
て
、

皆
さ
ん
の
参
加
が
あ
れ
ば
、
間
違
い
な

く
大
成
功
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
は
皆
さ
ん

一
人
一
人
の
支
援
と
熱
意
に
よ
る
も
の

で
、
そ
の
全
て
が
我
々
の
力
と
な
り
ま

す
。
新
た
な
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
の
達
成

を
目
指
す
挑
戦
は
、
我
々
全
員
の
挑
戦

で
す
。
こ
の
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
は
、
数

字
以
上
の
も
の
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
私
た
ち
の
絆
、
一
体
感
、

そ
し
て
共
有
す
る
喜
び
の
証
で
す
。　

一
緒
に
記
録
に
挑
戦
し
、
素
晴
ら
し
い

１
日
を
作
り
上
げ
、
世
界
最
大
の
ジ
ン

パ
の
成
功
を
祝
い
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
主
役
の
世
界
記
録
挑
戦

ギ
ネ
ス
ジ
ン
パ
、
一
緒
に
新
た
な
歴
史

を
作
り
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
参
加
を

心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
来
年
、

ジ
ン
パ
会
場
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
、
私
た
ち
は
４
年
ぶ
り
に
北
大

東
京
ジ
ン
パ
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
み
て
も
、
ジ
ン

パ
が
再
び
実
現
し
た
瞬
間
の
喜
び
を
言

葉
で
表
現
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
、
温
か
い
言

北大東京ジンパ 
2023

新社会人歓迎

2023年 5月21日日 国営昭和記念公園

４年ぶりの開催！ 

 来年はギネスに挑戦！！

組織・交流委員会 委員長
山田尚大（H23工院）
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北海道枝幸町ふるさと納税特設サイト
 https://esashi-furusato.com/

「オホーツク枝幸」の海の幸・山の幸の返礼品をご用意してます！

枝幸町ふるさと応援大使

及川凛華さん
枝幸町応援団⻑ 杉山和彦（S45法） 
hyper.sugiyama@kfa.biglobe.ne.jp TEL.080-5418-0719

え さ し

北海道枝幸町
ふるさと納税

〈枝幸町ふるさと未来応援寄附金〉

◆ 

川
上
さ
ん

　

今
日
は
気
持
ち
い
い
晴
天
の
中
、
美

味
し
い
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
堪
能
で
き
、

と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し

た
。
初
め
て
会
う
人
達
と
一
緒
の
グ

ル
ー
プ
に
な
り
ま
し
た
が
、
和
気
あ
い

あ
い
と
楽
し
め
ま
し
た
。

◆ 

中
村
さ
ん

　

青
い
空
、か
ら
っ
と
し
た
陽
気
、清
々

し
い
風　

ま
る
で
札
幌
の
夏
を
思
い
出

さ
せ
る
か
の
よ
う
で
、
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｒ

Ｏ
生
ビ
ー
ル
＆
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
、
ベ

参
加
者
か
ら

　
ひ
と
こ
と
感
想

ル
の
タ
レ
で
の
ジ
ン
パ
は
最
高
で
し

た
。
時
空
間
は
変
わ
れ
ど
、
同
じ
学
び

舎
で
励
ん
だ
仲
間
と
の
ひ
と
時
は
格

別
で
す
。
毎
年
、
新
入
生
の
歓
迎
会
も

兼
ね
て
、
会
社
の
現
役
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

の
仲
間
で
参
加
す
る
こ
と
が
恒
例
行

事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
社
の
同
窓
会

と
北
大
の
同
窓
会
の
２
つ
の
目
的
で

参
加
し
て
い
ま
す
。

◆ 

吉
川
さ
ん

　

久
方
ぶ
り
の
ジ
ン
パ
で
、
懐
か
し
い

方
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
新
た
な
出
会
い
も
あ
り
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ジ
ン
パ
と
い
う
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
雰

囲
気
で
の
出
会
い
は
格
別
で
す
ね
。

今
回
は
、
人
数
制
限
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
残
念
な
が
ら
参
加
で
き
な
い
知
人

が
お
り
ま
し
た
の
で
、
来
年
は
更
に
多

く
の
方
が
参
加
で
き
る
こ
と
を
希
望

い
た
し
ま
す
。

◆ 

髙
橋
さ
ん

　

知
ら
な
い
者
同
士
が
、
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
と
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
で
直
ぐ
に
盛

り
上
が
れ
る
。
な
ん
と
分
か
り
や
す
い

愛
す
べ
き
北
大
の
み
な
さ
ん
仲
間
た

ち
。
そ
ん
な
楽
し
い
ジ
ン
パ
を
４
年
ぶ

り
に
堪
能
し
ま
し
た
！
来
年
は
ギ
ネ

ス
を
達
成
し
て
、
さ
ら
に
盛
り
上
が
る

こ
と
間
違
い
な
し
！
東
京
に
い
る
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
み
な
さ
ん
、
来
年
も
昭
和

記
念
公
園
に
集
ま
り
ま
し
ょ
う
！

◆新社会人歓迎 「北大東京ジンパ2023」

実行委員長
上満研吾（経院H27）
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昭
和
中
期
の

あ
る
農
化
学
生
の
想
い
出

　

●
企
業
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て

　
　
新
規
事
業
を
ス
タ
ー
ト

　
　

　

私
は
農
化
先
輩
達
が
就
職
し
て
い
た

医
療
用
医
薬
品
製
造
業
・
エ
ー
ザ
イ
株

式
会
社
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

当
時
の
社
長（
創
業
者 

内
藤
豊
次
翁
）

か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
動
物
性
蛋
白
質
の

需
要
が
拡
大
す
る
の
で
農
業
関
連
事
業

へ
の
展
開
を
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
当
時
主
力
と
し
て
い
た
脂
溶

性
ビ
タ
ミ
ン
の
Ｖ.

Ｅ
を
、
動
物
用
医

薬
品
と
し
て
経
口
投
与
の
粉
末
剤
と
油

剤
さ
ら
に
注
射
製
剤
を
開
発
し
、
当
時

道
内
で
勃
興
期
の
毛
皮
獣
ミ
ン
ク
の

Ｖ.

Ｅ
欠
乏
防
止
・
繁
殖
促
進
用
に
上

市
し
普
及
に
努
め
、
動
物
薬
事
業
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

昭
和
40
（
１
９
６
５
）
年
代
に
入

り
、
家
禽
産
業
（
採
卵
鶏
＆
ブ
ロ
イ

ラ
ー
等
）・
家
畜
産
業
（
牛
・
豚
等
）・

養
殖
魚
類
産
業
（
ウ
ナ
ギ
・
ハ
マ
チ
（
ブ

リ
）・
ニ
ジ
マ
ス
・
ギ
ン
ジ
ャ
ケ
・
タ
イ
・

マ
グ
ロ
等
）
の
発
展
拡
大
に
伴
い
、
家

畜
・
家
禽
・
養
殖
魚
用
の
配
合
飼
料
製

62
（
１
９
８
７
）
年
５
月
、（
社
）
日

本
科
学
飼
料
協
会
（
理
事
長 

農
学
博

士
森
本
宏
）
か
ら
功
労
賞
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
５
年
間
に
亙
る
通
学
（
金
曜

日
夜
間
と
土
・
日
曜
日
）
を
経
て
、
平

成
６
（
１
９
９
４
）
年
３
月
、
日
本
獣

医
畜
産
大
学
大
学
院
８
＊
（
ペ
プ
チ
ド

鉄
の
研
究
論
文
提
出
）
よ
り
獣
医
学
博

士
の
学
位
を
取
得
し
ま
し
た
。
そ
し
て

退
職
後
の
平
成
13
（
２
０
０
１
）
年
10

月
、（
社
）
日
本
科
学
飼
料
協
会
創
立

50
周
年
記
念
式
典
時
に
、
科
学
飼
料
の

安
全
性
確
保
と
品
質
改
善
に
努
め
畜
産

の
振
興
に
寄
与
し
て
き
た
と
し
て
、
農

林
水
産
省
（
生
産
局
長
名
）
よ
り
感
謝

状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

〔
８
＊
：
平
成
18
（
２
０
０
６
）
年
、
日

本
獣
医
生
命
科
学
大
学
に
校
名
変
更
〕

　

し
か
し
、
平
成
・
令
和
の
時
代
の
北

大
卒
業
生
が
実
社
会
に
飛
翔
し
て
活

躍
さ
れ
た
後
に
は
、
母
校
北
大
が
目

指
す
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
（Recurrent 

Education

：
学
び
直
し
、
そ
し
て
新

し
い
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
リ
ス
キ
リ

造
産
業
も
急
成
長
し
て
、
飼
料
用
ビ
タ

ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
の
需
要
が
急
激
に
増

加
し
て
来
ま
し
た
。
そ
こ
で
飼
料
添
加

物
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
（
酢
酸
ｄ
ｌ–

α–

ト

コ
フ
ェ
ロ
ー
ル
）
製
剤
を
上
市
し
普
及

に
努
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
当
時
女
性
の
服
装
も
大
き
く

変
わ
り
ノ
ー
ス
リ
ー
ブ
の
流
行
も
加
わ

り
、
女
性
用
の
貧
血
治
療
薬
・
デ
キ

ス
ト
ラ
ン
鉄
注
射
製
剤
が
注
射
部
位

（
肩
）
に
シ
ミ
（
黒
い
点
）
が
残
る
こ

と
が
在
り
嫌
わ
れ
出
し
て
居
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
東
京
大
学
農
学
部
付
属
牧

場
の
獣
医
師
に
頼
み
、
母
豚
出
産
直
後

の
生
後
３
日
頃
の
幼
弱
子
豚
に
注
射
投

与
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
め

き
め
き
と
元
気
に
な
り
皮
膚
の
赤
い
健

康
子
豚
（
貧
血
防
止
）
に
成
長
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
投
与
試
験
デ
ー
タ
を
積
み

上
げ
農
林
省
の
動
物
用
医
薬
品
製
造
承

認
許
可
を
取
得
し
て
、
動
物
用
医
薬
品

デ
キ
ス
ト
ラ
ン
鉄
注
射
製
剤
と
し
て
上

市
し
、
養
豚
業
者
へ
の
普
及
に
努
め
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
経
口
投
与
（
飼
料
に
混

合
）
で
吸
収
利
用
効
率
の
良
い
ミ
ネ
ラ

ル
・
ペ
プ
チ
ド
鉄
が
産
業
化
出
来
た
の

で
、
飼
料
添
加
物
ペ
プ
チ
ト
鉄
（
昭
和

60
（
１
９
８
５
）
年
10
月
、
飼
料
安
全

法
に
よ
る
成
分
指
定
）
を
家
畜
家
禽
産

業
・
養
殖
魚
類
産
業
の
業
者
向
け
に
上

市
し
て
普
及
に
努
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
昭
和
50
（
１
９
７
５
）
年
代

〜
平
成
（
１
９
８
９
）
年
代
を
通
し
て

各
種
動
物
用
医
薬
品（
殺
菌
・
消
毒
剤
、

各
種
抗
菌
製
剤
（
疾
病
治
療
薬
）、
殺

虫
製
剤
等
）
や
飼
料
添
加
物
各
種
の
開

発
上
市
と
普
及
啓
蒙
に
努
め
ま
し
た
。

　

●
業
界
団
体
・
協
会
活
動
と
受
賞　

　　

そ
の
傍
ら
、
動
物
用
医
薬
品
製
造
業

者
［（
社
）
日
本
動
物
薬
事
協
会
］
や

配
合
飼
料
製
造
業
者
（
飼
料
添
加
物
ビ

タ
ミ
ン
類
・
ミ
ネ
ラ
ル
類
等
成
分
規
格

の
業
界
案
取
り
纏
め
等
）の
Ｇ
Ｍ
Ｐ（
適

正
製
造
基
準
）
作
り
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

業
界
団
体
・
協
会
に
参
画
し
て
活
動
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
業
界
団
体
・
協
会
参
画
活

動
や
動
物
薬
研
究
活
動
に
よ
り
、
昭
和

︱
後
編
︱

若林　髙明
（Ｓ35・農学部農芸化学科）

ン
グ（Re-skilling

）へ
と
飛
躍
す
る
）

９
＊
に
再
度
挑
戦
し
て
み
る
こ
と
も
重

要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

〔
９
＊
：
２
０
２
３
年
３
月
14
日
、
北
海

道
大
学
大
学
院
教
育
推
進
機
構
リ
カ
レ
ン

ト
教
育
推
進
部
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
学
び
の
道
は
北
へ
、
大
海
へ
～
北
大

が
目
指
す
べ
き
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
は

～
」
が
開
催
（
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）

さ
れ
た
。〕

　

●
農
芸
化
学
的
技
能
で

　
　
新
規
事
業
へ
進
出　

　

平
成
９
（
１
９
９
７
）
年
に
エ
ー
ザ

イ
（
株
）
を
定
年
退
職
後
に
関
連
会
社

に
再
就
職
し
た
。
今
度
こ
そ
は
農
芸
化

学
的
な
仕
事
を
し
よ
う
と
、
当
時
勃
興

期
で
あ
っ
た
健
康
補
助
食
品
（
サ
プ
リ

メ
ン
ト
）
事
業
の
企
画
開
発
を
担
当
し

ま
し
た
。

　

①
イ
チ
ョ
ウ
葉
エ
ク
ス
ト
ラ
ク
ト
製

剤
の
国
内
開
発

　

養
蚕
業
が
斜
陽
に
な
り
桑
の
木
栽
培

農
家
は
、
イ
チ
ョ
ウ
樹
の
苗
木
栽
培
へ

と
推
移
し
て
行
っ
た
。
そ
こ
で
、
イ

チ
ョ
ウ
樹
（
学
名
：Ginkgo biloba L, 

英
名
：Ginkgo

）
の
樹
高
を
約
２
ｍ

ま
で
と
し
て
有
機
肥
料
を
与
え
、
大
型

イ
チ
ョ
ウ
葉
（
大
人
の
手
の
ひ
ら
サ
イ

ズ
）
を
夏
季
に
収
穫
し
て
乾
燥
保
存
。

乾
燥
イ
チ
ョ
ウ
葉
か
ら
農
芸
化
学
的
技

法
で
有
効
成
分
10
＊
を
抽
出
（
エ
ク
ス

ト
ラ
ク
ト
）
し
た
。

　

イ
チ
ョ
ウ
葉
エ
ク
ス
ト
ラ
ク
ト
成
分

の
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
類
に
は
、
強
い
抗
酸

化
作
用
や
毛
細
血
管
を
拡
張
し
血
行
を

促
進
す
る
作
用
が
、
ギ
ン
コ
ラ
イ
ド
に

は
神
経
細
胞
で
の
活
性
酸
素
を
抑
制
す

る
抗
酸
化
作
用
や
血
小
板
活
性
因
子
で

あ
る
Ｐ
Ａ
Ｆ
に
拮
抗
し
血
液
量
を
増
加

さ
せ
る
作
用
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
総
合
と
し
て
、
虚
血
状
態
に
対

す
る
抵
抗
力
増
加
作
用
や
精
神
安
定
作

用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
欧
州（
ド
イ
ツ
、フ
ラ
ン
ス
、

ス
イ
ス
等
）
で
は
、
老
人
の
〝
脳
血
管

性
の
痴
呆
〟
の
改
善
等
に
ハ
ー
ブ
医
薬

品
と
し
て
流
通
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、

本
邦
で
は
初
の
国
産
原
料
に
よ
る
健
康

補
助
食
品
（
サ
プ
リ
メ
ン
ト
）
イ
チ
ョ

ウ
葉
エ
ク
ス
ト
ラ
ク
ト
製
剤
を
上
市
し

ま
し
た
。

〔
10
＊
：
ド
イ
ツC

O
M

M
IS

S
IO

N
 E

収

載
規
格
：
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
24
％
（
ケ
ル
セ

チ
ン
、
ケ
ン
フ
ェ
ロ
ー
ル
）、
テ
ル
ペ
ノ

イ
ド
６
％
（
ギ
ン
ゴ
ラ
イ
トA

,B
,C

、 

ビ

ロ
バ
ラ
イ
ド
）、
ギ
ン
コ
ー
ル
酸
含
量
：

≦

５
ｐ
ｐ
ｍ
〕

　

②
エ
キ
ナ
セ
ア
製
剤
の

本
邦
初
の
商
品
化

　

神
奈
川
県
横
須
賀
市
に

あ
る
米
海
軍
（
第
７
艦
隊

基
地
）
軍
港
近
く
の
薬
局

が
、〝Ginkgo

〟 

と
大
書

し
、
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ

に
貼
っ
て
在
っ
た
ら
、
水

兵
が 

〝Echinacea

〟 

は

在
る
か
と
尋
ね
て
来
る
よ

う
に
な
っ
た
、
と
の
情
報

が
入
っ
た
。
そ
こ
で
調
べ

て
み
る
と
、
エ
キ
ナ
セ
ア
は
赤
紫
色
の

花
を
咲
か
せ
る
北
米
原
産
の
キ
ク
科
の

エ
キ
ナ
セ
ア
（Echinacea

）
属
植
物

で
、
北
米
先
住
民
（
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
）

が
花
や
葉
・
茎
・
根
を
搾
っ
て
飲
ん
で

い
た
伝
統
的
な
ハ
ー
ブ
薬
で
し
た
。

　

北
米
大
陸
へ
の
開
拓
者
達
が
先
住
民

か
ら
教
わ
り
、
風
邪
な
ど
に
感
染
し
て

も
重
篤
に
な
ら
な
い
よ
う
に
身
体
の
防

御
力
を
高
め
る
効
果
を
期
待
し
て
服
用

さ
れ
て
来
た
こ
と
が
判
り
、
農
業
穀
物

生
産
地
帯
で
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
代
替
医

療
薬
と
な
っ
て
い
た
。

　

エ
キ
ナ
セ
ア
（
学
名
：Echinacea 

purpurea L, 

英
名
：Echinacea

）
の

全
草
の
搾
汁
液
の
作
用
は
免
疫
賦
活
作

用
、
抗
菌
作
用
、
抗
ウ
イ
ル
ス
作
用
、

抗
炎
症
作
用
、
抗
酸
化
作
用
等
が
あ

り
、
有
効
か
つ
安
全
な
感
染
症
の
治
療

薬
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
。
免
疫
系

を
非
特
異
的
に
刺
戟
す
る
た
め
、
身
体

の
防
御
機
能
が
低
下
し
た
場
合
に
罹
患

し
易
い
風
邪
や
感
染
症
、

皮
膚
病
治
療
や
予
防
に
、

ま
た
傷
の
回
復
力
を
高
め

る
こ
と
に
も
有
効
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
米
国
で
は

ハ
ー
ブ
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の

売
り
上
げ
上
位
の
市
場
を

確
立
し
て
い
た
。

　

そ
こ
で
エ
キ
ナ
セ
ア

を
自
ら
栽
培
し
て
品
質

管
理
を
し
た
全
草
搾
汁

の
加
工
原
体
（
ド
イ
ツ

COM
M

ISSION E

収
載
規
格
11
＊
）

を
欧
州
の
高
品
質
原
薬
製
造
企
業
か
ら

輸
入
し
て
、
国
内
で
製
剤
化
し
た
本
邦

初
の
健
康
補
助
食
品
（
サ
プ
リ
メ
ン

ト
）
エ
キ
ナ
セ
ア
エ
キ
ス
製
剤
を
上
市

し
ま
し
た
。

〔
11
＊
：
米
国
植
物
学
評
議
会
編
〕

◇
◆
◇

　

イ
チ
ョ
ウ
葉
エ
ク
ス
ト
ラ
ク
ト
製
剤

と
エ
キ
ナ
セ
ア
エ
キ
ス
製
剤
の
こ
れ
ら

２
品
目
を
本
邦
初
の
健
康
補
助
食
品

（
サ
プ
リ
メ
ン
ト
）
と
し
て
一
般
薬
局

品
市
場
に
登
場
さ
せ
て
以
来
４
半
世
紀

を
経
て
、
薬
制
も
変
わ
り
多
数
の
サ
プ

リ
メ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
が
誕
生
し
挙
っ
て

商
品
化
し
た
。
市
場
は
活
性
化
し
、
今

や
Ｔ
Ｖ
・
新
聞
雑
誌
広
告
等
に
よ
る
通

信
販
売
や
ス
ー
パ
ー
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
で
の
店
頭
販
売
な
ど
、
一
般
消
費
者

が
自
由
に
購
入
出
来
る
時
代
が
到
来
し

た
。
今
昔
の
感
が
あ
る
。

イチョウ葉抽出物
（Ginkgo Biloba Leaf Extract）

欧州の代替医療ハーブ薬

エキナセア（Echinacea） 北米先住民ハーブ薬草

昭和の北大 永遠の日々を懐う
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高
校
山
岳
部
の
時
、
27
㎏
の
ザ
ッ
ク

を
背
負
っ
て
立
山
・
槍
ヶ
岳
を
縦
走
し

て
シ
ン
ド
サ
を
体
感
し
た
。

　

初
め
て
渡
る
津
軽
海
峡
の
連
絡
船
の

船
尾
で
鷗
の
群
が
乱
舞
し
て
、
ギ
ャ
ー

ギ
ャ
ー
と
鳴
く
声
が
海
へ
誘
っ
て
い
る

様
に
聞
こ
え
た
。

　

北
大
に
入
学
し
て
即
、
ク
ラ
館
の

ヨ
ッ
ト
部
勧
誘
の
部
屋
の
ド
ア
を
押
し

た
。
小
樽
祝
津
の
浜
か
ら
雪
に
覆
わ
れ

た
山
々
が
見
渡
せ
、

海
水
は
信
じ
ら
れ
な

い
程
透
明
で
差
し
込

む
陽
の
光
が
妖
し
く

揺
れ
て
い
た
。

　

春
先
の
海
水
温
が

最
も
低
い
時
期
に
初

沈
（
チ
ン
）
し
た
。

当
時
、
ヨ
ッ
ト
部
に

レ
ス
キ
ュ
ー
は
無
く
、
漁
船
に
救
助
し

て
も
ら
っ
た
。
後
で
一
升
瓶
を
片
手
に

漁
師
の
元
へ
お
礼
に
行
っ
た
。

　

今
、
世
界
規
格
に
な
っ
て
い
る

４
７
０
級
の
前
は
Ａ
級
デ
ィ
ン
ギ
ー

で
あ
っ
た
。
揚
力
を
生
む
三
角
帆
一
枚

の
級
で
ヨ
ッ
ト
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
だ
ろ

う
。
後
年
、
部
の
仲
間
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で

ア
フ
リ
カ
に
派
遣
さ
れ
た
際
に
一
緒
に

訪
れ
た
Ｚ
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｒ
で
は
、
Ａ

級
デ
ィ
ン
ギ
ー
の
親
玉
の
様
な
木
造
Ｄ

Ｈ
Ｏ
Ｗ
船
が
、
人
や
荷
役
の
数
少
な
い

輸
送
手
段
で
あ
っ
た
。
経
由
し
た
ド
バ

イ
の
旧
港
に
は
巨
大
木
造
Ｄ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
が

埋
め
尽
く
さ
れ
、
印
度

亜
大
陸
と
の
交
易
の
一

端
を
担
っ
て
い
る
。
Ｄ

Ｈ
Ｏ
Ｗ
・
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｅ
も

定
例
化
し
て
い
る
。

　

部
活
は
合
宿
に
次

ぐ
合
宿
で
あ
っ
た
。
文

字
通
り
同
じ
釜
の
飯
を

食
っ
た
仲
間
と
の
交
流

は
半
世
紀
以
上
経
っ
た

今
で
も
活
発
で
、
こ
れ

が
我
が
人
生
に
ど
れ
程

の
刺
激
と
豊
穣
さ
を
与

え
て
く
れ
た
か
計
り
知
れ
な
い
。

　
「
自
由
の
人
よ
、

　

お
前
は
海
を
永
久
に
愛
す
る
だ
ろ
う

　

海
は　

お
前
の
鏡
。
お
前
は
…
…
」

ヨ
ッ
ト
部
の
部
報
の
巻
頭
に
載
っ
た
、

Ｃ
・
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
詩
集
の『
人
と
海
』

は
そ
の
後
の
人
生
の
羅
針
盤
と
苦
い
深

淵
と
な
っ
た
。

　

社
会
の
荒
海
に
出
て
、
Ｓ
Ｅ
Ａ
か
ら

Ｏ
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
乗
り
出
し
た
。
冬
の
北

太
平
洋
へ
の
遠
洋
航
海
に
大
型
帆
船
に

乗
船
。
壁
の
様
な
う
ね
り
に
翻
弄
さ

れ
、
甲
板
を
洗
う
大
浪
に
身
体
ご
と
海

に
持
っ
て
い
か
れ
な
い
様
に
、
格
子
状

に
張
り
廻
ら
さ
れ
た
命
綱
を
手
探
り
し

な
が
ら
深
夜
の
当
直
を
し
た
。

　

極
洋
と
繋
が
る
大
西
洋
の
冬
の
風
浪

は
カ
リ
ブ
ま
で
及
ぶ
。
大
航
海
時
代
か

ら
要
塞
群
に
堅
塁
さ
れ
た
ハ
バ
ナ
湾
は

北
に
口
を
開
い
て
い
る
。
ク
ル
ー
ズ
船

は
全
速
で
北
に
針
路
を
取
っ
た
。
押
し

寄
せ
る
怒
濤
は
城
壁
に
激
突
、
そ
の
咆

哮
は
四
海
に
轟
い
て
い
た
。

◇
◆
◇

　

歳
と
共
に
水
辺
か
ら
遠
ざ
か
り
つ
つ

あ
る
。
か
つ
て
の
河
童
連
中
を
集
め

て
、絵
筆
を
走
ら
せ
る
。セ
ー
ル
の
カ
ー

ブ
も
女
体
の
カ
ー
ブ
も
相
似
と
こ
じ
つ

け
る
。
こ
こ
で
も
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
に
遭

遇
、「
Ｆ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｅ
」
で
彼
は
語
る
。

　
「
痩
せ
て
い
る
こ
と
は
肥
っ
て
い
る

　

こ
と
よ
り
も
も
っ
と
裸
で
あ
り
、
猥

　

褻
で
あ
る
」

　

昨
晩
秋
、北
大
を
訪
れ
た
。時
間
た
っ

ぷ
り
構
内
を
散
策
し
た
の
は
卒
業
以
来

だ
ろ
う
か
。
至
る
所
に
湧
水
が
流
れ
、

大
き
な
樹
々
が
空
を
覆
い
向
こ
う
が
見

通
せ
な
い
程
で
あ
っ
た
。

　

工
学
部
隣
り
の
池
の
美
し
さ
は
ク

ロ
ー
ド
・
モ
ネ
の
睡
蓮
の
傑
作
群
を
生

ん
だ
、
彼
の
シ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
の
池
も
こ

れ
程
美
し
く
は
無
い
だ
ろ
う
と
思
う
程

だ
っ
た
。
落
葉
を
踏
み
し
め
な
が
ら
某

賢
人
が
言
っ
た
「
自
然
が
芸
術
を
模
倣

す
る
」
と
い
う
言
葉
が
が
し
ば
し
思
い

浮
ん
だ
。

　

半
世
紀
以
上
前
、
最
も
多
感
な

20
才
前
後
、
こ
こ
で
起
居
し
た
数

年
間
の
「
美
の
王
国
」
の
一
草
一

木
が
我
が
心
と
四
肢
を
彫
琢
し
た
の
だ

と
い
う
想
い
を
強
く
し
た
。

　

遠
く
に
富
士
山
を
臨
む
緑
の
江
ノ
島

港
で
、
Ｏ
Ｌ
Ｄ 

Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
舟
遊
び

に
興
ず
る
。
舟
と
い
っ
て
も
小
型
の
競

技
艇
で
直
ぐ
に
引
っ
く
り
返
る
。
海
に

投
げ
出
さ
れ
る
と
真
夏
以
外
、
高
齢
者

は
数
十
分
で
低
体
温
に
な
り
、
や
が
て

心
肺
停
止
に
至
る
。
洋
上
で
ウ
ィ
ル
ス

混
じ
り
の
息
を
吐
き
、
思
い
切
り
潮
風

を
胸
一
杯
吸
い
込
む
爽
快
さ
は
何
物
に

も
代
え
難
い
。
風
が
強
ま
り
、
水
飛
沫

を
浴
び
、舟
が
傾
く
、転
覆
を
か
わ
し
、

海
に
放
り
出
さ
れ
な
い
様
に
死
に
物
狂

い
で
舵
を
操
る
。

　

棺
桶
に
片
足
を
突
っ
込
ん
だ
今
、
芥

川
龍
之
介
の
箴
言
が
心
を
過
る
。

　
「
人
生
は
一
行
の
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
に

　

も
若
か
な
い
」

ヨ
ッ
ト
・
航
海
・
海
…
…

祝津港の数100mの沖合で行っていた練習風景。
長さ３m未満の木製ヨットで海水を汲み上げながら操縦していた。

数10年ほど前に東京海洋大などの大学合同練習帆船
「海王丸」に一般人として乗船。２週間かけてハワイに渡る。

定年後に始めたデッサン

アフリカのZANZIBAR（ザンジバル）諸島 
で見かけた大型DHOW（ダウ）船

昭和の北大 永遠の日々を懐う

森　輝男
（Ｓ44・工学部・合化）

半
世
紀
経
っ
て
も
蘇
る
懐
か
し
き
日
々

第61回「東京黒百合展」
東京⿊百合会

下記の要領で今年度の絵画展を開催いたします。
会員や卒業生に関わらずご覧いただけますので、
お気軽にお越しください。

【日　　時】令和5年9月25日（月）～10月1日（日）
【開催時間】1：00（初日14：00）～17：00（最終日14：00）
【会　　場】銀座アートホール　2階ギャラリー
　　           東京都中央区銀座8丁目110番高速道路ビル（銀座コリドー街）
　　           電話：03-3571-5170（画廊事務所）、
　　　　　　　　 03-3574-6583（会期中会場直通）
【アクセス】JR新橋駅 銀座口から徒歩3分、地下鉄新橋駅 5番出口から徒歩3分 
　　　　　 地下鉄銀座駅 C3出口から徒歩7分
【お問い合わせ】小石浩治  E-mail: tokio.yuri.koishi@jcom.zaq.ne.jp
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ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
北
海
道
大
学

へ
の
支
援
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ・パ
ー
ト
ナ
ー
の

募
集
を
始
め
ま
し
た

「
Ｅ
Ｌ
Ｍ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
」（
エ
ル
ム
ツ
リ
ー
）

 

ご
登
録
の
お
願
い

　

令
和
５
年
１
月
よ
り
、
教
育
研
究
環

境
向
上
の
た
め
の
財
源
確
保
、
地
元
企

業
へ
の
積
極
的
展
開
に
よ
る
地
域
活
性

化
・
人
財
定
着
へ
の
寄
与
、
民
間
企
業

と
の
連
携
機
会
の
創
出
な
ど
を
目
的

に
、
本
学
が
所
有
す
る
施
設
等
に
別
称

（
愛
称
等
）
を
付
与
さ
せ
る
「
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
（
命
名
権
）
制
度
」
を
設

け
、
民
間
事
業
者
等
と
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

対
象
施
設
は
建
物
に
限
ら
ず
、
教

室
（
講
義
室
）、
食
堂
、
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
な
ど
部
屋
単
位
で
の
命
名
も
可

能
で
す
。
契
約
期
間
は
３
年
以
上
５
年

以
内
、
応
募
資
格
は
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
こ
と
を
希
望

す
る
事
業
者
、
ま
た
は
同
事
業
者
を
斡

　

令
和
４
年
11
月
よ
り
、
札
幌
市
で
は

ふ
る
さ
と
納
税
（
個
人
版
・
企
業
版
）

を
活
用
し
て
大
学
の
支
援
等
に
係
る
寄

附
募
集
『
大
学
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
「
大
学
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、

若
者
の
地
元
定
着
や
地
域
課
題
の
解

決
に
資
す
る
も
の
等
の
公
益
的
な
取
組

や
、
札
幌
市
内
の
大
学
連
携
に
資
す
る

取
り
組
み
を
支
援
す
る
も
の
で
、
本
制

度
を
通
じ
て
北
海
道
大
学
を
支
援
い
た

だ
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

寄
附
の
申
し
込
み
は
、
個
人
版
に
関

し
て
は
『
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
』
の
サ

イ
ト
か
ら
、
企
業
版
は
札
幌
市
ま
ち
づ

く
り
政
策
局
政
策
企
画
部
企
画
課
に
て

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

札
幌
市
に
寄
附
し
た
金
額
の
う
ち
本

学
に
交
付
さ
れ
る
額
は
、
直
接
大
学
に

旋
す
る
法
人
な
ど
で
す
。
決
定
方
法
は

本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
募
の
上
、
審

査
し
選
定
し
ま
す
。

　

第
１
号
と
し
て
令
和
５
年
７
月
よ

り
、
高
等
教
育
推
進
機
構
の
大
講
堂
が

Ｓ
Ｋ
Ｙ
株
式
会
社
様
よ
り
「
Ｓ
Ｋ
Ｙ 

Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
と
命
名
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
学
研
究
院
の
ス
マ
ー
ト
農
業

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
農
機
管

制
室
に
つ
い
て
も
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の
手
続
き
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

　

制
度
の
概
要
は
北
海
道
大
学
Ｈ
Ｐ

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
い
た
だ
け

ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
ま
ず
は

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

寄
附
さ
れ
る
場
合
と
比
較
す
る
と
減
少

し
ま
す
が
、
寄
附
い
た
だ
く
方
に
は
、

個
人
版
は
所
得
税
・
住
民
税
の
控
除
に

加
え
て
返
礼
品
の
贈
呈
、
企
業
版
は
最

大
で
約
９
割
の
法
人
税
軽
減
措
置
を
受

け
ら
れ
る
な
ど
、
メ
リ
ッ
ト
が
非
常
に

大
き
い
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
開
始
か
ら
約
１
ケ
月
半
で

１
７
５
件
の
ふ
る
さ
と
納
税
（
個
人

版
）
の
申
し
込
み
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
将
来
を
担

う
人
材
の
育
成
・
定
着
や
地
域
の
課
題

解
決
・
活
性
化
な
ど
の
取
組
に
充
当
す

る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
北
海
道
大
学
の
発

展
と
学
生
支
援
の
た
め
、

卒
業
生
の
皆
様
に
は
ふ
る

さ
と
納
税
を
通
じ
た
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

大学からの
お知らせ

お問い合わせ／ 
北海道大学 社会共創部 社会連携課 
E-Mail：s-collab@dpe.hokudai.ac.jp 
電話番号：011-706-9710

お問い合わせ／ 
北海道大学 広報課 卒業生・基金室
E-mail：info-alumni-net@dpe.
hokudai.ac.jp

お問い合わせ／ 
札幌市まちづくり政策局政策企画部企画課 
E-Mail：ki.kikaku@city.sapporo.jp
電話番号：011-211-2192

ネーミングライツ・パートナーの
募集はコチラから

ふるさとチョイス札幌市はコチラから

　

北
海
道
大
学
で
は
、
２
０
２
６
年
の

創
基
１
５
０
周
年
に
向
け
て
、
大
学
と

同
窓
生
を
つ
な
ぐ
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と

し
て
、
ア
ル
ム
ナ
イ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
ベ
ー
ス
「
Ｅ
Ｌ
Ｍ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ

Ｅ
」
を
本
年
５
月
22
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
て
お
り
ま
す
。

　
「
Ｅ
Ｌ
Ｍ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
」
は
、
卒
業
生

電
子
名
簿
機
能
と
卒
業
生
連
携
機
能
の

２
つ
の
機
能
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お

り
、
登
録
し
た
卒
業
生
に
対
し
て
、
大

学
や
同
窓
会
か
ら
の
情
報
を
発
信
し
、

連
携
強
化
を
図
る
ツ
ー
ル
と
し
て
整
備

さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
「
Ｅ
Ｌ
Ｍ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
」
に
よ
っ
て
、
母
校
の
最
新

の
様
子
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
同
窓
会

へ
の
加
入
が
促
進
す
る
こ
と
な
ど
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
一
環
と

し
て
大
学
・
部
局
が
主
催
す
る
公
開
講

座
等
の
情
報
を
充
実
さ
せ
、
卒
業
生
の

皆
様
の
「
学
び
直
し
の
場
」
の
コ
ン
テ

ン
ツ
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　
「
Ｅ
Ｌ
Ｍ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
」
を
使
用
す
る

た
め
に
は
、
卒
業
生
電
子
名
簿
へ
の
登

録
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
北
海
道

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
Ｅ
Ｌ
Ｍ 

Ｔ

Ｒ
Ｅ
Ｅ
」
か
ら
ご
登
録
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
に
お
届
け
す
る
最
新
情
報

　
『
大
学
の
情
報
』
大
学
が
開
催
す
る

行
事
、
講
演
会
な
ど
の
情
報
。

　
『
同
窓
会
情
報
』
各
同
窓
会
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
総
会
、
講
演
会
、
懇
親
会
の

開
催
な
ど
の
情
報
。

マ
イ
ペ
ー
ジ
の
主
な
機
能

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
パ
ス
ワ
ー
ド
・

住
所
な
ど
の
会
員
情
報
の
変
更
。

① 「ELM TREE」トップページにアクセス
② 「利用規約」に同意
③ メールアドレスをご登録　
　※ご登録のメールアドレスに会員情報を
　入力するためのURLが送信されます。
④名前・学歴情報などを入力して登録完了 
　※大学にて在籍情報の確認後、「会員登
　録完了のご案内」メールを送信します。

https://alumni-net.dpe.hokudai.ac.jp/

エルムツリートップページ
はコチラから

■大学からのお知らせ

〈ホームカミングデー2023〉
創基150周年カウントダウンイベント
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Ｅ
Ｉ
Ｃ
公
開
テ
ス
ト
ま
た
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ

Ｌ-

Ｉ
Ｔ
Ｐ
を
年
１
回
無
料
で
受
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
受
験
料
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ-

Ｉ
Ｔ
Ｐ
受
験

料
５
１
０
０
円
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
・
Ｌ
＆

Ｒ
受
験
料
７
８
１
０
円
を
校
友
会
エ
ル

ム
が
負
担
。

【
国
際
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
支
援
】

　

本
学
で
は
国
際
的
な
就
業
体
験
を
通

し
て
総
合
的
な
人
間
力
を
培
う
と
と
も

に
、
異
な
る
社
会
・
文
化
状
況
の
中
で

の
国
際
性
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
身
に

つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
国
際
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
実
施
し
て
お
り
、

奨
学
金
と
し
て
参
加
学
生
１
人
あ
た

り
、
８
万
円
を
校
友
会
エ
ル
ム
が
支
援

し
て
い
ま
す
。

【
就
職
活
動
へ
の
支
援
】

　

同
窓
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
界
と
の
橋
渡
し
や
就
職
活

動
の
各
種
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

※
オ
ン
ラ
イ
ン
企
業
研
究
セ
ミ
ナ
ー
、

企
業
Ｐ
Ｒ
動
画
サ
イ
ト
、

卒
業
生
に
よ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
就

職
相
談

【
各
種
交
流
会
・
懇
親
会

の
開
催
】

　
「
新
入
生
歓
迎
ジ
ン

パ
」、「
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
会
員
相
互
の
交
流
・
懇

親
を
目
的
と
し
て
実
施
い

た
し
ま
す
。

　

校
友
会
エ
ル
ム
で
は
学
生
会
員
に
次

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
１
０
０
円
朝
食
の
実
施
】

　

新
入
生
を
対
象
と
し
て
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
に
配
慮
し
た
朝
食
を
１
０
０
円
で

提
供
、
一
人
暮
ら
し
に
慣
れ
る
ま
で
の

健
康
維
持
を
応
援
し
ま
す
。

（
実
価
格
差
額
分
を
校
友
会
エ
ル
ム
が

負
担
：
１
人
30
食
）

実
施
期
間
：
４
月
３
日
〜
８
月
３
日

実
施
場
所
：
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
内
カ
フ
ェ
de
ご
は
ん

【
英
語
試
験
受
験
支
援
】

　

校
友
会
エ
ル
ム
で
は
学
生
会
員
限
定

で
英
語
試
験
受
験
支
援
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
北
大
生
協
で
運
営
す
る
Ｔ
Ｏ

　

校
友
会
エ
ル
ム
は
、
在
学
生
・
卒
業

生
へ
の
支
援
や
会
員
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
発
信
に
よ
り
、
会
員
交
流
や
大
学

へ
の
支
援
を
促
す
活
動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

今
年
は
４
年
ぶ
り
に
校
友
会
主
催
の

新
入
会
員
歓
迎
ジ
ン
パ
を
８
月
５
日
に

開
催
す
る
予
定
で
し
た
が
、
生
憎
の
雨

天
で
中
止
に
な
り
10
月
開
催
を
調
整
し

て
お
り
ま
す
（
８
月
４
日
現
在
）。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
こ
れ
ま
で
新
入
会
員
限

定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
参
加
で
き

な
か
っ
た
２ –

３
年
も
対
象
と
し
た
こ

と
も
あ
り
、
７
月
中
に
１
５
０
名
の
定

員
が
満
席
と
な
る
人
気
ぶ
り
で
し
た
。

賑
や
か
な
ジ
ン
パ
の
様
子
を
こ
の
記
事

で
ご
報
告
で
き
ず
残
念

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
の
ほ
か
に
も
学
生
向

け
に
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

を
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
改
め
て
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
東
京
同
窓
会

の
よ
う
な
地
区
同
窓

会
、
な
ら
び
に
学
部
同

窓
会
な
ど
の
基
礎
同

総
会
に
所
属
し
て
い

る
方
は
、
校
友
会
エ

ル
ム
の
正
会
員
の
資

格
を
有
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
会
員
登
録
が

可
能
で
す
。
ぜ
ひ
一
度

ご
覧
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
。

校
友
会
エ
ル
ム
の
学
生
支
援

100円朝食の様子

国際インターンシップでの
現地卒業生との懇親会

■校友会エルムホームページ www.alumni-hokudai.jp

校友会エルム
活動の様子

校
友
会
エ
ル
ム 

事
務
局 
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の
目
玉
企
画
の
一
つ
に
、『
小

泉
悠
氏
講
演
企
画
』
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
東
京
大
学
先

端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の

小
泉
悠
先
生
を
お
呼
び
し
、
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
そ

れ
が
日
本
・
世
界
に
与
え
る

影
響
に
関
し
て
の
講
演
を
行
っ
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。
社
会
的
に
関
心
が
高

い
事
象
を
著
名
な
専
門
家
の
方
に
解
説

し
て
い
た
だ
く
と
い
う
、
北
大
祭
で
は

初
め
て
の
企
画
と
な
り
ま
す
。
講
演
は

多
く
の
来
場
者
か
ら
関
心
を
集
め
、
会

場
は
す
ぐ
に
満
員
と
な
り
ま
し
た
。
講

演
後
に
は
質
疑
応
答
の
時
間
が
設
け
ら

れ
、
来
場
者
と
の
積
極
的
な
交
流
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
講
演
は
北

大
祭
公
式YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
に

て
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
第
20

代
北
海
道
大
学
総
長
で
あ
る
寳
金
清
博

先
生
と
北
大
生
と
の
交
流
を
図
る
『
北

大
総
長
×
北
大
生 

〜
十
人
十
色
〜
』

と
い
う
企
画
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
寳
金

　

北
大
祭
は
10
の
祭
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
10
の
祭
に
は
、
各
学
部

の
専
門
性
を
生
か
し
た
展
示
が
行
わ
れ

る
獣
医
学
祭
・
工
学
祭
・
農
学
祭
・
文

系
祭
な
ど
の
『
各
学
部
・
学
科
祭
』、

留
学
生
が
作
る
各
国
の
料
理
を
楽
し
め

る『International Food Festival（
Ｉ

Ｆ
Ｆ
）』、
部
活
・
サ
ー
ク
ル
団
体
や
１

年
生
団
体
が
模
擬
店
を
出
店
す
る
『
楡

陵
祭
（
ゆ
り
ょ
う
さ
い
）』
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
他
に
も
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

の
発
表
や
、
普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
大
学
施
設
の
公
開
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
企
画
が
あ
り
ま
す
。

　

北
大
祭
の
名
物
と
も
い
え
る
模
擬
店

は
、
お
よ
そ
１
７
０
も
の
団
体
に
出
店

し
て
い
た
だ
き
、
全
長
お
よ
そ
１
・
２

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
る
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
が
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
人
気

を
集
め
た
の
は
、
広
島
県
人
会
の
「
広

島
お
好
み
焼
き
」
や
北
海
道
大
学
相
撲

部
の「
相
撲
部
伝
統
ち
ゃ
ん
こ
」な
ど
、

学
生
た
ち
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
多
彩
な

グ
ル
メ
で
す
。
さ
ら
に
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣

り
や
射
的
と
い
っ
た
お
祭
り
な
ら
で
は

の
出
店
も
あ
り
、
３
日
間
を
通
し
て
非

常
に
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
特
に
、先
述
し
た『
Ｉ
Ｆ
Ｆ
』

は
人
気
を
博
し
、
常
に
長
蛇
の
列
が
で

き
て
い
ま
し
た
。
北
大
で
学
ぶ
各
国
の

留
学
生
が
母
国
の
郷
土
料
理
を
提
供
し

て
く
れ
る
た
め
、
普
段
は
味
わ
う
こ
と

の
で
き
な
い
異
国
の
料
理
を
味
わ
え
る

ほ
か
、
留
学
生
と
の
異
文
化
交
流
も
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

併
せ
て
、
数
多
く
あ
る
模
擬
店
の
中

か
ら
投
票
に
よ
り
人
気
順
位
を
争
う

『
模
擬
店
グ
ラ
ン
プ
リ
』
が
今
年
も
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
総
合
順
位
１
位
は
、

法
学
部
知
的
財
産
法
ゼ
ミ
に
よ
る
メ
ン

チ
カ
ツ
の
出
店
「
め
ん
ち
か
ち
ゅ
」
で

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
に
実
施
さ
れ
た
も

の
と
合
わ
せ
る
と
10
回
連
続
総
合
１
位

を
獲
得
し
て
お
り
、
長
年
に
わ
た
り
圧

倒
的
な
人
気
を
誇
る
模
擬
店
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　　

今
年
の
北
大
祭
の
テ
ー
マ
は

『M
OBILIS

』で
す
。『M

OBILIS

』は
、

ラ
テ
ン
語
で
「
変
化
」
と
い
う
意
味
で

す
。
変
化
の
著
し
い
今
の
時
代
に
合
わ

せ
て
、
北
大
祭
も
さ
ら
な
る
楽
し
さ
を

創
造
し
て
い
く
た
め
に
「
変
化
」
し
て

い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
選
定

し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
変
化
し
ゆ
く
北
大
祭
の
今
年

総
長
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
、
寳
金
総

長
の
人
と
な
り
を
今
年
度
入
学
し
た
新

入
生
、
在
学
生
、
そ
し
て
一
般
の
方
々

に
も
広
く
知
っ
て
い
た
だ
け
る
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
普
段
は
直
接
関
わ
る

こ
と
の
少
な
い
人
と
の
貴
重
な
交
流
の

場
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
北
大
祭
の
新

し
い
要
素
と
し
て
際
立
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
例
年
行
わ
れ
る
人
気
企

画
も
多
数
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
施
設
公
開
』
で
は
、
普
段
一
般
の

人
が
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
北

大
の
研
究
を
担
う
施
設
が
祭
期
間
限
定

で
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
低
温
科
学
研
究

所
で
の
「
マ
イ
ナ
ス
50
℃
の
低
温
室
で

極
地
の
疑
似
体
験
」
や
電
子
科
学
研
究

所
で
の
「
水
中
で
暮
ら
す
小
さ
な
生
物

の
観
察
」
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
の
知
的
好
奇
心
を
誘
う
様
々
な
展
示

や
実
験
・
体
験
が
各
施
設
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

北
大
祭
を
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
に

向
け
た
人
気
企
画
と
し
て
『
ち
び
っ

こ
ラ
ン
ド
』
が
工
学
部
噴
水
前
広
場

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
輪
投
げ
や

ビ
ー
玉
迷
路
と
い
っ
た
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

を
笑
顔
で
楽
し
む
子
ど
も
た
ち
の
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
を
使
っ
た
企
画
で
は

『ELM
 STAGE FESTIVAL

』
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
学
生
た
ち
に
よ
る
バ
ン

ド
演
奏
、
ダ
ン
ス
、
ア
カ
ペ
ラ
な
ど
の

熱
量
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
ス
テ
ー

ジ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
、
多
く
の
観
客
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
開
催
さ
れ

て
お
ら
ず
、
今
年
の
北
大
祭
で
４
年
ぶ

り
の
復
活
と
な
っ
た
企
画
も
存
在
し
ま

す
。
そ
の
一
つ
が
『
北
大
ダ
ン
パ
』
で

す
。
ア
ニ
メ
や
ボ
ー
カ
ロ
イ
ド
を
テ
ー

マ
と
し
た
「
野
外
ア
ニ
ソ
ン
フ
ェ
ス
」

で
、
札
幌
市
内
で
活
動
す
る
コ
ス
プ
レ

イ
ヤ
ー
や
地
域
の
学
生
・
若
者
た
ち
が

集
い
、
多
く
の
参
加
者
で
盛
り
上
が
り

を
み
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、『
公
開
講
義
』
も
４
年
の
時

を
経
て
再
び
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
名
の
通
り
北
大
の
教
員
に
よ
る
講

義
を
一
般
公
開
す
る
企
画
で
、
今
年

は
６
名
の
教
員
の
方
々
の
ご
協
力
の

も
と
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
語

学
や
医
学
教
育
、
原
子
力
工
学
な
ど
、

多
岐
に
渡
る
分
野
の
興
味
深
い
講
義

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
大
祭
の
ラ
ス
ト
を
飾
る
伝
統
的
な

企
画
『
一
万
人
の
「
都
ぞ
弥
生
」』
も

今
年
で
完
全
復
活
を
遂
げ
ま
し
た
。
北

海
道
大
学
応
援
団
に
よ
る
恵
迪
寮
歌

「
都
ぞ
弥
生
」
の
発
表
に
は
大
勢
の
人

が
駆
け
つ
け
、
感
動
的
な
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
も
様
々

な
方
々
の
尽
力
に
よ
り

無
事
に
北
大
祭
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
制
限
が
緩
和

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

再
び
以
前
の
よ
う
な
学

生
た
ち
の
活
気
に
包
ま

れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
戻
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
北
海

道
大
学
卒
業
生
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
時
代
に

合
わ
せ
て
変
化
し
て
い
く
北
大
祭
を
今

後
と
も
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
ま

す
と
幸
い
で
す
。
機
会
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
直
接
北
大
祭
に
足
を
お
運
び
い
た

だ
き
、
今
の
北
大
生
が
主
体
と
な
っ
て

創
り
上
げ
た
祭
を
ぜ
ひ
実
際
に
体
感
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
北
大
祭
で
は
、
安
心
・
安
全

か
つ
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
北

大
祭
の
運
営
の
た
め
、
北
海
道
大
学
卒

業
生
の
皆
様
か
ら
の
賛
助
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
一
口
２
５
０
０
円
か
ら
受
け

付
け
て
お
り
、
二
口
以
上
で
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
名
前
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

募
集
時
期
な
ど
の
詳
細
を
知
り
た
い
方

は
「pr

＠hokudaisai.com

」
ま
で

メ
ー
ル
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
皆
様

の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

６
月
２
日
か
ら
４
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
北
海
道
大
学
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て

第
65
回
北
大
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
い
事
前
予
約
制
に
よ

る
入
場
者
数
の
制
限
な
ど
を
取
り
入
れ
た
形
で
の
開
催
で
し
た
が
、
今
年
は
そ
の
よ

う
な
制
限
は
設
け
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
前
と
ほ
ぼ
同
様
の
形
式
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
天
候
に
は
あ
ま
り
恵
ま
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
昨
年
と
比
較

し
て
２
倍
以
上
と
な
る
６
万
人
ほ
ど
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
０
２
３
年 

北
大
祭

４
年
ぶ
り
の
通
常
開
催
！

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
立
ち
並
ぶ
約

１
７
０
の
模
擬
店
も
復
活

変
化
す
る
北
大
祭
、

小
泉
悠
先
生
の
特
別
講
演
を
開
催

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
企
画
か
ら
サ
ー
ク

ル
の
発
表
ま
で
幅
広
い
企
画
を
開
催

北大祭 全学実行委員会
広報担当

千葉 史奈
（法学部2年）

東京大学先端科学技術研究センター
小泉悠氏の講演ラストを飾る一万人の「都ぞ弥生」

施設公開

北大ダンパ

◆第６５回北大祭
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1. 私たちの働き方を革新し、日建設計の企業活動に起因する温室効果ガス排出を2050年に
ゼロとします。 

2. 2050年の都市・建築デザインと働き方のカーボンニュートラルモデルを目標として提起
し、2021 ～ 2050 年で必要となる対策を年次計画として提示します。 

3. これからの地域のあり方を展望し、インフラと建築の機能を融合した柔軟なシステムによ
る身近なカーボンニュートラルを提案します。 

4. 企業の環境配慮を評価するスクリーニングシステムの構築を支援し、ESG 不動産／都市
基盤投資の促進に貢献します。 

5. クライアントと緊急行動の必要性を共有して課題解決を支援します。さらには社会に向け
て発信して共感を呼びかけます。 

執行役員北海道代表 久保田 克己（工・昭59・建）

北海道オフィス
札幌市中央区大通西8-2住友商事・フカミヤ大通ビル 
Tel. 011-241-9537  Fax.011-261-7673 
URL: https://www.nikken.co.jp 

日建設計「気候非常事態宣言」

北海道大学東京同窓会　入会申込書

【FAX】03-3211-9288
ホームページからの申し込みも可能です。「北大東京同窓会」で検索してください。

【優先連絡先E-mailアドレスの指定】
・ご自宅、勤務先に E-mail アドレスをお持ちの場合、優先連絡先の方に○印をつけてください。

【優先 発送物宛先の指定】 自宅・勤務先いずれか優先する方に○印をつけてください。

【会費納入方法】
・入会申込受領後、会費案内をお届けしますので郵便振替または銀行振込みにてお支払いください。

フリガナ

氏　名

学　士

修　士

博　士
卒業年　（ 昭和  ・  平成　・  令和 ）　　　　　　　年卒業

卒業年　（ 昭和  ・  平成　・  令和 ）　　　　　　　年卒業

卒業年　（ 昭和  ・  平成　・  令和 ）　　　　　　　年卒業

（ 研究科  ・  院 ）　　　　　　　　　　専攻

（ 研究科  ・  院 ）　　　　　　　　　　専攻

学部　　　　　　　　　　　　　　　学科

自宅住所 〒（　　　　 　　）

電話 ：　

E-mail ：
（携帯・スマホ）

（PC）

FAX ：

電話 ：　

E-mail ：

FAX ：

勤務先

所属・役職

勤務先住所 〒（　　　　 　　）
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頭
に
開
講
す
る
予
定
で
す
。

　

三
つ
め
は
、
各
部
局
が
行
な
っ
て
い

る
公
開
講
座
や
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
を
ま
と
め
、
本
学
の
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
を
包
括
的
に
一
覧
す
る
こ
と
の
で

き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
構
築
で
す
。
こ

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
、
北
海
道
大
学
で

学
び
直
し
を
社
会
人
が
自
分
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
容
易
に
選
べ

る
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
と
し
て
機
能
さ
せ
る
こ
と
を
想
定

し
、
今
年
度
末
の
公
開
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

他
に
も
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
な

ど
で
、
本
学
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
つ

い
て
、
本
学
の
卒
業
生
を
対
象
に
告
知

を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

◆
◇
◆

　

同
窓
生
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
社
会

人
の
経
験
を
経
た
こ
と
で
、
改
め
て
も

う
一
度
、
札
幌
農
学
校
か
ら
引
き
継
が

れ
た
北
海
道
大
学
の
開
放
的
な
キ
ャ
ン

パ
ス
で
勉
強
し
た
い
と
感
じ
て
い
る
方

や
、
社
会
人
大
学
院
生
と
し
て
研
究
実

践
を
行
い
学
位
の
取
得
を
考
え
て
い
る

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
今
ま

で
社
会
に
出
て
培
っ
て
き
た
経
験
に
、

大
学
で
の
学
び
を
新
た
に
重
ね
る
こ
と

で
、
私
た
ち
の
人
生
は
よ
り
豊
か
に
な

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
推
進
部
は
、
皆
さ
ま
に
研
究
を
通

じ
て
新
た
な
価
値
を
共
に
探
究
す
る
場

を
提
供
す
る
た
め
に
、
日
々
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

の
期
待
値
で
す
。
２
０
２
２
年
度
の
65

歳
の
平
均
余
命
は
男
性
19
・
85
年
、
女

性
24
・
73
年
な
の
で
、
65
歳
の
男
性
は

84
・
９
歳
、
女
性
は
89
・
７
歳
の
寿
命

を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ち
な

み
に
、
１
９
６
０
年
の
65
歳
男
性
の
平

均
余
命
は
11
・
62
年
、
女
性
は
14
・
10

年
で
し
た
。「
人
生
１
０
０
年
時
代
」

の
枕
詞
が
現
実
に
妥
当
す
る
か
ど
う
か

は
と
も
か
く
、
現
代
社
会
は
高
度
経
済

成
長
期
に
比
べ
て
リ
タ
イ
ア
し
た
後
の

人
生
が
よ
り
長
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
で
す
。

　

技
術
革
新
と
寿
命
の
伸
長
が
も
た
ら

し
た
社
会
変
化
に
対
応
し
た
、
新
し
い

高
等
教
育
の
仕
組
み
が
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
で
す
。

　
●
北
海
道
大
学
が
目
指
す

　
　
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

　
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
推
進
部
は
、
今
年

の
３
月
に
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
学
び
の
道
は
北
へ
、
大
海
へ
〜
北
大

が
目
指
す
べ
き
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
は

〜
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し

た
。
寳
金
清
博
総
長
、山
本
文
彦
理
事
・

副
学
長
に
ご
挨
拶
を
、
北
海
道
大
学
校

友
会
エ
ル
ム
会
長
の
杉
江
和
男
氏
か
ら

は
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
が
る
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
」
に
つ
い
て
話
題
提
供
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

最
後
に
、
川
本
思
心
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

推
進
部
長
が
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
推
進
部

の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
「
研
究
と
共
に
、

人
の
新
た
な
可
能
性
を
開
拓
す
る
」
を

学
内
外
に
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
ビ

ジ
ョ
ン
は
、
大
学
で
行
わ
れ
て
い
る
真

理
を
探
究
す
る
人
間
の
知
的
活
動
が
、

同
時
に
人
生
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
く

こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
を
意
図
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
推
進
部
で

は
、
次
の
業
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

一
つ
め
は
、
北
海
道
新
聞
社
と
の
包

括
連
携
協
定
の
も
と
（
株
）
道
新
文
化

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
る

「
北
大
道
新
ア
カ
デ
ミ
ー
」
で
す
。
こ

れ
は
、
本
学
教
員
に
よ
る
最
先
端
の
研

究
成
果
や
地
域
の
課
題
へ
の
対
応
す
る

た
め
の
研
究
知
見
を
、
世
代
を
超
え

て
広
く
人
び
と
に
提
供
す
る
活
動
で

す
。
前
期
は
工
学
研
究
院
と
公
共
政
策

大
学
院
の
研
究
者
が
、
理
系
コ
ー
ス
と

文
系
コ
ー
ス
の
そ
れ
ぞ
れ
を
担
当
し
ま

し
た
。
後
期
は
、
獣
医
学
研
究
院
と
法

学
研
究
科
の
教
員
が
講
師
を
担
当
し
ま

す
。
北
大
道
新
ア
カ
デ
ミ
ー
を
通
じ

て
、
本
学
で
行
わ
れ
て
い
る
研
究
活
動

の
一
端
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
中
で
も

意
欲
の
あ
る
受
講
生
の
方
に
は
、
大
学

院
へ
の
進
学
と
学
位
の
取
得
を
目
指
す

き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
に
リ
デ
ザ
イ
ン

し
ま
し
た
。

　

二
つ
め
は
、
令
和
４
年
度 

成
長
分

野
に
お
け
る
即
戦
力
人
材
輩
出
に
向
け

た
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
推
進
事
業
に
採
択

さ
れ
た
、
リ
カ
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
Ａ
Ｉ
と
人
間
・
社
会
」の
準
備
で
す
。

ChatGPT

を
は
じ
め
と
す
る
Ａ
Ｉ
技

術
の
社
会
実
装
が
進
む
中
で
、
Ａ
Ｉ
の

倫
理
的
・
社
会
的
波
及
効
果
に
つ
い
て

包
括
的
に
学
ぶ
機
会
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
産
業
界
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
来
年
初

北海道大学公式サイト
お知らせ/2023年2月07日▶︎

◀︎北海道大学公式サイト
　お知らせ/2023年2月14日

北大道新アカデミー PV2023
YouTube動画はコチラから▶︎

の
知
識
や
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と

で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
大
学
を
は
じ
め
と
す

る
高
等
教
育
機
関
の
役
割
の
１
つ
に
社

会
貢
献
活
動
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
社
会

人
に
向
け
た
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
も
そ
こ

に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
多
く
の
大
学
が
、
社
会

人
を
対
象
と
し
た
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に

力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
●
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
が

　
　
求
め
ら
れ
る
社
的
背
景

　

学
校
に
入
学
し
教
育
を
受
け
、
卒
業

後
に
就
職
し
、
結
婚
を
し
て
家
族
を
も

ち
、
退
職
し
て
余
生
を
過
ご
す
。
こ
の

よ
う
な
人
生
設
計
が
こ
れ
ま
で
の
日
本

社
会
で
は
一
般
的
で
し
た
。
し
か
し
、

私
た
ち
の
想
定
す
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の

前
提
で
あ
る
、
日
本
の
社
会
状
況
は
急

速
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

理
由
の
一
つ
は
、
技
術
革
新
の
進
展

と
そ
れ
に
伴
う
知
識
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

の
必
要
性
で
す
。
情
報
技
術
の
発
展
に

伴
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
動
画
の
撮

影
・
編
集
等
の
技
術
の
ニ
ー
ズ
が
急
速

に
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
中

で
も
、
動
画
の
編
集
技
術
を
身
に
つ
け

た
い
と
思
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
。
技
術
革
新
に
対
応
し
た
知
識

や
ス
キ
ル
が
新
た
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

と
、
私
た
ち
が
学
校
で
学
ん
だ
知
識
の

陳
腐
化
が
進
む
こ
と
は
、
同
じ
事
象
を

表
と
裏
か
ら
見
て
い
る
こ
と
に
等
し
い

で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
平
均
寿
命
の
伸
長
で

す
。
２
０
２
２
年
度
の
平
均
寿
命
は
男

性
81
・
47
年
、
女
性
87
・
57
年
で
す
。

平
均
寿
命
は
、
０
歳
の
平
均
余
命
を
指

し
ま
す
。
平
均
余
命
と
は
、
あ
る
年
齢

の
人
が
そ
の
後
何
年
生
き
る
ら
れ
る
か

　
●
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
は　

　

リ
カ
レ
ン
ト
（recurrent

）

は
、循
環
・
回
帰
を
意
味
し
ま
す
。

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
は
、
一
度
学
校

教
育
を
終
え
た
後
も
、
必
要
に
応

じ
て
再
び
教
育
を
受
け
る
機
会
に

開
か
れ
た
教
育
の
仕
組
み
で
す
。

　

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
自
体
は
、
生

涯
学
習
の
一
環
と
し
て
１
９
７
０

年
代
か
ら
提
唱
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
２
０
１
０
年
代
後

半
か
ら
２
０
２
０
年
代
に
か
け
て

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
取
り
巻
く
状

況
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
一
つ
は
「
リ
ス
キ
リ
ン
グ

（reskilling

）」
の
政
策
的
な
展

開
で
す
。
リ
ス
キ
リ
ン
グ
と
は
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
視
野
に
入

れ
、
現
在
の
業
務
の
延
長
で
は
獲

得
す
る
こ
と
が
困
難
な
デ
ー
タ
や

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
す
る
た
め

種村 剛（北海道大学大学院教育推進機構リカレント教育推進部 特任教授）

もう一度、北海道大学で
学んでみませんか？

リカレント教育推進部が目指す社会人の学び リカレント教育プログラム

〜リカレント教育推進部が目指す社会人の学び〜

北海道大学が目指すリカレント教育～
担当責任者に聞く（2）

北海道大学が目指すリカレント教育～
担当責任者に聞く（1）

　

北
海
道
大
学
で
学
ん
だ
青
春
の

日
々
を
振
り
返
っ
て
み
て
、
も
っ

と
大
学
で
勉
強
し
て
お
け
ば
よ

か
っ
た
と
感
じ
る
方
も
多
い
で

し
ょ
う
。
む
し
ろ
、
卒
業
し
て
社

会
に
で
て
み
な
い
と
、
大
学
で
学

ぶ
こ
と
の
重
要
性
に
気
付
け
な
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

北
海
道
大
学
は
２
０
２
２
年
度

に
、
大
学
院
教
育
推
進
機
構
の
中

に
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
推
進
部
を

新
設
し
ま
し
た
。
本
学
の
教
育
・
研
究

そ
し
て
、
北
海
道
に
あ
る
立
地
の
強
み

を
活
か
し
、
大
学
の
知
と
自
治
体
や
産

業
界
の
ニ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ
さ
せ
た
大
学

院
レ
ベ
ル
の
社
会
人
の
学
び
直
し
の
た

め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
・
提
供
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
度
、
北
海
道
大
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
で
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
る
同
窓

生
の
皆
さ
ん
に
「
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

寳金総長とリカレント教育推進部スタッフ
（2023年1月現在）
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今
年
（
２
０
２
３
年
）
２
月
、
北
海

道
大
学
中
部
地
区
同
窓
会
（
対
象
エ
リ

ア
：
愛
知
、
岐
阜
、
三
重
、
静
岡
、
長

野
、
山
梨
、
石
川
）
が
立
ち
上
が
り
ま

し
た
。

　

東
京
同
窓
会
や
関
西
同
窓
会
の
よ
う

な
北
大
認
定
の
同
窓
会
（
基
礎
同
窓

会
）
は
各
地
域
で
活
動
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
中
部
地
区
に
は
同
窓
会

組
織
が
な
く
、
空
白
地
帯
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
名
古
屋
出
身
の
私
に
と
っ

て
、
自
分
の
出
身
地
に
同
窓
会
が
な
い

こ
と
に
驚
き
と
寂
し
さ
を
感
じ
た
た

め
、
昨
年
７
月
ご
ろ
か
ら
立
上
げ
に
向

け
て
活
動
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
方

の
ご
協
力
・
ご
尽
力
の
お
か
げ
で
、
中

部
地
区
同
窓
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が

で
き
、
２
月
18
日
に
設
立
総
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
簡
単
で
は
あ
り
ま
す

が
、
中
部
地
区
同
窓
会
に
つ
い
て
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　
○
中
部
地
区
の
状
況

　　

突
然
で
す
が
、
み
な
さ
ま
に
質
問
で

す
。
北
海
道
大
学
に
は
基
礎
同
窓
会
が

全
部
で
い
く
つ
あ
る
か
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
？
実
は
62
会
も
あ
り
ま
す
。
こ
ん

な
に
あ
る
な
ん
て
び
っ
く
り
で
す
よ

ね
。
内
訳
は
以
下
の
通
り
で
す
（
校
友

会
エ
ル
ム
Ｈ
Ｐ
よ
り
）。
①
学
部
・
研

究
科
同
窓
会
（
全
18
会
）
②
学
生
寮
同

窓
会
（
全
１
会
）
③
国
内
地
区
同
窓
会

（
全
25
会
）
④
海
外
地
区
同
窓
会
（
全

17
会
）
⑤
職
域
同
窓
会
（
全
１
会
）。

　

国
内
地
区
同
窓
会
と
い
う
の
は
、
東

京
同
窓
会
の
よ
う
に
、
各
地
域
ご
と
に

活
動
し
て
い
る
同
窓
会
の
こ
と
で
す
。

中
部
地
区
は
自
動
車
関
連
産
業
な
ど

「
も
の
づ
く
り
」
が
盛
ん
で
、
日
本
を

代
表
す
る
企
業
や
団
体
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
同
窓
生
が
い
な
い
は
ず
が
な

い
と
い
ろ
い
ろ
と
調
べ
て
み
る
と
、
何

と
中
部
地
区
で
は
、
企
業
・
業
種
ご
と

や
学
部
・
学
科
単
位
で
「
北
斗
会
」「
オ

ホ
ー
ツ
ク
会
」「
エ
ル
ム
の
会
」「
東
海

白
楡
会
」
な
ど
の
組
織
が
あ
る
こ
と
が

判
明
し
、
愛
知
県
内
に
は
た
く
さ
ん
の

同
窓
生
が
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。

　

そ
の
こ
と
が
分
か
っ
た
当
時
、
私
は

千
葉
に
住
ん
で
い
た
た
め
、
同
窓
会
の

立
ち
上
げ
を
誰
か
に
お
願
い
で
き
な
い

か
と
考
え
、
同
窓
の
先
輩
か
ら
の
ご
紹

介
で
、
名
古
屋
市
在
住
の
某
社
Ｏ
Ｂ
の

先
輩
に
相
談
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
同

窓
会
設
立
に
は
興
味
を
示
し
て
く
れ
ま

し
た
が
、
会
組
織
が
な
い
と
社
内
に
い

る
た
く
さ
ん
の
同
窓
生
や
ご
自
身
の
同

級
生
に
は
声
を
か
け
ら
れ
な
い
か
ら
、

逆
に
同
窓
会
を
立
ち
上
げ
て
ほ
し
い
と

言
わ
れ
て
し
ま
い
、
一
念
発
起
し
て
中

部
地
区
に
同
窓
会
組
織
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
○
体
制
作
り

　　

新
し
く
同
窓
会
を
作
る
に
あ
た
り
、

決
め
た
の
は
下
記
の
ル
ー
ル
で
し
た
。

・
同
窓
会
の
運
営
は
若
手
中
心
（
基
本

　

的
に
は
平
成
卒
世
代
）

・
大
学
の
最
新
の
研
究
発
表
に
つ
い
て

　

学
ぶ
会
な
ど
、
母
校
で
あ
る
北
大
と

　

の
関
係
強
化
策
を
実
施

・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
み
ん
な
か

　

ら
愛
さ
れ
る
同
窓
会
」

　

ま
ず
は
中
部
地
区
同
窓
会
の
会
長
と

な
っ
て
い
た
だ
く
方
を
探
す
べ
く
声
を

か
け
、
お
会
い
で
き
た
の
が
田
口
敦
史

さ
ん
（
愛
知
県
庁
１
９
９
３
年
法
卒
）

で
し
た
。
若
い
世
代
を
中
心
に
同
窓
会

を
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
私
の
意
向
に

同
意
を
示
し
て
く
れ
、「
コ
ロ
ナ
禍
で

リ
ア
ル
な
つ
な
が
り
が
減
っ
た
今
だ
か

ら
こ
そ
、
北
大
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神

で
こ
の
閉
塞
的
な
社
会
を
打
ち
破
る
こ

と
が
必
要
」
と
会
長
を
引
き
受
け
る
決

断
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
続
い

て
、
阿
部
直
樹
さ
ん
（
ト
ヨ
タ
自
動
車

２
０
０
６
年
工
院
卒
）
と
お
会
い
す
る

こ
と
が
で
き
、
田
口
会
長
と
一
緒
に
同

窓
会
の
必
要
性
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
た

と
こ
ろ
、
快
く
副
会
長
を
引
き
受
け
て

く
れ
る
こ
と
と
な
り
、
同
窓
会
と
し
て

の
形
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

次
に
や
る
べ
き
こ
と
は
、
同
窓
会
運

営
の
中
心
と
な
る
役
員
を
探
す
こ
と
で

し
た
。
同
窓
会
設
立
に
興
味
を
示
し
て

い
た
だ
け
る
方
に
可
能
な
限
り
お
会
い

し
て
、
熱
い
想
い
で
同
窓
会
に
つ
い
て

話
を
し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
ミ

ン
グ
や
ご
縁
が
重
な
り
、
13
名
の
方
々

に
役
員
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
○
設
立
総
会
開
催　

　
　

　

役
員
が
正
式
に
決
ま
り
ま
し
た
の

で
、
顔
合
わ
せ
と
意
識
合
わ
せ
を
兼
ね

て
、
11
月
に
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
開
催
し
ま
し
た
。
最
初
こ
そ
遠
慮

が
ち
で
し
た
が
、
役
員
会
終
了
後
に
お

酒
が
入
っ
た
ら
、
さ
す
が
北
大
生
で
す

ね
、
す
ぐ
に
懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
日
の
役
員
会
で
設
立

総
会
の
開
催
日
を
２
月
18
日
と
決
定
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
等
で

打
合
せ
を
重
ね
、
設
立
総
会
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

会
場
も
決
ま
り
、
設
立
総
会
の
開
催

告
知
を
行
っ
た
も
の
の
、
ど
れ
ぐ
ら
い

人
数
が
集
ま
る
か
が
全
く
読
め
ま
せ
ん

で
し
た
。
最
初
は
申
し
込
み
も
少
な

く
、
正
直
な
と
こ
ろ
不
安
で
し
た
が
、

そ
ん
な
状
況
に
も
関
わ
ら
ず
、
北
大
よ

り
寳
金
総
長
と
山
口
理
事
が
設
立
総
会

に
ご
出
席
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
寳

金
総
長
の
講
演
を
た
く
さ
ん
の
同
窓
生

に
聞
い
て
い
た
だ
こ
う
と
関
係
者
に
一

層
の
お
声
か
け
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

年
明
け
の
校
友
会
エ
ル
ム
理
事
会
に

て
、
当
会
が
基
礎
同
窓
会
と
し
て
承
認

さ
れ
た
こ
と
も
後
押
し
と
な
り
、
役
員

の
皆
さ
ま
の
熱
い
呼
び
か
け
や
多
く
の

同
窓
生
の
お
陰
で
総
会
申
込
み
が
日
に

日
に
増
え
、
当
日
は
１
２
２
名
と
い
う

非
常
に
多
く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
大
学
か
ら
の
来
賓
の
他
、

東
京
同
窓
会
の
横
田
会
長
と
関
西
同
窓

会
の
植
松
会
長
に
も
お
越
し
い
た
だ

き
、
大
変
力
強
い
激
励
の
お
言
葉
を
頂

戴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

設
立
総
会
終
了
後
、
出
席
い
た
だ
い

た
方
か
ら
た
く
さ
ん
の
お
褒
め
と
期
待

の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
ま
た
多
く
の

方
に
ご
入
会
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
３

月
末
時
点
で
１
２
７
名
）。

　
○
最
後
に

　　

２
０
２
３
年
度
の
最
初

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
要

望
が
多
か
っ
た
ジ
ン
パ
を

６
月
に
開
催
し
、
第
１
回

定
期
総
会
も
同
月
に
オ
ン

ラ
イ
ン
併
用
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
で
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
に
今
年

度
は
、
新
社
会
人
歓
迎
会

や
講
演
会
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
て
お
り
ま

す
。
中
部
地
区
に
お
知
り

合
い
の
卒
業
生
が
い
る
方

は
、
ぜ
ひ
中
部
地
区
同
窓

会
の
こ
と
を
お
声
が
け
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

改
め
て
振
り
返
る
と
、
同

窓
会
設
立
に
向
け
て
動
き
出

し
て
か
ら
、
基
礎
同
窓
会
へ

の
登
録
を
経
て
、
設
立
総
会

の
開
催
ま
で
、
７
か
月
ほ
ど

の
間
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
だ
、
生
ま

れ
た
ば
か
り
で
す
が
、
た
く

さ
ん
の
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
同
窓
会
で
す
。
ぜ
ひ
多
く

の
同
窓
生
や
北
大
フ
ァ
ン
の

方
に
か
わ
い
が
っ
て
い
た
だ
き
、
成
長

を
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す

が
、
基
礎
同
窓
会
と
し

て
の
認
定
や
、
多
く
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

設
立
総
会
を
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、

ひ
と
え
に
同
窓
会
役
員

関
係
者
の
ご
尽
力
と
、

ご
賛
同
い
た
だ
い
た
み

な
さ
ま
の
ご
声
援
の
お

か
げ
で
す
。
中
部
地
区

同
窓
会
の
設
立
に
関

わ
っ
て
い
た
だ
い
た
、

北
海
道
大
学
関
係
者
の

方
々
や
同
窓
生
の
み
な

さ
ま
に
改
め
て
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

の
中
部
地
区
同
窓
会
に

ぜ
ひ
ご
期
待
と
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

【役員の皆さん】

会 長

副会長

理 事

監 事

顧 問

事務局

田口　敦史（法93）

阿部　直樹（工院06）

門田　茂（工86）　　　　滝沢　正人（工71）

北川　大輔（経07）　　　山本　直人（情報院12）

則永　行庸（工博99）　　石内　勘一郎（薬04）

片山　朝美（文06）　　

安永　喜勝（工院02）

古田　宏一（工77）　　　舟津　渉（工99）

稲冨　美仁（文00）　　　早川　典子（法00）　

左端：田口会長、右端より寳金総長と
横田東京同窓会会長

設立総会の様子

2023年6月ジンパの様子

設
立
奮
闘
記

中
部
地
区
同
窓
会

北海道大学中部地区
同窓会 事務局

稲冨美仁（H12・文）

＜中部地区同窓会 お問い合わせ先＞
hokudai.chubu@gmail.com

中部地区同窓会役員の皆さん
本人は2列目右から2番目 

中部地区同窓会  設立奮闘記



FRONTIER 2023/08/20 32FRONTIER 2023/08/2033

　

生
ま
れ
も
育
ち
も
札
幌
で
し
た
し
、

親
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
、
自

宅
か
ら
通
え
る
北
大
に
進
学
す
る
こ
と

は
、
自
分
に
と
っ
て
自
然
な
選
択
で
し

た
。
大
学
に
入
っ
た
ら
ア
メ
フ
ト
か
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
を
や
る
こ
と
も
考
え
ま

し
た
が
、
合
格
発
表
の
前
か
ら
高
校
の

部
活
の
先
輩
の
誘
い
で
、
大
学
の
練
習

に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
決
め

手
と
な
り
、
大
学
で
も
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

を
続
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
練
習
で

目
に
し
た
先
輩
方
の
プ
レ
ー
は
、
技
術

や
パ
ワ
ー
や
ス
ケ
ー
ル
な
ど
あ
ら
ゆ
る

点
で
高
校
で
や
っ
て
い
た
自
分
の
レ
ベ

い
の
学
生
が
修
士
課
程
に
進
学
し
て
い

た
と
思
い
ま
す
が
、
わ
た
し
の
場
合
、

早
く
社
会
に
出
て
仕
事
を
覚
え
る
方
が

性
に
合
っ
て
い
る
と
思
い
、
早
々
に
修

士
課
程
に
進
ま
な
い
こ
と
を
決
め
て
い

ま
し
た
。
学
科
に
来
る
新
卒
募
集
の
企

業
は
、
成
績
上
位
者
か
ら
優
先
的
に
割

り
振
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
の
方
の
順
番

に
な
っ
て
、
教
授
か
ら
あ
る
会
社
を
薦

め
ら
れ
、
東
京
で
面
接
を
受
け
ま
し
た

が
、
あ
ま
り
気
が
進
ま
ず
推
薦
を
断
り

ま
し
た
。

　

推
薦
を
断
っ
た
以
上
、
自
分
で
見
つ

け
る
し
か
な
い
、
と
図
書
館
に
通
い
就

職
先
を
探
し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
企

業
を
調
べ
る
に
つ
れ
、
電
子
工
学
と

は
あ
ま
り
関
係
の
な
い
ゲ
ー
ム
業
界
や

商
社
な
ど
に
も
興
味
を
持
ち
始
め
て
い

た
頃
、
教
授
か
ら
日
本
電
信
電
話
公
社

（
現
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

例
年
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
は
、
成
績
上
位
の
２
番

か
３
番
の
学
生
が
推
薦
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
予
定
し
て
い
た
学
生
が
修
士
課

程
に
進
学
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
ま
だ

就
職
先
が
決
ま
っ
て
な
い
２
人
の
学
生

の
な
か
で
、
た
ま
た
ま
自
分
に
順
番
が

回
っ
て
き
た
の
で
す
。

　

さ
ほ
ど
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
興
味
が
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
札
幌
の
面
接

者
が
そ
の
時
に
足
に
ギ
ブ
ス
を
し
て
い

て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
話
題
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
余
談
で
す
が
、
私
も
そ
の
10

年
後
に
ア
キ
レ
ス
腱
を
切
っ
て
ギ
ブ
ス

で
北
大
に
採
用
活
動
に
来
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
卒
業
す
る
年
の
１
９
８
４

年
は
日
本
電
信
電
話
公
社
と
し
て
の
最

後
の
年
で
、
翌
年
に
迎
え
る
民
営
化

が
、
自
分
に
と
っ
て
も
新
し
い
挑
戦
の

よ
う
に
感
じ
ら
れ
入
社
す
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。

　

入
社
後
３
カ
月
の
座
学
の
後
、
愛
知

県
に
配
属
さ
れ
、
現
場
研
修
を
し
ま
し

た
。
日
々
、
道
路
に
穴
を
掘
り
、
電
柱

を
立
て
、
ケ
ー
ブ
ル
を
結
ん
で
電
話
を

設
置
す
る
仕
事
で
し
た
。
一
見
怖
そ
う

な
お
兄
さ
ん
が
た
く
さ
ん
い
る
現
場

で
、
慣
れ
な
い
上
に
体
力
的
に
も
き
つ

い
仕
事
、
そ
し
て
仕
事
の
後
は
麻
雀
で

す
。
大
学
で
鍛
え
た
体
力
と
麻
雀
の
経

験
は
大
い
に
役
に
立
ち
ま
し
た
。

ス
の
時
間
が
長
く
、
互
い
に

点
数
が
伸
び
な
い
緊
迫
し
た

展
開
で
し
た
が
、
最
後
に
北

大
が
突
き
放
し
て
勝
利
を
収

め
ま
し
た
。
長
年
の
雪
辱
を

果
た
し
て
北
海
道
代
表
と

な
っ
た
瞬
間
、
嬉
し
さ
は
ひ

と
し
お
で
し
た
が
、
チ
ー
ム

を
率
い
て
勝
利
し
、
や
れ
や

れ
や
っ
と
終
わ
っ
た
、と
ほ
っ

と
し
た
気
持
ち
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
年
の
夏
の
東
日
本
イ
ン
カ
レ

で
、
関
東
１
部
の
チ
ー
ム
と
競
り
合
う

こ
と
が
で
き
て
い
た
の
で
、
全
日
本
イ

ン
カ
レ
の
初
戦
と
な
る
筑
波
大
学
戦
で

は
あ
わ
よ
く
ば
金
星
、
と
臨
ん
だ
も
の

の
ま
っ
た
く
歯
が
立
ち
ま
せ
ん
で
し

た
。
結
果
的
に
は
そ
の
年
の
イ
ン
カ
レ

優
勝
校
は
そ
の
筑
波
大
学
で
し
た
。
学

生
最
後
の
試
合
で
の
苦
い
経
験
は
、
や

れ
る
こ
と
に
も
っ
と
挑
戦
す
べ
き
だ
っ

た
と
い
う
後
悔
の
思
い
と
し
て
、
そ
の

後
の
大
き
な
糧
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
部
移
行
で
は
、
当
時
工
学
部
で
一

番
人
気
の
電
子
工
学
科
に
進
み
ま
し

た
。
手
を
抜
か
ず
真
剣
に
取
り
組
ん
だ

　

２
年
目
に
日
比
谷
本
社
に
戻
っ
て
、

シ
ス
テ
ム
開
発
に
携
わ
り
ま
し
た
。
開

発
の
発
端
は
、
１
９
８
４
年
11
月
の
世

田
谷
区
の
洞
道
（
と
う
ど
う
）
火
災
で

し
た
。
地
中
に
あ
る
通
信
ケ
ー
ブ
ル
の

専
用
ト
ン
ネ
ル
（
洞
道
）
で
、
増
設
工

事
中
の
ト
ー
チ
ラ
ン
プ
の
炎
が
ケ
ー
ブ

ル
に
引
火
し
て
起
き
た
火
災
事
故
で
、

死
傷
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
約

８
万
９
０
０
０
も
の
電
話
回
線
の
不
通

や
銀
行
オ
ン
ラ
イ
ン
が
使
え
な
く
な

り
、大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

シ
ス
テ
ム
開
発
を
担
当
し
た
の
は
先

輩
社
員
と
わ
た
し
の
２
人
だ
け
で
、
納

期
は
わ
ず
か
１
年
で
し
た
。
洞
道
の
こ

と
に
つ
い
て
も
よ
く
分
か
ら
な
い
中
、

火
災
報
知
機
能
は
も
と
よ
り
、
酸
素
量

検
知
や
出
水
対
策
、
避
難
誘
導
な
ど
も

組
み
込
ん
だ
シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
て
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
会
社
や
各
機
器
メ
ー

カ
ー
と
連
日
の
よ
う
に
協
議
を
重
ね
ま

し
た
。
並
行
し
て
ケ
ー
ブ
ル
メ
ー
カ
ー

と
共
同
で
、
火
に
強
い
ケ
ー
ブ
ル
材
料

の
改
良
に
も
取
り
組
み
、
耐
久
時
間
に

応
じ
た
３
段
階
の
耐
火
ケ
ー
ブ
ル
の
開

発
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

　

別
の
ケ
ー
ブ
ル
保
守
管
理
シ
ス
テ
ム

の
開
発
を
終
え
て
か
ら
、
１
年
ほ
ど

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
片
田
舎
の
大
学
に

留
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
の
企
業
留
学
は
３
か
月
ほ
ど
の
サ

部
活
と
は
真
逆
に
、
勉
学
に
対
し
て

は
、
一
言
で
言
え
ば
付
け
焼
刃
的
だ
っ

た
の
で
す
が
、
１
個
も
落
と
せ
な
い
ぎ

り
ぎ
り
の
履
修
科
目
で
い
い
成
績
を
と

れ
た
こ
と
が
功
を
奏
し
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
電
子
工
学
科
に
移
行
し
て
か
ら

も
、
練
習
時
間
に
な
る
と
仲
間
に
実
験

を
お
願
い
し
て
、
後
で
実
験
結
果
の

デ
ー
タ
だ
け
を
よ
く
も
ら
っ
て
い
ま
し

た
。
言
っ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
か
ら
と

支
え
て
く
れ
た
仲
間
に
は
感
謝
で
す
。

　

学
科
の
仲
間
と
電
子
工
学
論
議
を
し

た
思
い
出
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ

ん
が
（
笑
）、講
義
の
な
い
時
間
帯
は
、

18
条
門
に
向
か
っ
て
く
る
学
生
の
流
れ

に
逆
行
し
、
北
大
通
り
に
近
い
１
時
間

65
円
の
雀
荘
で
麻
雀
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

そ
の
頃
は
電
子
工
学
科
の
４
割
ぐ
ら

マ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
派
遣
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
そ
の
年
か
ら
選
ば
れ
る
人

数
も
増
え
て
、
正
規
授
業
を
受
け
る
留

学
と
な
り
ま
し
た
。
英
語
力
の
な
い
状

態
で
し
た
の
で
、
英
語
の
授
業
も
理
解

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
宿
題
も
ど
っ

さ
り
出
さ
れ
た
の
で
、
毎
日
大
変
で
し

た
。
住
ん
で
い
た
村
の
日
本
人
は
、
近

く
に
あ
る
ほ
か
の
大
学
の
大
学
生
と
そ

こ
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
教
授
家
族
、

そ
し
て
自
分
た
ち
家
族
だ
け
し
か
い
な

か
っ
た
の
で
、
英
語
に
慣
れ
る
環
境
と

し
て
は
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

帰
国
し
て
本
社
勤
務
の
後
、
１
９
９

１
年
29
歳
の
時
に
管
理
職
と
し
て
北
九

州
の
事
業
所
に
転
勤
し
ま
し
た
。
メ
タ

ル
ケ
ー
ブ
ル
か
ら
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
、

ア
ナ
ロ
グ
交
換
か
ら
デ
ジ
タ
ル
交
換

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
設
備
や
シ
ス
テ
ム
が

移
行
し
て
い
た
時
期
で
、
北
九
州
エ
リ

ア
に
ど
の
よ
う
に
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を

販
売
し
て
い
く
か
を
計
画
す
る
こ
と
が

自
分
の
部
署
の
仕
事
で
し
た
。

　

初
め
て
課
長
と
な
り
率
い
る
部
下
は

20
数
名
で
し
た
が
、
連
携
す
る
設
備
部

に
は
数
百
人
が
従
事
し
て
い
た
の
で
、

事
業
所
全
体
の
コ
ア
と
な
る
重
要
な
ポ

ジ
シ
ョ
ン
で
し
た
。
無
線
や
伝
送
、
交

換
機
な
ど
の
実
務
知
識
が
な
い
中
で
、

予
算
と
組
織
、
そ
し
て
経
験
の
な
い
人

事
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
の
は
、

非
常
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
振
り
返
れ

ば
と
て
も
い
い
経
営
の
勉
強
を
さ
せ
て

も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す

活躍するリーダーに聞く

北
海
道
一
位
を

　
目
指
し
た
４
年
間

Top Interview

西日本電信電話株式会社
代表取締役社長

森林  正彰 さん 
（Ｓ５９工）

民
営
化
す
る
大
企
業
へ

ル
と
大
き
な
差
が
あ
り
、
先
輩
た
ち
の

よ
う
な
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
み
た

い
し
、
も
っ
と
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
が
う
ま

く
な
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
し
た
。

　

当
時
の
北
大
は
北
海
道
リ
ー
グ
の

１
部
上
位
に
い
ま
し
た
が
、
唯
一
の
天

敵
と
も
い
え
る
存
在
が
函
館
大
学
で
し

た
。
函
館
大
学
は
地
元
以
外
の
高
校
か

ら
毎
年
優
れ
た
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
加
入

し
、
北
海
道
で
は
断
ト
ツ
に
強
い
チ
ー

ム
で
し
た
。片
や
北
大
に
は
監
督
や
コ
ー

チ
が
不
在
で
し
た
の
で
、練
習
メ
ニ
ュ
ー

な
ど
も
自
分
た
ち
で
考
え
、
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
未
経
験
部
員
も
混
じ
る
チ
ー
ム

で
す
。
毎
年
の
春
季
・
秋
季
の
道
内
リ
ー

グ
戦
で
は
い
つ
も
函
館
大
学
に
苦
杯
を

な
め
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
の
チ
ー
ム
は
、
夏
に
開
催
さ

れ
る
七
帝
戦
を
機
に
引
退
す
る
４
年
生

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
自
分
は
秋
季

リ
ー
グ
で
優
勝
し
、
全
日
本
イ
ン
カ
レ

に
出
場
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
し

た
。
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
出
場
し
た
２

年
と
３
年
の
時
に
函
館
大
学
に
負
け
て

い
た
の
で
、
主
将
と
し
て
臨
ん
だ
最
後

の
秋
季
リ
ー
グ
で
の
「
打
倒
、
函
館
大

学
」
の
思
い
は
と
て
も
強
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。

　

全
勝
同
士
の
最
終
戦
は
デ
ィ
フ
ェ
ン

七帝戦でのシュート（駒沢体育館）入社日の記念撮影

知
ら
な
い
仕
事
・

　
初
め
て
の
管
理
職

い
つ
も
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
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Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業

は
、
子
会
社
が
始
め
た
イ
ン
フ
ォ
ス

フ
ィ
ア
と
い
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
の
後
に
、
本
格
的
な
参
入
を
決
定

し
Ｏ
Ｃ
Ｎ
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。
北

九
州
の
後
に
配
属
し
て
い
た
人
事
部

か
ら
、
新
た
に
作
ら
れ
た
20
人
ほ
ど

の
準
備
組
織
に
異
動
し
た
時
、
こ
の

事
業
は
凄
い
ビ
ジ
ネ
ス
に
発
展
す
る

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
当
初
はOpen 

Com
puter Netw

ork

の
意
味
合
い

で
、
社
内
で
『
Ｏ
Ｃ
Ｎ
（
仮
称
）』
と

呼
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
マ
ス
コ
ミ
に

Ｏ
Ｃ
Ｎ
と
報
道
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
、
そ
の
ま
ま
ブ
ラ
ン
ド
名
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
頃
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
95
の
発
売

が
世
間
で
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
時
代

で
し
た
が
、
今
と
は
違
い
、
普
通
の
家

庭
で
は
モ
デ
ム
経
由
の
電
話
回
線
を
パ

ソ
コ
ン
に
差
し
込
ん
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
し
て
い
た
の
で
（
ダ
イ
ヤ

ル
ア
ッ
プ
接
続
）、
今
の
よ
う
な
利
便

性
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
で
し
た
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
対
す
る
理
解
度
も
低

か
っ
た
の
で
、
Ｏ
Ｃ
Ｎ
が
立
ち
上
が
っ

た
当
初
は
そ
の
周
知
に
努
め
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
コ
ン

サ
ー
ト
中
継
や
動
画
・
音
楽
の
コ
ン
テ

ン
ツ
を
配
信
す
る
仮
想
イ
ベ
ン
ト
『
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
１
９
９
６
ワ
ー
ル
ド
エ

キ
ス
ポ
ジ
シ
ョ
ン
』（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
）
に
参
画
し
て
、「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
作
る
社
会
」
の
啓
発
を

図
る
た
め
に
、
常
時
接
続
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
ア
イ
デ

ア
を
募
集
し
、
３
０
０
人
の
当
選
者
に

１
２
８
Ｋ
ｂ
ｐ
ｓ
の
接
続
を
１
年
間
無

料
で
提
供
す
る
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
並
行
し
て
、
常

時
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
の
サ
ー
ビ
ス

メ
ニ
ュ
ー
の
策
定
に
昼
夜
を
問
わ
ず
取

り
組
み
、
残
業
の
日
々
が
続
き
ま
し

た
。
人
事
部
時
代
、
帰
宅
中
に
新
橋
駅

近
く
の
信
号
待
ち
で
立
っ
た
ま
ま
寝
て

し
ま
い
、
工
事
の
人
に
起
こ
さ
れ
る
ほ

ど
の
激
務
を
経
験
し
て
い
ま
し
た
が
、

Ｏ
Ｃ
Ｎ
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

深
夜
１
時
に
帰
宅
し
た
ば
か
り
で
、
そ

の
日
に
監
督
官
庁
に
提
出
す
る
書
類

作
り
の
た
め
に
直
ぐ
に
会
社
に
戻
れ

と
連
絡
が
あ
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
し
て
１
９
９
６

年
12
月
に
月
額

３
万
８
０
０
０
円
の

Ｏ
Ｃ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　

国
内
で
の
サ
ー
ビ

ス
展
開
が
始
ま
る

と
、
少
し
ず
つ
海
外

で
の
事
業
案
件
が
持

ち
上
が
る
よ
う
に
な

り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
の
第
２
キ
ャ
リ
ア

創
設
に
向
け
た
ス
タ
ー
ハ
ブ
へ
の
資

本
参
画
や
、
欧
米
で
も
拡
大
し
て
い
た

常
時
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ

ス
へ
の
事
業
投
資
な
ど
の
案
件
を
手

掛
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し

た
海
外
で
の
事
業
案
件
を
効
率
的
に

取
り
ま
と
め
る
必
要
性
を
感
じ
る
よ

う
に
な
り
、
同
じ
部
署
に
い
る
若
手
に

声
を
か
け
つ
つ
、
専
門
チ
ー
ム
を
作
り

ま
し
ょ
う
、
と
上
司
に
提
案
し
、
Ｏ
Ｃ

Ｎ
に
初
め
て
国
際
担
当
の
セ
ク
シ
ョ

ン
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
ち
デ
ー
タ
接
続

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
Ｉ
Ｓ
Ｐ
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
）
が

Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
１
（
テ
ィ
ア
ワ
ン
）
と
位
置

づ
け
ら
れ
、
現
在
、
世
界
で
16
の
企
業

が
あ
り
ま
す
。

　

当
時
ベ
リ
オ
社
（
Ｖ
ｅ
ｒ
ｉ
ｏ
、
米

国
コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー
）
は
世
界
第

５
位
の
Ｉ
Ｓ
Ｐ
で
、
米
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
い
て
各
エ
リ
ア
の
小
規
模
な
Ｉ

Ｓ
Ｐ
を
買
収
す
る
こ
と
で
成
長
し
て
き

た
会
社
で
し
た
。
技
術
力
や
企
業
ポ
リ

シ
ー
、
企
業
規
模
な
ど
を
考
慮
し
て
、

い
く
つ
か
の
Ｉ
Ｓ
Ｐ
企
業
の
中
か
ら
ベ

リ
オ
社
へ
の
出
資
を
決
定
し
ま
す
。

２
０
０
０
年
秋
の
買
収
に
よ
り
Ｎ
Ｔ
Ｔ

は
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
ｌ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仲
間

入
り
を
し
ま
し
た
。

　

１
２
０
０
名
の
ベ
リ
オ
社
に
私
を
含

む
国
際
担
当
３
名
が
出
向
社
員
と
し
て

派
遣
さ
れ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
窓
口
と
な
り
ま

し
た
。
肩
書
は
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

ス
で
し
た
。
ベ
リ
オ
社
は
ホ
ス
テ
ィ
ン

グ
や
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
分
野
を
得
意

と
し
て
い
た
の
で
、
日
本
国
内
の
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
を
ベ
リ
オ
社
の
顧
客
に
販

売
し
た
り
、
海
外
の
日
本
企
業
に
ベ
リ

オ
社
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
販
売
す
る

際
の
窓
口
を
務
め
ま
し
た
。
２
社
の
間

に
い
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
す
が
、
立
場
的

に
は
ベ
リ
オ
社
の
社
員
で
す
の
で
、
時

に
は
日
本
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
値
段

を
下
げ
る
よ
う
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
交
渉
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、日
本
に
戻
っ
て
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
サ
ー
ビ
ス
の
営
業
担
当
を
経
て
、
香

港
や
ロ
ン
ド
ン
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

事
業
に
携
わ
り
ま
し
た
。
デ
ン
バ
ー
に

い
た
頃
に
ベ
リ
オ
社
は
、
既
に
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
な
先
進
的
な
技
術

を
活
用
し
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
黎
明
期
に
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
事
業
な

を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
直
に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
、
そ
の
後
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
グ
ロ
ー

バ
ル
展
開
に
大
き
く
生
き
て
い
ま
す
。

　

香
港
で
は
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
買

収
し
、
安
定
し
た
収
益
体
制
を
築
く

こ
と
が
で
き
た
の
で
、
安
心
し
て
日

本
に
戻
れ
る
と
思
っ

て
い
た
の
で
す
が
、

２
０
０
９
年
、
次
の
赴

任
地
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
メ
イ
ン
の
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
、
ホ

ス
テ
ィ
ン
グ
事
業
メ

イ
ン
の
ベ
リ
オ
・
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
い
う
２
つ

の
会
社
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
各
国
で
そ
れ
ぞ
れ

別
々
に
事
業
を
展
開

し
て
お
り
、
ど
ち
ら
も

経
営
的
に
は
芳
し
く

な
い
状
態
の
中
、
そ
の

２
社
の
ト
ッ
プ
を
任

さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

２
つ
の
会
社
は
、
元

来
異
な
る
会
社
ゆ
え
に
文
化
も
就
業
制

度
も
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
た
の
で
、

１
つ
の
会
社
に
統
合
す
る
こ
と
は
難
し

い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
実

際
に
そ
れ
ぞ
れ
の
幹
部
に
聞
い
て
み
る

と
、
ほ
ぼ
全
員
か
ら
賛
同
を
得
る
こ

と
が
で
き
、
着
任
２
か
月
後
に
「One 

NTT in EM
EA

」
を
発
表
し
、
頭
文

字
を
と
っ
た
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
組
織
統
合
に
着
手
し
ま
し

た
。
ユ
ー
ザ
ー
に
は
高
品
質
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
ホ
ス
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
す
る
こ
と
を
分

か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
ま
す
し
、
組
織

の
ス
リ
ム
化
や
さ
ま
ざ
ま
な
経
費
節
約

を
実
現
す
る
こ
と
で
収
益
の
改
善
を
達

成
し
ま
し
た
。

　

香
港
で
成
功
し
た
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

事
業
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
２
０
０
７

年
頃
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
に
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
を
買
収
す
る
方
針
に
転
換
さ
れ
ま

し
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
着
任
し

た
時
に
は
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
持
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
英
国
、
ド
イ

ツ
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
会
社
を
買
収

し
、
事
業
拡
大
を
図
り
ま
し
た
。
今
で

は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
事
業
で

世
界
第
３
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
６
月
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日

本
の
社
長
と
な
り
ま
し
た
。
わ
た
し
た

ち
は
今
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
主
体
で

あ
っ
た
電
話
の
会
社
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル

で
勝
て
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
に
生
ま
れ
変
わ

る
挑
戦
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
国
内
・
海
外
の
と
て
も
多

く
の
人
と
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
し
て
き

た
経
験
と
北
大
時
代
を
結
び
つ
け
る
と

す
れ
ば
、
わ
た
し
に
と
っ
て
北
大
で
学

ん
だ
こ
と
は
、
人
と
の
関
係
性
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ク
ラ
ブ
活
動
や
電
子
工
学
科
、
ア

ル
バ
イ
ト
先
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面

で
出
会
っ
た
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
か
ら

多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
れ
ら
が
社
会
人
に
な
っ
て
、
人

を
見
る
目
と
か
、協
調
と
か
、メ
ン
バ
ー

の
育
成
な
ど
に
生
き
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
若
い
人
た
ち
に
は
グ
ロ
ー
バ

ル
な
経
験
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
英
語
は
必
須
で
す
の
で
、
留
学
で

も
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
も
何
で
も
い
い
の

で
、
海
外
で
生
活
す
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
海
外
で
の
経
験
が
な
い
と

海
外
企
業
と
の
競
争
に
勝
て
な
い
と
思

い
ま
す
し
、
日
本
の
文
化
と
か
特
殊
性

を
認
識
し
て
お
く
こ
と
は
大
事
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
仕
事
で
も

何
で
も
、
失
敗
を
恐
れ
ず
、
ど
ん
ど
ん

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
で
す
。
仕
事

が
う
ま
く
い
か
な
く
と
も
落
ち
込
ま

ず
、失
敗
は
成
功
の
も
と
と
、ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
気
楽
に
考
え
る
よ
う
、
気
持
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
も
大
事
な
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

活躍するリーダーに聞くTop Interview

電
話
か
ら

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ

グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
へ

若
い
北
大
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｂ
の
方
へ

米国西海岸、データセンターにて

１９８４年 ４月  日本電信電話公社（現ＮＴＴ）入社
２０１８年 ６月  ＮＴＴコミュニケーションズ 代表取締役副社長
２０１９年 ７月  ＮＴＴ Ｌｔｄ．シニアエグゼクティブバイスプレジデント
２０２２年 ６月  ＮＴＴ西日本 代表取締役社長 社長執行役員 

香港勤務時代

ロンドン勤務時代
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け
、
前
向
き
に
生
き
る
生
き
様
を
追
う

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
し
た
。
こ
の
「to 

do 

よ
りto be

」
と
い
う
言
葉
は
、
新

渡
戸
の
金
言
で
も
あ
り
ま
す
。

　

映
画
は
２
０
１
９
年
５
月
に
劇
場
公

開
さ
れ
異
例
の
上
映
延
長
が
続
く
大

ヒ
ッ
ト
で
し
た
。
ま
た
、
新
渡
戸
稲
造

生
誕
１
６
０
周
年
（
２
０
２
２
年
）
を

機
に
新
渡
戸
に
光
を
あ
て
た
映
画
を
製

作
し
て
欲
し
い
と
の
声
も
あ
が
り
、
コ

ロ
ナ
禍
の
自
粛
が
続
く
中
、
新
渡
戸
稲

造
の
情
報
収
集
を
野
澤
監
督
と
は
じ
め

ま
し
た
。
感
染
状
況
を
見
な
が
ら
、
新

渡
戸
の
思
想
を
研
究
し
活
動
さ
れ
て
い

る
方
々
と
お
会
い
し
、
多
く
の
貴
重
な

情
報
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
、
会
社
を
退
職
、

転
職
、
リ
・
ス
キ
ル
に
挑
戦
す
る
人
、

不
安
を
抱
き
な
が
ら
も
、
目
の
前
の
課

題
に
愚
直
に
頑
張
る
若
者
に
出
会
う
機

会
も
あ
り
ま
し
た
。
強
い
も
の
が
他
者

を
圧
倒
し
、
不
安
定
さ
も
増
す
よ
う
な

時
代
に
、
新
渡
戸
の
教
育
の
精
神
を
顕

彰
し
て
い
く
映
画
は
、
い

ま
『
こ
こ
だ
な
』（
新
渡

戸
が
実
行
に
移
す
と
き

自
身
に
言
い
聞
か
せ
た
言

葉
）
と
感
じ
て
い
ま
す
。

逆
境
の
中
に
い
る
人
、
学

ぶ
こ
と
を
ス
タ
ー
ト
し
た

人
た
ち
に
観
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
渡
戸
が
世
間
で
広

く
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

を
含
め
逆
風
も
あ
り
ま
す

が
、
新
渡
戸
が
愛
弟
子
の

森
本
厚
吉
に
お
く
っ
た
言

葉
『Haste not, Rest not

（
急
が
ず
、
休
ま
ず
）』

と
言
い
聞
か
せ
、
公
開
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
完
成
後
、
上
映
会
・
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
頂
き
、
新
渡

戸
の
魅
力
を
存
分
に
お
伝
え
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。「
新
渡
戸
の
夢
」ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
覧
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

音
楽
漬
け
の
毎
日
で
し
た
。
１
年
遅
れ

で
、
水
産
食
品
学
科
に
学
部
移
行
し

ま
し
た
。
水
産
物
（
ね
り
製
品
、
保
存

食
）
を
対
象
と
し
た
広
い
分
野
の
食
品

製
造
に
お
け
る
技
術
的
な
課
題
解
決

を
目
標
に
研
究
や
教
育
し
て
い
る
学
科

で
し
た
。
学
部
移
行
後
も
「Second 

Position

」
と
い
う
名
前
の
バ
ン
ド
を

結
成
し
、
様
々
な
音
楽
イ
ベ
ン
ト
で
演

奏
活
動
を
し
ま
し
た
。
自
慢
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
函
館
Ｆ
Ｍ
放
送
に
２
回
出
演
、「
ま

ち
ぶ
せ
」
を
歌
っ
た
人
気
絶
頂
の
石
川

ひ
と
み
の
前
座
を
し
た
こ
と
で
し
た
。

ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
時
間
も
な
い
こ
と

も
あ
り
、
寄
宿
料
３
０
０
円
、
燃
料
費

１
０
０
円
、
２
食
付
き
の
月
１
万
円
の

北
辰
寮
に
入
寮
し
ま
し
た
。
北
辰
寮
で

は
、
寺
内
貫
太
郎
一
家
と
い
う
グ
ル
ー

プ
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
自
由
な
寮

で
の
生
活
は
、
そ
の
後
の
40
年
に
少
な

か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　

卒
業
後
、
エ
ー
ザ
イ
と
い
う
製
薬

会
社
に
入
社
し
ま
し
た
。
Ｍ
Ｒ
か
ら
始

ま
り
、
30
代
で
Ｍ
Ｂ
Ａ
留
学
を
経
験
し

（
ジ
ョ
ー
ジ
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
）、
帰
国

後
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門
、
イ
タ
リ

ア
合
弁
会
社
へ
の
出
向
、事
業
開
発
部
、

取
締
役
事
務
局
と
貴
重
な
経
験
を
し
ま

し
た
。
50
歳
で
エ
ー
ザ
イ
を
退
職
し
、

ミ
ノ
フ
ァ
ー
ゲ
ン
製
薬
の
取
締
役
と
し

て
13
年
間
勤
務
し
ま
し
た
。

　

振
り
返
れ
ば
、
40
年
間
、
多
様
な

出
会
い
や
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
、
人
生
の
可
能
性
が
広
が
り
、
新
た

な
チ
ャ
ン
ス
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。　

　

◇
映
画
と
の
出
会
い

　

製
薬
企
業
で
抗
が
ん
剤
の
仕
事
を
し

て
い
る
と
き
に
、
映
画
「
が
ん
と
生
き

る
言
葉
の
処
方
箋
」
を
企
画
し
て
い
た

野
澤
和
之
氏
と
偶
然
出
会
い
、
意
気
投

合
し
本
業
の
傍
ら
映
画
の
製
作
に
参
画

し
ま
し
た
。
主
演
で
あ
る
順
天
堂
大
学

名
誉
教
授
の
樋
野
興
夫
先
生
は
、
新
渡

戸
稲
造
、
内
村
鑑
三
、
矢
内
原
忠
雄
か

ら
学
ん
だ
思
想
と
、
が
ん
病
理
学
者
と

し
て
の
視
点
を
融
合
さ
せ
、
が
ん
哲
学

外
来
・
メ
デ
ィ
カ
ル
カ
フ
ェ
を
創
設
し

ま
し
た
。
映
画
は
、メ
デ
ィ
カ
ル
カ
フ
ェ

に
集
う
患
者
さ
ん
が
互
い
に
語
り
合

う
中
で
、
自
分
の
人
生
が
ど
う
あ
る
べ

き
か
（「to do 

よ
りto be

」）
を
見
つ

人
の
た
め
に
な
る
か
を

考
え
、
勉
強
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
本
を
読

み
、
算
術
を
す
る
こ
と

だ
け
が
学
校
で
の
仕
事

と
思
わ
ず
、
人
格
を
養

い
、
明
る
い
気
分
で
、

世
の
中
の
人
の
た
め
に

な
る
よ
う
に
心
が
け
る

こ
と
も
大
切
な
教
育
な
の
で
す
」（
北
海

道
新
聞
社
「
思
い
出
の
遠
友
夜
学
校
」

Ｐ
55
）

　

新
渡
戸
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
も
遠

友
夜
学
校
は
続
き
、
戦
争
の
影
響
で

１
９
４
４
年
（
昭
和
19
年
）
に
閉
校
に

な
る
ま
で
50
年
間
続
き
ま
し
た
。
数
千

人
の
青
少
年
に
学
び
の
機
会
を
与
え
、

教
師
と
し
て
奉
仕
し
た
数
百
人
の
北
大

生
に
経
験
や
知
識
を
与
え
、
多
く
の
功

績
を
の
こ
す
人
材
を
輩
出
し
ま
し
た
。

　

新
渡
戸
の
遠
友
夜
学
校
が
閉
校
し
て

46
年
目
の
１
９
９
０
年
、
新
渡
戸
の
意

志
を
受
け
継
い
で
誕
生
し
た
の
が
「
札

幌
遠
友
塾
自
主
夜
間
中
学
」で
す
。
様
々

な
理
由
で
、
幼
少
期
に
小
、
中
学
校
へ

　

新
渡
戸
稲
造
の
教
育
者
と
し
て
の
側

面
に
光
を
あ
て
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
「
新
渡
戸
の
夢
」
の
製
作
を
進
め

て
い
ま
す
。
企
画
内
容
、
自
己
紹
介
を

含
め
て
、
製
作
の
経
緯
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

 

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

　
◇

「
新
渡
戸
の
夢
」

　　
「
武
士
道
」
の
著
者
と
知
ら
れ
る
新
渡

戸
稲
造
は
、
農
学
者
、
法
学
者
で
あ
り
、

豊
か
な
国
際
性
を
有
し
た
教
育
者
と
し

て
優
れ
た
足
跡
を
残
し
て
い
ま
す
。
新

渡
戸
は
、
16
歳
で
札
幌
農
学
校
第
二
期

生
と
し
て
入
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

行
け
な
か
っ
た
人
た
ち

に
学
び
の
機
会
を
与
え

て
い
ま
す
。
以
来
32
年

が
経
ち
、
こ
れ
ま
で
約

５
０
０
人
以
上
が
学
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
の
夜
間
中
学
に
通

う
生
徒
と
教
師
の
記
録

が
、
映
画
の
大
き
な
柱

と
な
り
ま
す
。
教
育
と
は
何
か
？　

学

ぶ
と
は
何
か
？　

野
澤
和
之
監
督
は
、

「
か
け
が
え
の
な
い
授
業
に
は
、
人
々

の
慈
愛
が
満
ち
て
い
る
か
の
よ
う
だ
、

こ
の
学
校
を
設
立
し
た
工
藤
慶
一
（
74

歳
）
さ
ん
の
日
常
も
含
め
、
現
代
版
の

新
渡
戸
の
教
育
精
神
を
あ
ぶ
り
出
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
新
渡

戸
の
精
神
を
引
き
継
ぐ
札
幌
、
盛
岡
、

東
京
の
方
々
の
活
動
を
映
像
化
し
て
い

き
ま
す
。

　

◇
自
己
紹
介

　

昭
和
52
年
に
大
学
に
入
学
い
た
し

ま
し
た
。
教
養
で
は
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
研

究
会
（
北
米
民
族
音
楽
）
に
入
り
、

ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
の
大
学
へ
留
学
、

農
政
学
や
農
業
経
済
学
を
修
め
、
29
歳

で
札
幌
農
学
校
の
教
授
と
な
り
ま
し
た
。

　

32
歳
の
時
、
ア
メ
リ
カ
人
の
妻
メ
ア

リ
ー
と
、
札
幌
の
豊
平
川
近
く
に
「
遠

友
夜
学
校
」
を
設
立
し
ま
し
た
。「
遠
友

夜
学
校
」
は
、
貧
し
く
て
学
校
に
い
け

な
か
っ
た
子
供
た
ち
に
、
無
料
で
教
育

を
授
け
る
学
校
で
し
た
。
教
師
は
、
人

間
愛
に
富
み
、
情
熱
を
持
ち
、
無
給
奉

仕
で
教
育
に
あ
た
る
札
幌
農
学
校
の
学

生
で
し
た
。

　

新
渡
戸
が
昭
和
６
年
に
遠
友
夜
学
校

を
最
後
に
訪
問
し
た
時
に
語
っ
て
い
ま

す
。

　
「
世
の
中
は
美
し
い
。
自
分
一
個
の
た

め
だ
け
考
え
た
の
で
は
世
の
中
は
存
在

し
な
い
。
人
の
た
め
を
思
え
ば
こ
そ
楽

し
い
。
だ
か
ら
こ
れ
ら
の
多
く
の
世
話

を
し
て
下
さ
る
人
々
の
こ
と
を
考
え
、

親
た
ち
の
こ
と
を
考
え
、
す
な
わ
ち
遠

友
の
意
味
を
考
え
、若
い
う
ち
に
で
も
、

自
分
の
で
き
る
こ
と
で
人
の
た
め
に
な

る
こ
と
な
ら
何
で
も
す
る
。
そ
し
て
学

校
を
出
て
か
ら
ど
う
す
れ
ば
世
の
た
め

新渡戸稲造顕彰碑の前で
撮影風景／東京黒百合会・絵画展で新渡戸稲造を

モチーフにした油絵の作者をインタビュー

1954年新潟県生まれ、立教大学
文学部大学院修了（文化人類学専
攻）。代表作に在日韓国人の半生を
描いた「HARUKO」がある。2019年
の「がんと生きる言葉の処方箋」（文
部科学省選定・厚生労働省推薦作
品）はドキュメンタリーとして異例のヒッ
ト作。本年8月11日には、音楽療法
士と認知症患者さんを取り上げた「認
知症と生きる希望の処方箋」が公開
予定。（写真は新渡戸の愛弟子であ
る有島武郎の記念館の隣にて）

野澤和之監督プロフィール

映
画「
新
渡
戸
の
夢
」の
製
作

現
代
に
生
き
る
新
渡
戸
稲
造
の
教
育
の
魂

新渡戸の夢映画製作委員会
会長兼プロデューサー

並木 秀夫（Ｓ57・水産）

札幌遠友夜学校跡地にある 
新渡戸稲造・萬里子顕彰碑より

映画「新渡戸の夢」サイト

https://nitobenoyume.com/

■映画「新渡戸の夢」の製作
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◎職場奮戦記

　

◆
北
大
時
代

　

東
京
生
ま
れ
東
京
育
ち
の
私
に
と
っ

て
、
北
海
道
で
の
４
年
間
は
忘
れ
ら
れ

な
い
日
々
で
し
た
。
夏
の
豊
か
な
緑
と

広
い
空
も
、
冬
の
幻
想
的
な
雪
景
色

も
、
ど
ち
ら
も
た
め
息
が
出
る
ほ
ど
美

し
く
、
こ
の
環
境
で
大
学
生
活
を
送
れ

た
こ
と
は
本
当
に
幸
せ
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
４
年
間
、
勉
強
の
方
は
可
も
な

く
不
可
も
な
く
と
い
う
感
じ
で
し
た

が
、
所
属
し
て
い
た
北
大
交
響
楽
団

（
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）
の
活
動
に
打
ち
込

み
ま
し
た
。

も
、
役
所
が
「
自
分
た
ち
の
市
の
将
来

像
」
を
市
民
同
士
で
話
し
合
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
し
た
と
こ
ろ
で
、
将

来
の
当
事
者
世
代
で
あ
る
若
者
は
参
加

し
ま
せ
ん
。
60
〜
70
代
の
市
民
の
皆
さ

ん
を
、
20
代
の
私
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
す
る
構
図
が
常
態
化

し
て
い
ま
し
た
。

　

私
と
同
じ
若
い
世
代
が
、
議
員
に

も
、
政
治
と
関
わ
る
住
民
の
中
に
も
い

な
い
か
ら
、
若
者
の
声
が
政
治
に
届
か

な
い
…
…
。「
そ
ん
な
状
況
を
変
え
た

い
」
と
の
思
い
か
ら
、
私
は
出
身
地
の

目
黒
区
（
※
）
で
立
候
補
す
る
決
意
を

固
め
、
２
年
半
務
め
た
コ
ン
サ
ル
会
社

を
退
職
し
た
の
で
し
た
。

　
（
※
担
当
し
て
い
た
地
方
部
の
自
治

体
だ
け
で
な
く
、
目
黒
区
も
大
概
同
じ

よ
う
な
状
況
で
し
た
。
合
計
特
殊
出
生

率
が
１・０
７
（
２
０
１
７
年
）
と
全
国

平
均
を
大
き
く
下
回
る
一
方
、
高
齢
者

は
今
後
30
年
間
で
１
万
９
千
人
増
加
す

る
見
込
み
。
さ
ら
に
学
校
24
校
の
建
て

替
え
に
１
７
０
０
億
円
も
の
お
金
が
か

か
る
こ
と
も
踏
ま
え
る
と
、
将
来
の
財

政
難
は
確
定
的
で
し
た
。
で
も
若
者
の

投
票
率
は
20・９
％（
２
０
１
５
年
）で
、

区
議
会
議
員
の
平
均
年
齢
も
53
・
７
歳

（
２
０
１
９
年
）。
だ
か
ら
こ
そ
、
目
黒

区
議
会
議
員
を
目
指
し
ま
し
た
。）

　

◆
は
じ
め
て
の
選
挙

　

さ
て
、
退
職
し
た
は
い
い
も
の
の
、

私
に
は
当
選
す
る
た
め
に
必
要
と
言
わ

　

こ
ん
に
ち
は
。
法
学
部
卒
業
生
、
29

歳
の
改
田
（
か
い
で
ん
）
和
弘
で
す
。

私
は
今
、
出
身
地
の
目
黒
区
で
区
議
会

議
員
（
無
所
属
・
２
期
）
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
地
方
議
員
と
し
て
の

「
奮
闘
記
」
に
加
え
、
そ
の
前
の
政
治

家
を
志
し
た
経
緯
や
北
大
時
代
の
経

験
、
選
挙
戦
の
話
な
ど
も
含
め
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

◆
歴
史
に
ハ
マった
学
生
時
代

　

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
小
さ
い
こ
ろ

か
ら
政
治
家
と
い
う
仕
事
を
意
識
し
て

い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
最
初
の
き
っ

か
け
は
、
小
学
校
５
年
生
の
時
。
教
室

の
学
級
文
庫
に
並
ん
で
い
た『
ケ
ネ
デ
ィ

大
統
領
』
の
伝
記
（
マ
ン
ガ
）
を
読
ん

だ
こ
と
で
し
た
。
戦
争
で
亡
く
な
っ
た

兄
の
遺
志
を
継
ぎ
、
若
き
大
統
領
と

し
て
キ
ュ
ー
バ
危
機
を
回
避
し
た
ケ
ネ

　

４
年
間
恵
迪
寮
に
住
ん
で
い
た
の

で
、
練
習
会
場
の
サ
ー
ク
ル
会
館
ま
で

は
徒
歩
１
分
と
好
立
地
。
授
業
が
無
い

日
や
、
吹
雪
い
て
い
て
文
系
棟
ま
で
行

け
な
い
日
（
笑
）
に
は
ひ
た
す
ら
サ
館

で
チ
ェ
ロ
を
練
習
す
る
毎
日
で
し
た
。

当
初
は
お
と
な
し
く
（
？
）
チ
ェ
ロ
パ
ー

ト
の
一
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
う
ち
に
常
任
指
揮
者
の
先
生

（
80
代
）
の
ご
指
導
に
ど
う
に
も
満
足

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、「
自
分
が

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
指
導
し
た
方
が
良
い

音
楽
が
つ
く
れ
る
！
」
と
指
揮
者
に
な

る
こ
と
を
志
願
、
同
期
の
間
で
の
「
常

任
指
揮
者
VS
私
に
よ
る
指
揮
」
の
投
票

を
16
対
25
で
勝
ち
抜
き
、
団
で
は
極
め

て
異
例
の
学
生
指
揮
者
と
し
て
演
奏
会

を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
４
年
間
一
緒
の
音

楽
を
作
っ
て
き
た
仲
間
た
ち
（
同
期
だ

け
で
な
く
先
輩
後
輩
も
）
は
、
そ
の
後

の
２
回
の
選
挙
戦
に
お
い
て
も
様
々
な

お
手
伝
い
を
快
く
引
き
受
け
て
頂
い
て

い
て
、
本
当
に
一
生
モ
ノ
の
仲
間
と
巡

り
会
え
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

デ
ィ
が
、「
こ
れ
か
ら
」
と
い
う
と
き
に

暗
殺
さ
れ
て
し
ま
う
…
…
。
そ
の
生
涯

に
触
れ
て
、
小
学
生
な
が
ら
「
多
く
の

人
の
幸
せ
の
た
め
に
人
生
を
捧
げ
る
っ

て
か
っ
こ
い
い
な
」
と
感
動
し
、
ま
た

そ
れ
と
同
時
に
、
今
と
な
っ
て
は
意
味

不
明
で
す
が
「
自
分
が
ケ
ネ
デ
ィ
の

遺
志
を
継
が
な
き
ゃ
」
と
い
う
強
い
思

い
に
駆
ら
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す

（
笑
）

　

そ
れ
以
降
、「
自
分
な
ら
こ
の
苦
境

を
ど
う
乗
り
越
え
る
だ
ろ
う
か
」
と
、

偉
人
た
ち
の
気
持
ち
に
な
っ
て
当
時
の

状
況
を
想
像
す
る
の
が
楽
し
く
て
、
歴

　

大
学
生
活
も
終
わ
り
に
差
し
掛
か
っ

た
３
年
→
４
年
の
春
休
み
、
周
り
の
仲

間
は
就
活
に
本
腰
を
入
れ
て
い
ま
し
た

が
、「
大
学
で
は
分
か
ら
な
い
政
治
の
世

界
を
知
り
た
い
！
」
と
（
な
か
ば
現
実

逃
避
も
あ
り
つ
つ
）
思
い
立
ち
、
議
員

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
の
は
道
内
の
と
あ

る
議
員
さ
ん
。
ち
ょ
う
ど
選
挙
の
タ
イ

ミ
ン
グ
と
重
な
っ
た
た
め
、
み
っ
ち
り

３
か
月
間
お
手
伝
い
し
ま
し
た
。
選
挙

カ
ー
で
の
カ
ラ
ス
（
ウ
グ
イ
ス
嬢
の
男

性
版
）
や
、
演
説
会
の
司
会
、
市
民
相

談
へ
の
同
席
な
ど
を
さ
せ
て
い
た
だ
け

た
の
は
、
後
の
選
挙
活
動
で
も
大
変
参

考
に
な
る
貴
重
な
経
験
で
し
た
。

　

で
も
同
時
に
、
そ
こ
で
見
聞
き
し
た

光
景
に
は
強
い
違
和
感
も
…
…
。
と
い

う
の
も
、
実
際
の
現
場
で
行
わ
れ
て
い

た
〝
政
治
〟
は
、
い
か
に
中
央
の
お
金

を
地
方
に
引
っ
張
っ
て
く
る
か
、
そ
し
て

今
あ
る
施
設
を
存
続
さ
せ
る
か
と
い
う

〝
我
田
引
水
〟
や
〝
現
状
維
持
〟
を
目

指
し
た
も
の
ば
か
り
。
加
え
て
、
選
挙

活
動
は
公
職
選
挙
法
違
反
が
当
た
り
前

で
、
市
民
か
ら
「
ウ
ル
サ
イ
！
」
と
怒

鳴
ら
れ
よ
う
と
気
に
せ
ず
に
爆
音
の
選

挙
カ
ー
を
走
ら
せ
る
、
そ
ん
な
市
民
の

暮
ら
し
よ
り
も
自
分
の
活
動
を
優
先
す

る
環
境
で
、「
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
に
政

治
を
任
せ
て
い
て
、
こ
の
国
は
良
く
な
る

の
だ
ろ
う
か
？
自
分
た
ち
の
未
来
は
大

丈
夫
な
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
、
と

り
と
め
の
な
い
不
安
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

史
に
ド
ハ
マ
り
し
ま
す
。
中
学
・
高
校

時
代
に
は
図
書
館
に
毎
日
の
よ
う
に
通

い
、
歴
史
小
説
を
読
み
漁
る
う
ち
に
、

「
自
分
も
多
く
の
人
の
役
に
立
つ
こ
と

を
成
し
遂
げ
て
、
死
ん
で
も
後
世
に
語

り
継
が
れ
る
人
に
な
り
た
い
」
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
※
）。
そ
し
て
、

そ
ん
な
立
派
な
人
に
な
る
に
は
大
勢
の

人
の
前
で
緊
張
せ
ず
に
話
せ
る
よ
う
に

な
ら
な
い
と
い
け
な
い
だ
ろ
う
、
と
い

う
こ
と
で
、
高
校
の
自
治
会
長
（
い
わ

ゆ
る
生
徒
会
長
）
を
務
め
た
り
、
高
校

の
「
政
治
経
済
」
の
授
業
は
暗
記
ば
か

り
だ
っ
た
の
で
退
屈
で
仕
方
な
か
っ
た

も
の
の
、
政
治
を
よ
り
深
く
学
ぶ
た
め

に
法
学
部
を
目
指
し
た
り
と
、
当
時
か

ら
何
と
な
く
将
来
へ
向
け
て
の
準
備
を

し
て
い
た
の
で
し
た
。

　
（
※
た
だ
、
当
時
の
自
分
は
「
有
名

に
な
り
た
い
」
と
い
う
自
分
本
位
の
発

想
。
そ
ん
な
人
が
政
治
家
を
志
し
た
と

こ
ろ
で
、
権
力
の
座
に
固
執
す
る
〝
政

治
屋
〟
に
な
る
の
が
オ
チ
で
す
。
そ
う

で
は
な
く
、「
こ
こ
を
変
え
た
い
」
と
い

う
〝
思
い
〟
が
あ
る
人
が
政
治
家
に
な

る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
、
こ
の
頃
の

私
は
気
づ
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。）

　

◆
就
職
、
さ
ら
に
あ
せ
る
思
い

　

大
学
卒
業
後
に
は
、
よ
り
行
政
の
現

場
を
深
く
知
る
た
め
に
東
京
の
ま
ち
づ

く
り
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
入
社

し
ま
し
た
。
私
は
、
新
潟
、
群
馬
、
神

奈
川
、
静
岡
（
富
士
川
以
東
）
の
市
町

村
役
場
を
訪
問
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
自
治
体
の
行
政
計
画
（
※
）
の
策
定

を
支
援
す
る
仕
事
に
従
事
し
ま
す
。

　
（
※
「
行
政
計
画
」
と
は
、
各
市
区

町
村
が
〝
子
育
て
〟
や
〝
介
護
〟、〝
産

業
振
興
〟
な
ど
の
分
野
ご
と
に
つ
く
っ

て
い
る
計
画
の
こ
と
で
す
。
そ
の
中
に

は
、「
こ
れ
か
ら
５
年
間
で
○
○
市
は

こ
の
事
業
と
こ
の
事
業
を
し
ま
す
」

と
い
っ
た
こ
と
が
書
い
て
あ
り
、
ま
さ

に
そ
の
記
述
如
何
に
よ
っ
て
向
こ
う
５

年
間
の
市
の
方
針
が
決
ま
っ
て
い
く
も

の
で
す
。
勤
務
し
て
い
た
会
社
で
は
、

計
画
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
市
民
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
り
、
市
の
職

員
へ
計
画
内
容
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り

と
い
っ
た
コ
ン
サ
ル
業
務
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。）

　

仕
事
中
、
私
の
焦
燥
感
は
募
る
ば

か
り
で
し
た
。
ど
の
市
町
村
の
計
画
を

見
て
い
て
も
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢

化
、
介
護
保
険
料
な
ど
の
負
担
増
が
不

可
逆
的
に
進
む
こ
と
が
数
字
に
明
確
に

出
て
い
て
、
今
の
う
ち
か
ら 〝
現
状
維

持
〟
で
は
な
く
将
来
を
見
据
え
た
痛
み

を
伴
う
改
革
を
行
わ
な
い
と
手
遅
れ
に

な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
し
た
。
け
れ
ど

チェロを小学生の頃から弾いています

中・高で剣道部に入ったのも
歴史好きだったから（笑）

北大交響楽団の演奏会

若
者
目
線
で
政
治
を
変
え
る

改田和弘
（H28・法学部）

最
年
少
目
黒
区
議
の『Boys, be am

bitious!

』



FRONTIER 2023/08/20 40FRONTIER 2023/08/2041

◎職場奮戦記

れ
る
「
３
バ
ン

（
※
）」
が
何
も

な
い
状
況
で
す
。

お
ま
け
に
政
党
無

所
属
。
選
挙
ま
で

残
り
半
年
に
迫

る
な
か
、
出
馬
の

相
談
を
し
た
地
元

の
方
全
員
か
ら
、

「
25
歳
で
政
党
の

支
援
も
な
く
て
受

か
る
訳
な
い
」
と

言
わ
れ
、
一
時
、

「
本
当
に
会
社
を
辞
め
て
よ
か
っ
た
の

だ
ろ
う
か
」
と
不
安
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ

そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
（
※
「
３
バ
ン
」
と
は
、
地
盤
（
＝
親

の
代
か
ら
の
後
援
会
）、
看
板
（
＝
知
名

度
）、
か
ば
ん
（
＝
資
金
）
の
こ
と
を
指

す
業
界
用
語
で
す
。）

　

で
も
そ
ん
な
時
に
思
い
出
す
の
が
、

中
高
時
代
に
あ
こ
が
れ
た
歴
史
上
の
偉

人
た
ち
の
こ
と
。
当
時
の
私
の
年
齢
・

25
歳
は
、
源
義
経
が
一
ノ
谷
の
戦
い
で

常
識
外
の
鵯
越
え
に
よ
り
平
氏
軍
を
急

襲
、全
国
に
名
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
歳
で
あ
り
、
織
田
信
長
が
桶
狭
間

に
お
い
て
今
川
義
元
を
討
ち
取
り
、
天

下
取
り
へ
の
道
を
ス
タ
ー
ト
し
た
歳
で

あ
り
、
そ
し
て
高
杉
晋
作
が
奇
兵
隊
を

率
い
て
長
州
藩
に
挙
兵
し
、
倒
幕
へ
の

第
一
歩
を
歩
み
出
し
た
歳
で
あ
り
ま
し

た
。
彼
ら
に
比
べ
れ
ば
、
自
分
は
命
の

危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
わ
け
で
も
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、
苦
悩
の
程
は
何
十
分
の
一

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。「
だ
っ
た
ら
自
分

に
や
れ
な
い
は
ず
は
な
い
！
」

　

自
分
を
信
じ
る
と
決
め
た
か
ら
に

は
、
選
挙
の
戦
い
方
も
自
己
流
を
貫
き

ま
し
た
。
選
挙
カ
ー
で
名
前
を
連
呼
し

た
り
、
早
朝
か
ら
マ
イ
ク
で
演
説
し
た

り
と
い
う
活
動
は
市
民
の
迷
惑
で
し

か
な
い
の
で
行
わ
な
い
。
代
わ
り
に
区

内
全
駅
で
毎
朝
５
時
半
か
ら
ビ
ラ
を

配
る
。
忙
し
い
朝
に
受
け
取
っ
て
い
た

だ
け
る
方
は
誇
張
抜
き
に
１
０
０
人

に
１
人
く
ら
い
。
多
く
の
人
が
見
向
き

も
せ
ず
ス
ル
ー
し
て
い
き
ま
す
が
、
そ

れ
で
も
「
マ
イ
ク
で
う
る
さ
く
し
て
悪

印
象
を
持
た
れ
る
よ
り
は
よ
っ
ぽ
ど

マ
シ
」
と
、
業
界
人
か
ら
す
れ
ば
泡
沫

候
補
の
戦
術
の
よ
う
な
方
法
を
続
け

ま
し
た
。
結
果
は
、
立
候
補
者
51
人
中

17
位
（
定
数
36
人
）
で
初
当
選
。
史
上

最
年
少
目
黒
区
議
と
し
て
の
４
年
間

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

◆
議
員
の
仕
事

　

議
員
は
、
法
律
上
は
地
方
公
務
員
の

特
別
職
と
い
う
立
ち
位
置
で
す
。
一
般

の
公
務
員
と
違
っ
て
、
定
時
と
い
う
概

念
は
な
く
（
そ
の
代
わ
り
土
日
で
も
区

民
の
方
か
ら
の
相
談
が
あ
れ
ば
対
応
す

る
な
ど
、
休
日
と
い
う
概
念
も
あ
り
ま

せ
ん
）、
会
議
が
無
い
日
は
ど
ん
な
活
動

を
し
て
い
て
も
自
由
。
専
業
の
方
も
副

業
を
持
っ
て
い
る
方
も
い
て
、
働
き
方

は
議
員
に
よ
っ
て
千
差
万
別
で
す
。

　

そ
し
て
議
会
が
開
か
れ
て
い
る
の

は
、
年
間
で
60
日
ほ
ど
（
目
黒
区
議
会

の
場
合
）。
つ
ま
り
、
年
の
６
分
の
５
の

期
間
は
、
活
動
が
個
人
裁
量
に
委
ね
ら

れ
て
い
ま
す
。
で
は
そ
の
期
間
に
何
を

し
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
、
次
の
議
会

へ
向
け
た
〝
準
備
〟
で
す
。

　

こ
の
社
会
は
異
な
る
価
値
観
を
持
つ

人
々
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
ど

う
し
て
も
人
々
の
間
で
意
見
の
相
違
、

つ
ま
り
「
Ａ
さ
ん
に
と
っ
て
は
望
ま
し

い
が
、
Ｂ
さ
ん
に
と
っ
て
は
不
都
合
」

と
い
う
こ
と
が
起
こ
り
え
ま
す
（
例
：

コ
ロ
ナ
対
策
優
先
か
経
済
活
動
優
先

か
）。
こ
の
よ
う
な
時
に
Ａ
Ｂ
両
方
の
バ

ラ
ン
ス
を
み
て〝
納
得
解
〟を
提
案
し
、

役
所
を
説
得
（
※
）
す
る
の
が
、
私
た

ち
議
員
の
仕
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
（
※
地
方
自
治
体
は
、
国
政
と
異
な

る
二
元
代
表
制
を
採
っ
て
い
て
、
首
長

と
議
会
は
対
等
の
立
場
で
あ
る
と
い
う

の
が
原
則
で
す
。
し
か
し
実
際
に
は
首

長
の
み
に
予
算
の
編
成
権
が
与
え
ら
れ

て
い
る
た
め
、
首
長
な
ら
ば
あ
る
程
度

思
い
通
り
に
予
算
を
付
け
て
、
自
分
の

や
り
た
い
事
業
を
行
え
ま
す
が
、
議
員

は
、
役
所
（
＝
首
長
）
を
説
得
し
予
算

を
付
け
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
政
策
を
実

現
で
き
ま
せ
ん
。）

　

そ
し
て
こ
の
説
得
が
難
関
で
す
。
議

員
は
、
区
政
に
関
す
る
オ
ー
ル
ジ
ャ
ン

ル
の
情
報
を
把
握
し
、
あ
ら
ゆ
る
問
題

に
つ
い
て
、
と
き
に
住
民
相
談
に
対
応

し
、
と
き
に
議
会
で
指
摘
を
し
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
が
、
対
す
る
役
所
の
職
員

は
「
子
育
て
支
援
課
」、「
教
育
政
策
課
」

な
ど
、
一
つ
の
分
野
を
専
門
で
受
け
持

ち
、
毎
日
そ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て

い
る
方
々
で
す
。
議
員
が
一
方
的
に
自

分
の
考
え
を
主
張
す
る
だ
け
で
は
、
役

所
に
は
太
刀
打
ち
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
私
た
ち
議
員
は
、
自
ら
の
政

初当選後の4年間は88の政策を実現させました

初めて議場に入った時

策
を
役
所
に
採
り
入
れ
て
も
ら
う
た

め
、
会
議
が
な
い
日
に
は
、
住
民
の
方

か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
現
地
の
視
察
、

専
門
家
と
の
意
見
交
換
、
資
料
や
デ
ー

タ
の
読
み
込
み
、
そ
し
て
他
自
治
体
の

事
例
調
査
な
ど
、
説
得
材
料
の
収
集
に

奔
走
し
て
い
ま
す
。（
と
は
い
え
実
際
に

は
、
住
民
の
方
か
ら
の
ご
相
談
が
間
断

な
く
入
っ
て
き
ま
す
の
で
、
そ
の
対
応

の
ス
キ
マ
時
間
に
説
得
材
料
を
集
め
て

い
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。）

　

ま
た
、
時
に
ブ
ロ
グ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

を
使
っ
て
、
住
民
の
方
に
わ
か
り
や
す

く
区
の
情
報
を
お
知
ら
せ
し
た
り
、
自

身
の
政
策
を
訴
え
た
り
す
る
こ
と
も

必
要
で
す
か
ら
、
議
員
と
い
う
の
は
、

あ
る
意
味
研
究
者
と
、
コ
ン
サ
ル
と
、

そ
し
て
文
筆
家
を
合
わ
せ
た
よ
う
な

仕
事
を
し
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

◆
古
い
政
治
を
変
え
る
闘
い

　

実
際
に
目
黒
区
政
の
現
場
に
身
を
置

く
と
、
想
像
以
上
に
「
昭
和
の
政
治
だ

な
」
と
感
じ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。

　

例
え
ば
〝
回
覧
板
〟。
平
成
生
ま
れ

の
私
に
と
っ
て
は
、重
要
な
情
報
が
載
っ

て
い
な
い
割
に
わ
ざ
わ
ざ
隣
の
家
へ
回

さ
な
い
と
い
け
な
い
時
代
錯
誤
の
代
物

に
思
え
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
こ
れ
に

目
黒
区
は
年
間
７
４
０
万
円
を
か
け
て

い
ま
し
た
（
町
会
へ
の
委
託
費
用
と
し

て
）。
コ
ロ
ナ
禍
で
電
子
回
覧
板
へ
と
切

り
替
え
る
自
治
体
も
増
え
る
中
、
私
は

議
会
で
「
①
感
染
症
対
策
と
逆
行
す
る

こ
と
」、「
②
目
黒
区
で
は
区
の
広
報
誌

や
掲
示
板
な
ど
、
ア
ナ
ロ
グ
の
情
報
伝

達
手
段
も
充
実
し
て
い
る
こ
と
」、「
③

非
合
理
な
こ
と
を
続
け
る
と
、
若
者
の

町
会
離
れ
を
助
長
し
て
し
ま
う
こ
と
」

な
ど
の
理
由
を
提
示
し
廃
止
を
求
め
た

の
で
す
が
、
先
輩
議
員
の
皆
さ
ん
か
ら

過
去
最
大
の
ヤ
ジ
を
頂
き
（
笑
）、
廃

止
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
目
黒
区
が
箱
根
と
伊
東
に
年

間
２
０
０
万
円
を
か
け
て
契
約
し
て
い

る
保
養
所
に
つ
い
て
。
区
民
の
方
は
割

引
料
金
で
宿
泊
で
き
る
の
で
す
が
、「
税

金
を
使
っ
て
旅
行
代
理
店
み
た
い
な
こ

と
を
す
る
っ
て
お
か
し
い
の
で
は
？
」

と
の
思
い
か
ら
問
題
提
起
し
、
こ
ち
ら

は
区
か
ら
廃
止
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
区
役
所
だ
け
で
な
く
、
議
会

側
に
も
問
題
が
あ
り
ま
す
。
私
が
議
会

に
は
じ
め
て
入
っ
た
４
年
前
は
、
議
場

へ
の
パ
ソ
コ
ン
持
ち
込
み
禁
止
、
Ｗ
Ｉ-

Ｆ
ｉ
は
通
っ
て
い
な
い
、
そ
れ
ば
か
り

か
、
議
会
事
務
局
職
員
が
議
員
一
人
ひ

と
り
に
給
茶
を
し
て
い
る
な
ど
、
こ
ち

ら
も
昭
和
か
ら
時
が
止
ま
っ
て
い
る
状

況
で
し
た
。

　

私
た
ち
の
〝
未
来
〟
は
、〝
未
来
〟

の
政
治
が
決
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。〝
今
〟
の
政
治
が
決
め
た
こ
と
が
、

〝
未
来
〟
の
方
向
性
を
決
定
づ
け
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
の
う
ち
か
ら
こ

う
し
た
古
い
政
治
を
変
え
て
い
く
こ
と

こ
そ
が
、
30
年
後
も
現
役
世
代
と
し
て

生
き
る
こ
と
に
な
る
私
が
議
員
と
し
て

果
た
す
べ
き
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

◆
こ
れ
か
ら

　

今
年
（
２
０
２
３
年
）
４
月
の
選
挙

で
は
１
期
目
よ
り
も
多
く
の
票
を
賜

り
、
２
期
目
の
当
選
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
現
在
、
第
二
会
派
（
区
議

会
で
２
番
目
に
大
き
な
チ
ー
ム
）
の
幹

事
長
と
し
て
、
今
ま
で
以
上
の
責
任
感

の
も
と
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

お
か
げ
さ
ま
で
区
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の

区
政
相
談
も
前
期
以
上
に
頂
い
て
い

て
、
忙
し
く
も
充
実
し
た
毎
日
で
す
。

　

議
員
は
、
４
年
に
１
度
失
職
の
リ
ス

ク
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
し
、
雇
用
保
険
も

年
金
も
な
く
（
議
員
年
金
は
２
０
１
１

年
に
廃
止
。
厚
生
年
金
も
な
い
の
で
国

民
年
金
の
み
加
入
。）、
退
職
金
も
あ
り

ま
せ
ん
。
議
員
＝
豊
か
な
暮
ら
し
と
い

う
世
間
の
イ
メ
ー
ジ
と
反
し
て
、
生
活

基
盤
は
非
常
に
不
安
定
で
す
。
ま
た
、

と
き
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
批
判
に
さ
ら
さ

れ
た
り
、
前
述
の
ケ
ー
ス
で
Ａ
さ
ん
と

Ｂ
さ
ん
が
ど
ち
ら
も
知
り
合
い
だ
っ
た

場
合
に
苦
渋
の
決
断
を
し
な
い
と
い
け

な
か
っ
た
り
と
、
気
苦
労
も
多
い
仕
事

で
す
。
け
れ
ど
も
や
っ
ぱ
り
、
自
分
が

訴
え
た
政
策
が
実
現
し
、
そ
の
制
度
で

救
わ
れ
た
と
い
う
区
民
の
方
か
ら
感
謝

の
声
を
頂
く
と
、「
自
分
の
力
で
も
人

の
役
に
立
て
た
ん
だ
な
。
議
員
に
な
っ

て
よ
か
っ
た
な
。」
と
し
み
じ
み
思
え

ま
す
。

　

状
況
変
化
の
激
し
い
身
で
す
の
で
、

私
自
身
、
今
後
の
人
生
が
ど
う
な
る
か

全
く
想
像
が
つ
き
ま
せ
ん
が
、
い
か
な

る
と
き
も
偉
大
な
先
人
の
教
え
を
胸
に

挑
戦
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

「Boys, be am
bitious!

」

就任1年でコロナ禍に、激動の日々でした

人前で初めてマイクを持った時の
緊張は今でも忘れられません
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北
大
医
学
部
医
学
科
を

２
０
２
３
年
に
卒
業
し
た

中
村
恒
星
と
申
し
ま
す
。

現
在
、
初
期
研
修
医
と
し

て
都
内
の
病
院
で
働
き
な

が
ら
、
世
界
一
や
さ
し
い

チ
ョ
コ
レ
ー
トandew

（
ア
ン
ジ
ュ
）
と
い
う

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド

の
監
修
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　　

◆
表
皮
水
疱
症
と
い
う

　
　

皮
膚
難
病

　

私
が
北
大
に
進
学
す
る
前
は
、
富
山

大
学
薬
学
部
で
脊
髄
損
傷
治
療
薬
の
開

発
の
た
め
の
有
機
合
成
化
学
の
研
究
を

し
て
お
り
ま
し
た
。
有
機
合
成
化
学
者

と
し
て
、
フ
ラ
ス
コ
を
振
り
続
け
る
毎

日
の
中
で
、「
病
気
を
治
す
と
は
何
か
」

と
い
う
問
い
に
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。
毎

日
深
夜
ま
で
分
子
を
合
成
す
る
毎
日
。

そ
ん
な
日
々
の
中
で
、
一
度
患
者
さ
ん

を
み
て
み
た
い
と
い
う
思
い
を
持
ち
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
貧
困
地
域
で
の
国
際
医

療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
初
め
て
疾
患
と
い
う
事
象
だ

け
で
は
な
く
、
疾
患
を

も
っ
た
ひ
と
り
の
人
間

と
、
患
者
対
医
療
者
と

い
う
関
係
性
で
関
わ

り
、「
医
師
と
し
て
も
っ

と
病
気
と
医
療
の
こ
と

を
学
び
た
い
」
と
い
う

思
い
を
持
ち
、
北
大
医

学
部
に
編
入
学
し
ま
し

た
。
思
え
ば
、
実
は
私

自
身
、
フ
ァ
ロ
ー
四
徴

症
と
い
う
先
天
性
の
心

臓
難
病
を
持
っ
て
お
り
、
２
歳
と
３
歳

の
と
き
に
開
胸
手
術
を
受
け
た
こ
と
も

医
師
を
志
し
た
こ
と
に
大
き
く
影
響
し

て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

北
大
に
編
入
後
、
北
大
皮
膚
科
の
夏

賀
先
生
と
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

表
皮
水
疱
症
と
い
う
皮
膚
難
病
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
表
皮
水
疱
症

は
、
皮
膚
を
保
持
す
る
コ
ラ
ー
ゲ
ン
を

コ
ー
ド
す
る
遺
伝
子
欠
損
で
発
症
す
る

病
気
で
、
全
身
の
皮
膚
が
た
だ
れ
て
し

ま
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
外
か
ら
見
え

る
皮
膚
だ
け
で
は
な
く
、
口
腔
内
の
粘

膜
も
た
だ
れ
て
し
ま
い
、
食
事
の
際
に

大
き
な
痛
み
を
伴
う
こ
と
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
実
際
に
お
話
し
た
患
者
さ
ん

は
、「
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
を
食
べ
る
と

ト
ゲ
が
つ
い
た
板
を
食
べ
て
い
る
く
ら

い
痛
い
」
と
表
現
さ
れ
ま
す
。
食
べ
る

も
の
が
制
限
さ
れ
、
栄
養
も
摂
取
し
づ

ら
い
患
者
さ
ん
の
た
め
に
、
お
い
し
く

て
、
笑
顔
に
な
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
作

ろ
う
！
と
思
い
つ
き
、
医
学
部
２
年
次

の
冬
（
２
０
１
９
年
）
に
開
発
に
着
手

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
タ
ン
パ
ク
質
か

ら
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
の
す
べ
て
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
取
で
き
る
、
世
界
一

や
さ
し
い
チ
ョ
コ
レ
ー
トandew

（
ア

ン
ジ
ュ
）
が
完
成
し
ま
し
た
。

　　

◆
会
社
を
作
り
、

　
　

社
会
に
価
値
を
届
け
る

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
リ
リ
ー
ス
と
同

時
に
法
人
化
を
行
い
、
株
式
会
社

SpinLife

を
創
業
し
ま
し
た
。
本
社
は

札
幌
市
、
自
社
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工

房
は
東
京
都
墨
田
区
に
あ
り
、
ふ
た

つ
の
場
所
を
拠
点
に
７
名
体
制
で
活

動
し
て
お
り
ま
す
。

　

andew

に
関
し
て
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
あ

さ
イ
チ
」
や
Ｔ
Ｂ
Ｓ
「
Ｎ
ス
タ
」
な
ど

で
取
材
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
Ｎ

ス
タ
」
の
動
画
は
、YouTube

で
約

８
０
０
万
回
再
生
を
さ
れ
、
大
き
な
反

響
が
あ
り
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
の
様
子

も
よ
く
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
う

の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
い
た
だ
け
る
と

嬉
し
い
で
す
。
左
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
動
画
の
中
で

も
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、
表
皮
水
疱
症

の
患
者
さ
ん
は
、
全
身
の
皮
膚
の
か
ゆ

み
や
痛
み
と
戦
い
な
が
ら
、
日
々
の
生

活
を
送
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
北
大
皮

膚
科
の
夏
賀
先
生
と

高
島
先
生
、
表
皮
水

NASAの学会に参加

表皮水疱症の患者様と
YouTube動画

スマホはこちらから

ヘルシンキにて

8つの栄養豊富な食材を使用した
完全食チョコレート

疱
症
患
者
会
の
宮
本
さ
ん
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、andew

に
関
す
る
研
究

を
行
い
、
論
文
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

医
師
と
し
て
、
医
学
的
に
も
意
味
の
あ

る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
で
あ
る
こ
と
を
実
証

で
き
る
よ
う
に
学
術
的
な
事
業
展
開
も

進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、andew

は
、北
大
博
物
館
内
の
カ
フ
ェ「
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
カ
フ
ェ
ぽ
ら
す
」
さ
ん
に
て
、

召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
母
校
の
歴
史
あ
る
博
物
館
の
中

で
、
自
分
が
生
み
出
し
た
製
品
が
提
供

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
大
変
誇
り
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　

世
界
一
や
さ
し
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

andew

は
、
ウ
ェ
ブ
シ
ョ
ッ
プ
で
お

買
い
求
め
い
た
だ
け

ま
す
。「
ア
ン
ジ
ュ  

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」
で

ぜ
ひ
検
索
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　　

◆
北
大
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

　

北
大
で
は
、
起
業
の
他
に
も
、
腫
瘍

病
理
学
教
室
に
て
脳
腫
瘍
の
研
究
と
消

化
器
外
科
教
室
Ⅰ
に
て
臓
器
機
械
灌
流

の
研
究
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
を
す
る
過
程
で
取
り

組
ん
だ
分
子
生
物
学
の
実
験
と
動
物
実

験
は
、
初
め
て
の
経
験
で
し
た
の
で
、

先
生
方
に
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
な
が
ら
進
め

ま
し
た
。
富
山
大
学
薬
学
部
時
代
に

行
っ
た
低
分
子
化
合
物
の
研
究
で
は
、

ひ
と
つ
の
系
の
中
に
存
在
す
る
化
合
物

は
多
く
て
も
７
分
子
く
ら
い
ま
で
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
変
数
が
ま
だ
限
ら
れ

て
い
る
の
で
す
が
、
分
子
生
物
学
、
さ

ら
に
は
動
物
実
験
と
な
る
と
、
何
万
、

何
千
万
と
い
う
分
子
の
協
調
環
境
の
中

で
の
実
験
と
な
り
ま
す
。
ひ
と
つ
の

結
果
が
出
た
際
に
、
変
数
が
と
て
も
多

く
、
解
釈
に
大
変
難
渋
し
ま
し
た
。
同

じ
研
究
と
は
い
え
、
テ
ー
マ
が
違
う
だ

け
で
、
こ
こ
ま
で
解
釈
の
仕
方
が
変
わ

る
の
か
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

研
究
の
経
験
は
、
同
じ
く
個
体
差
の
大

き
い
臨
床
の
現
場
で
も
大
き
く
役
に

立
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
研
究
内
容
を
ま

と
め
て
い
る
段
階
で
す
が
、
世
の
中
に

発
表
で
き
る
よ
う
、
論
文
化
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
産
学
・
地
域
協
働
推
進
携
機

構
よ
り
学
生
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
対
す
る
積

極
的
な
支
援
を
い
た
だ
き
、
ス
タ
ッ
フ

の
方
々
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
商

品
の
開
発
を
行
う
の
か
、
会
社
の
始
め

方
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
と
い
う
点

に
関
し
て
、
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

戴
し
ま
し
た
。
起
業
す
る
人
間
は
、
社

会
全
体
か
ら
み
た
ら
圧
倒
的
に
少
数
で

す
が
、
会
社
の
成
り
立
ち
、
ひ
い
て
は

法
律
、
制
度
を
自
ら
会
社
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
で
学
ぶ
こ
と
は
、
今
後
生
き
て

い
く
上
で
自
分
の
人
生
に
大
き
な
価
値

を
生
む
こ
と
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
起
業
を
通
し
て
、
知
識
が
頭
の
中

に
あ
る
こ
と
と
、
自
ら
傷
を
負
い
な
が

ら
学
ぶ
こ
と
は
、
大
き
な
違
い
が
あ
る

と
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
医
師
と
し

て
生
き
て
い
く
中
で
は
、
到
底
出
会
う

こ
と
が
で
き
な
い
ジ
ャ
ン
ル
の
人
た
ち

と
起
業
を
通
し
て
出
会
え
た
こ
と
は
、

私
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
で
す
。
ま

た
、
各
ジ
ャ
ン
ル
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
と
話
す
機
会
を
得
る
こ
と
は
、
私

自
身
が
、
医
療
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

使
命
感
を
生
み
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

医
師
と
し
て
も
、
起
業
家
と
し
て
も
、

ま
だ
ま
だ
駆
け
出
し
の
人
間
な
の
で
、

毎
日
研
鑽
を
積
ん
で
い
き
ま
す
。

　　

◆
最
後
に

　

北
大
で
の
５
年
間
は
、
人
生
で
最
も

濃
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
上
述
し

た
、
起
業
と
研
究
だ
け
で
な
く
、
ひ
と

り
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
７
カ
国
を
旅
し
た

り
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
学
会
に
参
加
す
る
た

め
に
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
へ
行
っ
た
り
と
見

聞
を
広
げ
る
経
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
様
々
な
人
々
と
出
会
う

中
で
、「
自
分
が
存
在
す
る
価
値
は
何

か
」
と
い
う
人
生
の
根
源
的
な
問
い
の

よ
う
な
自
問
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

き
っ
と
明
確
な
解
に
辿
り
着
く
こ
と
は

な
い
、
も
し
く
は
人
生
の
フ
ェ
ー
ス
に

よ
っ
て
解
の
内
容
は
大
き
く
変
わ
っ
て

い
く
も
の
だ
と
想
像
し
て
い
ま
す
が
、

「
中
村
が
生
き
て
い
た
こ
と
で
、
世
界

は
少
し
で
も
良
く
な
っ
た
よ
ね
」
と
、

言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
毎
日
学
び

を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
。

北大の研究室にて

世
界
一
や
さ
し
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

『
お
い
し
く
栄
養
を
摂
っ
て
ほ
し
い
』と
の
想
い
か
ら
開
発
し
ま
し
た

株式会社 SpinLife 創業者

中村 恒星（R5・医）
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夢
の
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
２

無
事
に
走
り
遂
げ
て

　

２
０
２
２
年
12
月
11
日
（
現
地
時

間
）
に
長
年
の
夢
で
あ
っ
た
、
ホ
ノ
ル
ル

マ
ラ
ソ
ン
を
走
り
ま
し
た
。

　
こ
の
年
の
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
50
回

目
を
迎
え
る
記
念
大
会
で
、
私
に
と
っ
て

は
初
ハ
ワ
イ
（
ホ
ノ
ル
ル
）、
初
ホ
ノ
ル
ル

マ
ラ
ソ
ン
、
初
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
、
と
３
拍

子
揃
っ
た
、
ま
さ
に
記
念
と
な
る
大
会

参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

◆
膝
の
故
障
を
乗
り
越
え
て

　

定
年
前
か
ら
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
を

走
る
こ
と
を
夢
見
て
、
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ

ン
と
姉
妹
マ
ラ
ソ
ン
の
三
浦
国
際
市
民

マ
ラ
ソ
ン
（
ハ
ー
フ
）
を
２
０
１
８
年
、

２
０
１
９
年
と
２
回
走
っ
て
、
さ
あ
、
次

は
い
よ
い
よ
ホ
ノ
ル
ル
に
挑
戦
だ
と
思
っ

て
い
た
矢
先
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
２
０
１
９

年
・
２
０
２
０
年
は
中
止
に
な
り
、
私

の
夢
も
棚
上
げ
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
２
０
２
１
年
に
は
一
旦
は
中
止
と

な
っ
た
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
再
開
し
ま

し
た
が
、
日
本
で
は
ま
だ
コ
ロ
ナ
の
緊
急

事
態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止
等
の
行
動
制

限
の
ま
っ
た
だ
中
で
と
て
も
出
場
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
０
２
２
年
は

い
よ
い
よ
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
前
哨
戦
と
考
え
て

い
た
３
月
の
三
浦
国
際
市
民
マ
ラ
ソ
ン
は

２
０
２
０
年
か
ら
３
回
目
の
中
止
、
ま

た
、
５
月
に
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
中
に
膝
を

故
障
す
る
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
重

な
り
、
今
年
も
無
理
か
な
と
諦
め
て
お

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
８
月
に
は
膝
の

故
障
も
回
復
し
走
れ
る
状
態
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
９
月
〜
11
月
ま
で
の
実
質

３
ヶ
月
で
急
ピ
ッ
チ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

開
始
し
、
何
と
か
12
月
の
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ

ソ
ン
参
加
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　

◆
感
動
の
ス
タ
ー
ト

　

私
の
よ
う
に
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
初

め
て
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
選
ぶ
方
や
、
定

年
を
迎
え
た
機
会
に
走
る
と
い
う
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経

て
、
64
歳
で
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
初
め
て
の
フ
ル
マ

ラ
ソ
ン
に
選
ぶ
理
由
は
時
間
制
限
が
無

い
か
ら
で
す
。
時
間
制
限
が
無
い
の
で
最

初
か
ら
最
後
ま
で
歩
い
て
ゴ
ー
ル
す
る

方
も
多
く
、
２
０
２
２
年
の
大
会
で
最

後
に
ゴ
ー
ル
し
た
方
（
ご
家
族
２
名
で

日
本
人
）
は
17
時
間
台
前
半
し
た
。

　

ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
、
朝
５
時
に
２

〜
３
分
程
連
続
し
て
打
ち
上
が
る
花
火

を
合
図
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
12
月
の
ホ

ノ
ル
ル
の
朝
５
時
は
真
っ
暗
で
す
。
打
ち

上
が
る
花
火
と
躍
動
感
溢
れ
る
音
楽
の

中
、
よ
う
や
く
こ
こ
に
た
ど
り
つ
き
、
今

ま
さ
に
ホ
ノ
ル
ル
を
走
ろ
う
と
し
て
い
る

と
い
う
思
い
に
気
持
ち
が
高
ぶ
り
ま
し

た
。
目
頭
に
熱
い
も
の
が
こ
み
上
げ
て
、

大
袈
裟
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
生
き
て
い

て
良
か
っ
た
と
思
え
る
感
動
の
瞬
間
で
し

た
。

　

◆
足
を
攣
り
な
が
ら
ゴ
ー
ル

　

ア
ラ
モ
ア
ナ
公
園
を
ス
タ
ー
ト
し
て
、

ワ
イ
キ
キ
と
は
反
対
方
向
に
約
３
㎞
走

り
、
折
り
返
し
て
ワ
イ
キ
キ
を
通
過
し

て
ち
ょ
う
ど
10
㎞
、
ゴ
ー
ル
と
な
る
カ
ピ

オ
ラ
ニ
公
園
を
通
過
し
て
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ヘッ
ド
の
麓
を
走
り
ま
す
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
ヘッ
ド
沿
い
の
緩
い
坂
道
を
通
過
す
る

辺
り
で
ち
ょ
う
ど
水
平
線
が
明
る
く
な
っ

て
き
ま
す
。
こ
こ
で
立
ち
止
ま
っ
て
ご
来

光
を
写
真
に
撮
ろ
う
と
す
る
方
が
沢
山

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
海
岸
か
ら
離
れ

て
内
陸
側
を
走
っ
た
後
、
再
び
海
岸
沿

い
に
出
る
と
よ
う
や
く
半
分
の
21
キ
ロ
の

中
間
点
を
通
過
し
ま
す
。
こ
こ
ま
で
は

順
調
に
走
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
26
キ
ロ

の
ハ
ワ
イ
カ
イ
を
折
り
返
し
て
再
び
海
岸

線
に
出
て
28
キ
ロ
地
点
、
こ
の
辺
り
か
ら

両
足
の
ふ
く
ら
は
ぎ
が
ひ
く
ひ
く
し
出

し
て
、
大
丈
夫
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
30
キ
ロ
手
間
で
両
足
の
ふ
く
ら
は
ぎ

が
攣
り
出
し
て
、
と
う
と
う
歩
い
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
立
ち
止
ま
っ
て

攣
っ
た
ふ
く
ら
は
ぎ
を
伸
ば
し
、
歩
い
た

り
走
っ
た
り
を
繰
り
返
し
ま
し
た
が
、
34

キ
ロ
過
ぎ
の
坂
道
で
は
、
歩
い
て
も
攣
っ

て
し
ま
う
状
態
と
な
り
、
一
時
は
リ
タ
イ

ヤ
も
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。
カ

ピ
オ
ラ
ニ
公
園
ゴ
ー
ル
前
の
最

後
の
直
線
コ
ー
ス
で
は
、
こ
れ
以

上
足
が
攣
ら
な
い
こ
と
を
祈
り
つ

つ
何
と
か
走
り
続
け
て
、
感
動

の
ゴ
ー
ル
を
迎
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
長
年
の
夢
だ
っ
た
、

ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
ゴ
ー
ル
の

ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
っ
た
時
に
は
、

自
然
に
両
手
を
あ
げ
て
万
感
の

思
い
が
こ
み
上
げ
て
来
ま
し
た
。

　

◆
背
中
を
押
し
た

　
　

Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
の
心

　

沿
道
の
応
援
は
事
前
に
聞
い
て
い

た
通
り
、
と
て
も
温
か
く
、
グ
ル
ー

プ
で
の
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
応
援

や
、
沿
道
の
民
家
の
方
の
応
援
が
中
心

で
、
声
援
は
も
ち
ろ
ん
、
音
楽
や
ダ

ン
ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
あ
り
ま
し

た
。
ゼ
ッ
ケ
ン
に
ロ
ー
マ
字
で
名
前
が

書
か
れ
て
い
る
の
で
、
私
の
名
前
を
読

ん
で
応
援
し
て
く
れ
る
方
も
い
ま
し
た
。

ま
た
、
家
の
庭
の
水
道
の
ホ
ー
ス
か
ら
希

望
者
に
水
を
掛
け
て
く
れ
る
方
や
、
輪

切
り
に
し
た
レ
モ
ン
を
提
供
し
て
く
れ
る

方
も
い
て
、
本
当
に
有
難
か
っ
た
で
す
。

ま
さ
に
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
（
ハ
ワ
イ
語
で
家
族

を
意
味
す
る
）
の
精
神
に
触
れ
た
瞬
間

で
し
た
。
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
繰
り
返

し
走
る
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
こ
と
も
納

得
出
来
ま
す
。

　

私
は
学
生
時
代
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
研

究
会
に
所
属
し
て
音
楽
活
動
を
や
っ
て
い

ま
し
た
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を

や
る
程
度
で
本
格
的
に
は
や
っ
て
お
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
４
年
生
の
時
に
工
学
部

の
学
科
対
抗
の
駅
伝
大
会
に
応
用
化
学

科
の
同
期
６
〜
７
人
で
参
加
し
て
、
順

位
は
後
ろ
か
ら
数
え
た
方
が
速
い
く
ら

い
で
し
た
が
、楽
し
い
思
い
出
と
し
て
残
っ

て
い
ま
す
。
高
校
で
は
学
内
の
マ
ラ
ソ
ン

大
会
に
毎
年
参
加
し
、
定
年
後
に
再
雇

用
で
働
い
て
い
る
日
本
ゼ
オ
ン
株
式
会
社

に
入
社
し
て
か
ら
も
、
会
社
主
催
の
駅

伝
大
会
や
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
参
加
し
て
い

ま
し
た
。
若
い
頃
か
ら
走
る
の
が
好
き

で
、
い
つ
し
か
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
走

る
こ
と
が
夢
に
な
り
、
よ
う
や
く
そ
の
夢

を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

◆
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
の

　
　

新
し
い
交
流

　

最
後
に
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
大
会
参

加
方
法
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
ホ
ノ

ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
大
会
開
催
要
領
の
連

絡
や
参
加
申
込
等
は
全
て

ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
日
本

事
務
局
が
運
営
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
下
の
Ｕ
Ｒ

Ｌ
を
ご
参
照
下
さ
い
。

　

日
本
事
務
局
が
運
営
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｏ
Ｈ
Ａ

Ｎ
Ａ
会
は
マ
ラ
ソ
ン
へ
の
参

加
・
不
参
加
を
問
わ
ず
参

加
出
来
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な

の
で
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
に

興
味
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
参

加
し
て
み
て
下
さ
い
。
ホ

ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
関
す
る

疑
問
や
教
え
て
欲
し
い
事

を
何
度
も
参
加
し
て
い
る

ベ
テ
ラ
ン
の
参
加
者
が
す

ぐ
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
会
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た

数
人
の
方
と
現
地
で
初
め
て
お
会
い
し
ま

し
た
し
、
今
年
の
６
月
に
も
東
京
で
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
、
私
も
含
め
て
15
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
会
の

交
流
サ
イ
ト
で
顔
写
真
を
公

開
し
て
い
る
一
部
の
方
を
除
け

ば
、
顔
も
分
か
ら
ず
初
め
て

会
う
方
が
多
い
の
で
す
が
、

会
え
ば
す
ぐ
に
意
気
投
合
し

ま
す
。
今
年
の
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ

ソ
ン
２
０
２
３
を
走
る
人
が

新
た
に
参
加
し
て
、
ま
た
い

つ
か
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
走

れ
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
今
も

交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。 近藤 伸一

（S58・修・工・化）

2022年ホノルルマラソンスタートの様子

ゴール時の瞬間

ダイヤモンドヘッドを見ながら

https://www.honolulumarathon.jp/2023/

ホノルルマラソン日本事務局

◆夢のホノルルマラソン 2022 無事に走り遂げて 1
20

15

805
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第1回開催時、ヤマゲン先生から寄せられた檄文

首都に現出せん　楡影の団欒を

寮歌の洗礼を受け　寮歌を餌として育まれ　今日ある我等

大田Ｃ．Ｈ．の堂に　１０月２６日の佳日に会せん

倶に杯を挙げ　歓を偕にし　青春の讃歌に声を和さん

されば　若き日の我等が揺籃たりし北大　眼前に髣髴せん

旌旗翻し　鐘鼓打ち鳴らし　蛮声浩歌　世の憂愁を破らん―

銀漢冴やかに、手稲山頂秋色深ければ、山巒皚皚たる日も近い。

樹葉は金色となりて舞い、樹影は長く地肌に泌む。

白楊屹立する間を逍遥すれば、詩情は感動に変わる。

「おごそかに北極星を仰ぐ哉」と。

この感動は、広大なる空間と静寂なる時間の独占が可能な北大に学びし者の原体験というべきか。

この地を横山芳介は「人の世の清き国」と憧憬し、有島は「最も美しくなつかしき所」、「真理の揺籃」、

「ソロモンが立てしシオンの地」などと記して、最大の慕情を寄せた。

明治四十年恵迪寮歌が作り始められてより、星霜九十有五年。

年々歳々作られてきた寮歌の数は、百を優に超える。　

昭和二十四年新制大学発足時、他校は寮歌の伝統の継承者を失った。

しかし、北大はこの断絶が見られなかった本邦唯一の大学である。

寮歌は恵迪寮の独占物ではなかった。北大生の共有財産として尊重されてきた。

寮歌のメロデーで入学は祝福され、「都ぞ弥生」を高唱して北大を卒えたことを、北大卒業生は追憶するであろう。

在学の学生諸君による北大寮歌祭も、回を重ねること三十有五回。

会場となったクラーク会館大講堂、教養大食堂（北部食堂）は、毎回学生諸君で溢れ、宛ら寮歌の坩堝と化す。

しかも、彼等は精神的遺産－寮歌－を遺した先人に畏敬の念を捧げるのを忘れない。

独り高唱して､充実を喚ぶもよい。友と相和して友情の絆を固めるのもよい。

親しき友と美酒を酌み、「いざ吾が友よ熟睡せん。

明日は人生の旅なれば」の心境に達するのもよい。

このように、北大の学生生活において、寮歌の効用は依然として著しい。

擬似グレシャムの法則（「悪歌は寮歌を駆逐する」）の進行を、北大では阻止できようか。

肩を組み乱舞し、ストームに陶酔するもよい。

フロンティアスピリット、牧歌的ロマンティシズム、クラークの遺訓。

ストームの歌は、これらの北大の精神を高揚させる。

このような歌を持つことを、北大生は誇ってよい。

ピュリタニズム、インターナショナリズム、ヒューマニズム－reine Menschlichkeitの希求－。

これらの精神の基調も、寮歌に顕示されている。

寮歌時代の終焉は北大にはない。その寮歌人口は、圧倒的な新制卒業生、

とりわけ団塊世代以降の卒業生によって支えられている。

世の多くの寮歌祭は、担い手が旧制卒業生に限られかねない。

老人の感傷、エリート意識の発露、アナクロニズム等の謗りを免れかねない所以である。

この謗りを戒めとし、世代を超えて寮歌に相和す寮歌祭を志向しようではないか。

ヤマゲン先生
（故 山元周行先生）

◆第20回記念《北大寮歌祭》

日時：2023年10月9日（月・祝）

　  　開場 11：45（予定）／開催 12：15～16：30（予定）

会場：大田区産業プラザ4階　コンベンションホール（大田区蒲田）
　　   アクセス ▼京浜急行「京急蒲田」駅より徒歩約3分
　　　　　　　  JR京浜東北線、東急池上・多摩川線「蒲田」駅より徒歩約13分

20th
Anniversary

お申し込みは、以下の北大寮歌祭のホームページからお願いします。
http://www.ryoukasai.org/

第20回記念 北大寮歌祭

北
大
寮
歌
・
運
動
部
部
歌
を
愛
す
る

⽼
若
男
⼥
の
諸
君
、さ
あ
時
は
来
た
。

全
国
で
唯
一
、毎
年
現
役
寮
生
が
作
り
、

選
考
の
う
え
選
ば
れ
た

１
０
０
曲
を
越
え
る
寮
歌
の
数
々
。

唯
一
無
二
の
文
化
を
共
有
し
、

若
き
⽇
の
感
激
を
謳
っ
た

あ
の
⽇
の
友
達
や
自
分
と
語
り
あ
い
に
、

蒲
田
の
地
に
集
ま
り
て
、血
沸
き
、

肉
躍
る
歓
喜
を
思
い
出
し
、

明
⽇
の
活
動
の
鋭
気
を
養
お
う
で
は
な
い
か
。

第20回記念北大寮歌祭 実行委員長　岩﨑哲也（S59工・機械）
第17回北大寮歌祭の参加者

コロナ禍を越えて昨年再開した北大寮歌祭が、今年は完全復活で行われます。
この寮歌祭は、北大を、そして寮歌をこよなく愛された故 山元周行先生（以下ヤマゲン先生と記載いたします）
が、喜寿のお祝いの席で自ら「寮歌祭をやろう！」と提案されたことをきっかけで、平成14年10月に第1回が
開催されました。

今年は記念すべき第20回の開催となります。
第1回から蒲田の大田区産業プラザを会場として、飲み物・食べ物は持込み歓迎、会費3,000円（ご家族は無
料）という、手作り寮歌祭を指向したのは、使える知恵はなんでも使い、多くの友達と楽しい時を過ごすため。
北大で過ごし明日を夢見た自分と、友達を想うひと時を楽しむ寮歌祭は、毎年、会場容量一杯の200名近くの
仲間が参加し、大いに飲んで食べ て大きな声で謳って楽しんできました。

コロナ禍で２年間待ちましたが、昨年感染防止に注力して再開し、今年は第20回の記念寮歌祭として本格再開
いたします。昨年の対応で予備費が減少したことから、参加費は4,000円（事前申し込みの方、ご家族は無料

のまま）とさせていただきますが、ご参加を心よりお待ちしております。

第20回記念 北大寮歌祭
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東京フラテ会

会長　　畠山　昌則　（医・50）

社会医療法人
財 団 大 和 会
武蔵村山病院

院長　　鹿取　正道　　（医・H3）

森　

和
弘

︵
歯
・Ｈ
1
︶

横
田　

秀  

一

支
部
長

︵
歯
・
60
︶

北
海
道
大
学
歯
学
部
同
窓
会

関
東
支
部

平
野　

太
郎

代
表
取
締
役

︵
工・Ｈ
3
・
衛
生
︶

尾
瀬
沼
畔
長
蔵
小
屋

尾
瀬
ヶ
原
第
二
長
蔵
小
屋

依
田　

智
子

︵
工・Ｈ
４
・
合
化
・
修
︶

北
大
ス
キ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会 

幹
事

北
大
東
京
同
窓
会
理
事

情
報
処
理
委
員
会 

委
員

山
田　

尚
大

代
表
取
締
役

︵
工・Ｈ
23
・
応
物
・
修
︶

ミ
ル
ク
デ
ザ
イ
ン
株
式
会
社

島
田　
　

久

代
表
取
締
役

︵
工・
61
・
金
属
︶

ワ
イ・エ
ム・エ
ス
株
式
会
社

小
山　
　

裕

代
表
取
締
役

︵
工・Ｈ
４
・
金
属
︶

十
条
ケ
ミ
カ
ル
株
式
会
社

北水同窓会
東京支部一同

支部長

副支部長

樋口　達夫
黒田　哲弘

（水・50・食品・修）

（水・59・食品）

北
海
道
三
笠
市
ふ
る
さ
と
応
援
大
使  

︵
薬
・
39
︶

加
藤　
　

元

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

東
京
医
療
セ
ン
タ
ー

東
京
都
港
区
白
金
台
５-

１
４-

１・２
Ｆ︵
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

５
４
２
０-

０
０
１
２
︶

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

代
々
木

東
京
都
渋
谷
区
富
ヶ
谷
１-

３
０-

２
２︵
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

５
４
５
２-

３
０
６
０
︶

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

久
我
山

東
京
都
杉
並
区
久
我
山
３-

７-

２
７︵
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

３
３
３
４-

３
５
３
６
︶

︵
獣
・
31
︶

一
般
財
団
法
人J-H
AN

BS

　

代
表
理
事

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

総
合
院
長

コ
ロ
ラ
ド
州
立
獣
医
科
大
学
客
員
教
授
・日
本
親
善
大
使︵2011-2013

︶

千
葉
科
学
大
学
客
員
教
授

東京フラテ会

会長　　畠山　昌則　（医・50）

中
村　

秀
治

︵
工・
58
／
環
科
・
60
・
修
︶

北
大
ス
キ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会 

東
京
支
部
長

北
大
東
京
同
窓
会
理
事 

情
報
処
理
委
員
会 

委
員
長

近
藤　

伸  

一

会
長

︵
工・
58
・
応
化
・
修
︶

北
海
道
大
学
工
学
部

化
学
系
東
京
同
窓
会（
北
鐘
）

井
上　

修
平

支
部
長

︵
工・
50
・
資
源
開
発
︶

北
海
道
大
学
工
学
部
同
窓
会

東
京
支
部

︵
工・
39
・
冶
金
︶

數
土　

文
夫

名
誉
顧
問

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

石
山　
　

喬
︵
工・
42
・
冶
金
︶

岡　

隆
次
郎

︵
工・
42
・
冶
金
︶

納
谷　

峻
徳

︵
工・
38
・
冶
金
︶

北大東京同窓会
役員一同・事務局

　会長　　横田　　浩　（経・60）

事務局　　廣重　晃以　（法・55）

杉
江　

和
男︵

工・
45
・
応
化
・
修
︶

北
海
道
大
学
校
友
会
エ
ル
ム 

会
長

（
公
財
）産
業
教
育
振
興
中
央
会 

理
事
長

小
野　

喜
世
彦︵

工・
49
・
電
子
︶

松
谷　
　

寛
︵
工・
52
・
電
子
︶

社会医療法人
財 団 大 和 会
武蔵村山病院

院長　　鹿取　正道　　（医・H3）

川
添　

公
貴

代
表
取
締
役

︵
工・
56
・
応
化
︶

有
限
会
社
ケ
ー
ズ
オ
フ
ィ
ス

岩
﨑　

哲
也

技
監

︵
工・
59
・
機
︶

株
式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ

資
源・エ
ネ
ル
ギ
ー・環
境
事
業
領
域

鷲
野　

弘
明

支
部
長

︵
獣
・
51
︶

北
海
道
大
学
獣
医
学
部
同
窓
会

関
東
支
部

大
野　

隆
明

P
resident and C

EO

︵
水
・Ｈ
６・
食
・
修
︶

Earthrise N
utritionals LLC

(a M
em

ber of the D
IC

 group)

常
務
理
事石

堂　

正
信

行
政
改
革
推
進
会
議

　

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ・歳
出
改
革
等
有
識
者
グ
ル
ー
プ
構
成
員

公
益
財
団
法
人
交
通
協
力
会

︵
法
・
44
︶
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櫻
田　
　

巧

Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

︵
農
・
58
・
農
経
︶

（
一
社
）札
幌
農
学
同
窓
会
理
事 

小
坂　

達
朗

︵
農
・
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・
農
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︶

中
外
製
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株
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問
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一
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経
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長

三
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締
役
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式
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小
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製
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所 

社
外
監
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役
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リ
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社 
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外
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締
役

松
沢　
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一

︵
農
・
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・
農
化
／
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・
修
︶
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一
社
）札
幌
農
学
同
窓
会
監
事
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代
表
取
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役
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長・農
学
博
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農
・
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・
畜
産
︶

株
式
会
社
デ
イ
リ
ー
テ
ク
ノ

坂
倉　

雅
夫

技
術
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建
設
部
門)

︵
農
・
48
・
農
工
︶

梶
谷　

辰
哉

専
務
理
事

︵
農
・
50
・
林
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︶

一
般
社
団
法
人
緑
の
循
環
認
証
会
議

三
井　

晃  

一

代
表

︵
農
・Ｈ
１
・
農
学
︶

三
晃
堂
三
井
印
店

瀬
戸
山　

洋
介

M
anaging P

artner

︵
農
・Ｈ
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・
農
工
︶

C
row

e G
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 M
yanm

ar C
o.,Ltd.

野
口　

晋  

一

編
集
部 

記
者

︵
文
・Ｈ
8
︶

財
界
さ
っ
ぽ
ろ

横
田　
　

浩

代
表
取
締
役 

社
長
執
行
役
員 

︵
経
・
60
︶

株
式
会
社
ト
ク
ヤ
マ

萱
野　
　

聡

代
表
取
締
役
社
長

︵
法
・
62
︶

株
式
会
社
サ
ク
セ
ス
ボ
ー
ド

尾
崎　
一  

郎

研
究
科
長・法
学
部
長

北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科

堀
江　

亮
介

代
表
取
締
役
副
社
長

︵
法
・
61
︶

Ｊ
Ｆ
Ｅ
鋼
板
株
式
会
社

髙
橋　
　

了

副
会
長 

兼 

事
務
局
長

︵
法
・
47
︶

北
海
道
大
学
法
学
部
同
窓
会

小
口　

正
範

理
事
長

︵
法
・
53
︶

国
立
研
究
開
発
法
人

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

橋
本　
　

修

代
表
取
締
役
社
長

︵
法
・
62
︶

三
井
化
学
株
式
会
社

佐
々
木　

亮
子

会
長

︵
法
・
47
︶

北
海
道
大
学
法
学
部
同
窓
会

北大法学部
東京同窓会 役員一同

会長

事務局長

小口　正範
大野　　峻

（法・53）

（法・H18）

北大経済学部
東京同窓会 役員一同

会長

事務局長

永松　昌一
菅埜　　誠

（経・57）

（経・52）

石
川　

裕  

一

代
表
取
締
役

︵
法
・
54
︶

株
式
会
社
ぷ
ら
う

本
間　
　

修

Ｄ
Ｇ
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役

︵
法
・
45
︶

公
益
社
団
法
人
北
海
道
倶
楽
部

　
　

副
理
事
長 

兼 

常
務
理
事・事
務
局
長

一般社団法人
札幌農学同窓会

東京支部 役員一同
理事長　

副理事長　 

副理事長　 

櫻田　　巧
別所　智博
高木　　忍

（農・58・農経）　

（農・56・農化）

（農・58・農化）

髙
橋　

寛
︵
農
・
62
・
農
工
︶

北
大
ス
キ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会 

東
京
支
部 

北
大
東
京
同
窓
会 
理
事

（
一
社
）札
幌
農
学
同
窓
会 

東
京
支
部 

理
事

（
公
社
）全
日
本
学
生
ス
キ
ー
連
盟 

理
事
長

新
宿
高
校
朝
陽
同
窓
会 
副
会
長

副
所
長

廣
重　

勝
彦

︵
法
・
57
︶

北
海
道
大
学
東
京
オ
フ
ィ
ス

佐
々
木　

豊
実︵

農
・
35
・
林
学
︶

東日本恵迪寮同窓会
役員一同

会長 坂倉　雅夫 （Ｓ44入寮、農・48・農工）

【日時】 2023年10月28日（土）
　　　 1.開識社（講演会：無料） 12：00〜13：00
　　　　 講師:山田 安秀 氏（S57入寮・工・土木卒）
 　　　   演題:（仮）東京の坂道
　　　 2.総会及び大寮歌祭（会費：5,000円） 13：10〜15：30

【会場】  『Y'Sエステック店』（新宿区西新宿1-24-1 エステック情報ビル4F）

【寮歌祭のご案内】「2023年大寮歌祭 in 西新宿」

町
村　
　

均

代
表
取
締
役

︵
法
・
60
︶

株
式
会
社
町
村
農
場

名刺広告は１コマ、
５千円で、皆様に
ご協力をいただい
ています。 
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北海道大学の近況

北海道大学の近況
（2022年 冬～2023年 春）

　

本
年
度
の
医
学
教
育
等
関
係
業
務
功

労
者
と
し
て
、
本
学
か
ら
北
海
道
大
学

病
院
看
護
部
副
看
護
師
長
の
永
井
英
子

氏
、
北
海
道
大
学
病
院
医
療
技
術
部
主

任
診
療
放
射
線
技
師
の
横
山
英
辰
氏
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、文
部
科
学
省
が
毎
年
、

医
学
ま
た
は
歯
学
に
関
す
る
教
育
・
研

究
若
し
く
は
患
者
診
療
等
の
補
助
的
業

務
に
従
事
し
、
顕
著
な
功
労
の
あ
っ
た

方
々
に
対
し
て
行
う
も
の
で
す
。

　

各
氏
の
表
彰
に
あ
た
っ
て
の
感
想
を

紹
介
し
ま
す
。（

社
会
共
創
部
広
報
課
）

　
【
感
想
】
こ
の
度
は
医
学
教
育
等
関

係
業
務
功
労
者
と
し
て
表
彰
を
賜
り
、

身
に
余
る
栄
誉
と
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
表
彰
に
あ
た
り
、
ご
推
薦
、

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
の

皆
様
に
心
よ
り
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
は
昭
和
60
年
に
北
大
病
院
に
入
職

し
、
精
神
神
経
科
、
泌
尿
器
科
、
眼
科

外
来
、眼
科
病
棟
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
に
勤
務
し
ま
し
た
。
平
成
17
年
に

現
在
の
精
神
神
経
科
病
棟
に
異
動
し
、

平
成
28
年
に
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師

の
資
格
を
取
得
し
て
認
知
症
の
看
護
実

践
、
院
内
研
修
・
看
護
学
生
の
講
義
、

精
神
科
リ
エ
ゾ
ン
チ
ー
ム
の
活
動
な
ど

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
認
知
症
を
持

つ
人
へ
の
医
療
は
日
々
進
歩
し
、
現
在

で
は
急
性
期
の
医
療
を
受
け
る
こ
と
が

一
般
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
時
代
の
中
、
認
知
症
の
人
が
治
療
を

受
け
る
意
思
決
定
が
で
き
、
環
境
変

化
に
適
応
し
て
必
要
な
医
療
を
受
け
ら

れ
、
早
期
に
本
来
の
生
活
の
場
に
退
院

す
る
た
め
の
支
援
を
院
内
全
て
の
看
護

師
が
行
え
る
よ
う
に
、
実
践
力
向
上
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
一
番
長
く
勤
務
し
た
精
神
神
経
科
で

は
、
人
権
擁
護
と
医
療
安
全
の
狭
間
で

葛
藤
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
正

解
は
な
く
と
も
最
善
を
目
指
し
て
、
多

職
種
チ
ー
ム
で
話
し
合
い
な
が
ら
医
療

を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

数
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
情
勢
が
不

安
定
に
な
る
中
で
精
神
神
経
科
に
も
影

響
が
出
て
い
ま
す
。
社
会
不
安
の
影
響

を
受
け
て
精
神
疾
患
を
持
つ
患
者
さ
ん

達
の
病
状
が
悪
化
す
る
、
救
急
科
経

由
で
身
体
合
併
症
を
持
っ
た
精
神
疾
患

患
者
さ
ん
の
入
院
が
増
え
る
な
ど
状
況

は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
勤
務
を
続
け
ら
れ
た
の
は
、
ス
タ
ッ

フ
同
士
が
互
い
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ

ア
す
る
職
場
風
土
に
恵
ま
れ
、
出
会
っ

た
患
者
さ
ん
達
か
ら
い
た
だ
い
た
言
葉

が
、
更
に
研
鑽
す
る
よ
う
に
と
私
の
背

中
を
押
し
て
く
れ
た
た
め
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
諸
先
輩
、
歴

代
の
看
護
部
長
、
副
看
護
部
長
、
看
護

師
長
、
同
僚
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

（
北
海
道
大
学
病
院
）

【
感
想
】
こ
の
度
は
も
っ
た
い
な
く
も

医
学
教
育
等
関
係
業
務
功
労
者
と
し
て

表
彰
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。表
彰
に
あ
た
り
ま
し
て
、ご
推
薦
、

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
の

皆
様
に
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

放
射
線
技
師
学
校
を
卒
業
し
、
北
海

道
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
勤
務
を
始

め
た
頃
は
、
ま
だ
放
射
線
画
像
は
Ｘ
線

フ
ィ
ル
ム
出
力
に
代
表
さ
れ
る
ア
ナ
ロ

グ
の
世
界
で
し
た
が
、
程
な
く
デ
ジ
タ

ル
化
し
、
病
院
が
新
築
、
病
院
機
能
全

体
が
Ｉ
Ｔ
化
さ
れ
て
行
き
ま
し
た
。
そ

の
真
っ
只
中
で
医
療
の
進
化
を
肌
に
感

じ
な
が
ら
仕
事
さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
は

私
の
財
産
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
学
生

へ
の
実
習
指
導
の
機
会
を
頂
き
ま
し
た

が
、
色
々
な
技
術
が
提
唱
さ
れ
る
中
、

こ
ち
ら
が
勉
強
し
な
い
と
い
け
な
い
追

わ
れ
る
状
況
で
す
。
夜
遅
く
ま
で
残
っ

て
実
験
し
学
会
発
表
等
も
さ
せ
て
頂
い

た
こ
と
も
思
い
出
と
し
て
残
っ
て
お
り

ま
す
。

　

就
職
し
た
時
に
は
想
像
も
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
発
生
し
ま
し
た
。
地
震

に
よ
る
長
時
間
の
大
規
模
停
電
が
発
生

し
、
病
院
の
業
務
の
遂
行
と
家
族
と
の

生
活
の
確
保
と
、
皆
が
不
安
の
中
で
の

非
日
常
を
体
験
い
た
し
ま
し
た
。
更

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
世
界
的

蔓
延
の
中
、
北
大
病
院
で
も
感
染
患
者

対
応
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
大

規
模
な
感
染
が
い
ち
に
ち
も
早
く
収
束

す
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の

諸
先
輩
方
、
同
僚
な
ら
び
に
共
に
業
務

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
医
師
、
看
護

師
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
、
医
療
情

報
の
方
々
の
ご
支
援
、
お
力
添
え
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
家
族

に
も
感
謝
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
を
励
み

に
今
後
も
「
他
の
為
に
し
、
の
ち
自
ら

の
為
に
な
せ
」
に
沿
い
、
公
私
と
も
に

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（

北
海
道
大
学
病
院
）

北海道大学社会共創部広報課

令
和
４
年
度 

医
学
教
育
等
関
係
業
務
功
労
者
表
彰
に

本
学
関
係
者
か
ら
２
氏

古
河
講
堂
の
パ
ー
プ
ル
・ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
施

　

本
学
は
、
内
閣
府
の
実
施
し
て
い
る

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」
に
賛
同
し
、
女
性
の
人
権
尊
重
な

ら
び
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
差
別
的
言
動

に
対
す
る
学
内
構
成
員
の
意
識
向
上
を

図
る
た
め
、
11
月
18
日
（
金
）
に
、
そ

の
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
の
紫
色
で

古
河
講
堂
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
し

た
。

　

点
灯
式
で
は
、
山
口
淳
二
理
事
・
副

学
長
が
挨
拶
の
中
で
「『
人
権
と
多
様

性
の
尊
重
』
は
、
人
間
社
会
の
基
盤
で

あ
る
と
と
も
に
、
大
学
が
真
理
の
探
究

と
知
の
創
成
の
場
で
あ
る
た
め
に
不
可

欠
。
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
『
暴

力
』
の
問
題
は
早
急
な
対
応
が
必
要
で

あ
る
。」と
話
し
ま
し
た
。

山
口
理
事
・
副
学
長
と
共

に
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止
教

育
活
動
も
行
っ
て
い
る
文

学
院
博
士
後
期
課
程
の
白

井
那
奈
氏
の
点
灯
合
図
に

よ
り
古
河
講
堂
が
パ
ー
プ

ル
に
彩
ら
れ
、
点
灯
式
に

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様

よ
り
拍
手
と
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
白
井
氏
に
よ
る
シ
ョ
ー
ト

ト
ー
ク
で
は
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
は
Ｄ
Ｖ
と

構
造
は
同
じ
で
、
人
権
侵
害
で
あ
る

が
、
誰
も
が
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も

な
り
う
る
身
近
な
問
題
で
あ
る
」
と
訴

え
ま
し
た
。
ま
た
、「
女
性
だ
け
で
は

な
く
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
セ
ク
シ
ュ
ア
リ

テ
ィ
を
問
わ
ず
起
こ
る
問
題
で
あ
る
。

他
人
事
で
は
な
く
、
自
分
事
と
し
て
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

　

会
場
は
多
く
の
学
生
や
市
民
で
賑
わ

い
、
関
連
す
る
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

も
多
数
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機

に
、
皆
様
に
暴
力
や
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
つ

い
て
の
認
識
を
よ
り
深
め
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
も
し
身
の
回
り
に
助

け
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
い

れ
ば
、
声
を
か
け
た
り
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
渡
し
た
り
す
る
ア
ク

シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
も
ら
え
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な

く
す
運
動
」
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

や
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」
に
関
す
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
必
要
に
応

じ
て
部
局
等
に
も
送
付
可
能
で

す
。
ま
た
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
推
進
本
部

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
中
に
特
設

ペ
ー
ジ
を
作
成
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
推
進
本
部
）

記念撮影

古河講堂パープル・ライトアップ

北
海
道
大
学
病
院
看
護
部

副
看
護
師
長　

永
井
英
子 

氏

北
海
道
大
学
病
院 

医
療
技
術
部

放
射
線
部 

診
療
放
射
線
技
師　

横
山
英
辰 

氏

https://www.dei.hokudai.ac.jp/archives/19054/

　

12
月
６
日
（
火
）
に
寳
金
清
博
総
長

他
４
名
が
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和

国
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
に
あ
る
大
学
間
交

流
協
定
校
の
ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
ホ
ー

チ
ミ
ン
市
工
科
大
学
を
訪
問
し
、Dr. 

M
ai Thanh Phong

学
長
と
面
談
し

ま
し
た
。
双
方
の
大
学
の
概
略
を
プ
レ

ゼ
ン
後
、
両
大
学
間
の
協
力
関
係
を
一

層
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
合
意
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
本
学
一
行
は
応
用
化

学
部
、
土
木
工
学
部
の
建
物
を
訪
れ
、

教
員
・
学
生
と
の
懇
談
、
施
設
見
学
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
に
寳
金
総
長
他
４
名
が

ベ
ト
ナ
ム
南
部
同
窓
会
の
設
立
に
向
け

た
会
合
に
出
席
し
ま
し
た
。
会
合
の
前

に
は
寳
金
総
長
か
ら
12
月
１
日
付
で
北

海
道
大
学
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
委
嘱
し
た

Dr. Bui Huu Phu

（
情
報
科
学
院
修

了
）
へ
委
嘱
状
を
手
交
し
ま
し
た
。
会

合
で
は
同
窓
生
約
15
名
に
対
し
、
本
学

の
概
略
、
近
況
を
プ
レ
ゼ
ン
後
、
参
加

者
と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
ベ
ト
ナ

ム
に
お
け
る
北
海
道
大
学
の
知
名
度
は

寳
金
総
長
が
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
市

及
び
マ
レ
ー
シ
ア・ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
市
を
訪
問
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敏
副
市
長
が
、
本
学
か
ら
寳
金
清
博
総

長
、行
松
泰
弘
理
事
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

本
協
定
は
、
北
海
道
大
学
が
有
す
る

知
見
や
人
材
と
札
幌
市
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
互

に
協
力
・
発
展
し
な
が
ら
、
地
域
課
題

や
社
会
課
題
の
解
決
に
寄
与
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
結
ば
れ
ま
し
た
。

連
携
・
協
働
し
て
取
り
組
む
事
項
は
、

①
産
学
官
連
携
に
よ
る
経
済
活
性
化
に

関
す
る
事
項
、
②
人
材
の
育
成
及
び
地

元
定
着
に
関
す
る
事
項
、
③
大
学
の
知

見
及
び
ま
ち
づ
く
り
の
連
携
に
よ
る
付

加
価
値
の
創
造
に
関
す
る
事
項
、
④
そ

の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項
で
す
。

　

締
結
式
で
は
、
秋
元
市
長
と
寳
金
総

長
か
ら
挨
拶
と
抱
負
が
述
べ
ら
れ
、
参

加
し
た
記
者
か
ら
は
、
人
事
交
流
や
人

材
育
成
、
学
生
の
地
元
定
着
に
関
す
る

取
組
な
ど
に
つ
い
て
、
多
く
の
質
問
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

締
結
式
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
記
念

講
演
会
は
、
会
場
参
加
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
の
併
用
に
よ
り

も
臨
席
い
た
だ
き
、
対
面
で
約
30
名
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
13
名
の
参
加
者
が
あ
り

ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
に
ハ
イ

テ
ィ
ー
（
軽
食
パ
ー
テ
ィ
ー
）
に
よ
る

懇
談
会
を
開
催
し
、
そ
の
冒
頭
に
寳
金

総
長
か
ら
12
月
１
日
付
で
北
海
道
大
学

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
を
委
嘱
し
た
マ
レ
ー
シ

ア
北
大
エ
ル
ム
会
会
長
の
末
廣
周
氏

（
経
済
学
部
卒
業
）
へ
委
嘱
状
を
手
交

し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
終
了
後
に
は
マ
レ
ー
シ
ア

出
身
の
元
留
学
生
と
の
会
合
に
参
加

し
、
同
窓
会
設
立
に
つ
い
て
手
続
き
す

る
旨
が
会
長
就
任
予
定
のDr. Lulie 

M
elling

（
農
学
院
修
了
）
か
ら
寳
金

総
長
に
対
し
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
２
名
に
北
海
道
大
学
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
が
委
嘱
さ
れ
、
２
ヵ
国
に
お
い

て
同
窓
会
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
本
学
と
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け

る
各
種
交
流
の
活
性
化
が
今
後
ま
す
ま

す
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
社
会
共
創
部
広
報
課
）

必
ず
し
も
高
く
な
く
、
そ
れ
を
高
め
る

努
力
が
必
要
、
海
外
（
タ
イ
王
国
・
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
）
の
大
学
の
よ
う

に
ベ
ト
ナ
ム
で
マ
ス
タ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
し
て
は
ど
う
か
、
な
ど
、
本

学
の
一
層
の
飛
躍
を
期
待
す
る
様
々
な

コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
近
く
、
ベ

ト
ナ
ム
出
身
の
元
留
学
生
に
よ
る
同
窓

会
が
正
式
に
発
足
す
る
予
定
で
す
。

　

12
月
７
日
（
水
）
に
本
学
一
行
は
マ

レ
ー
シ
ア
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
市
に

移
動
し
、「
日
本
留
学
促
進
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
日
本
留
学
か
ら
帰
国
後
に

大
学
・
産
業
界
で
活
躍
し
て
い
る
５
人

の
方
々
（
本
学
Ｏ
Ｂ
２
名
を
含
む
）
に

登
壇
・
講
演
い
た
だ
き
、
そ
の
後
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し

た
。
本
学
の
取
組
紹
介
の
ほ
か
、
日
本

留
学
の
メ
リ
ッ
ト
や
留
学
の
た
め
の
資

金
確
保
に
関
す
る
体
験
な
ど
が
共
有
さ

れ
ま
し
た
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
在

マ
レ
ー
シ
ア
日
本
国
大
使
館
の
公
使
に

紀
准
教
授

２
．「
プ
リ
ン
テ
ッ
ド

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
に

革
命
を
起
こ
す
結
晶
構

造
・
酸
化
状
態
を
制
御

し
た
低
温
焼
成
用
銅
ナ

ノ
粒
子
ペ
ー
ス
ト
」
工

学
研
究
院 

材
料
科
学

部
門 

米
澤
徹
教
授

３
．「
環
状
ア
ル
キ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル

に
よ
る
表
面
修
飾
、
ナ
ノ
炭
素
材
料
へ

の
応
用
」
工
学
研
究
院 

応
用
化
学
部
門  

山
本
拓
矢
准
教
授

４
．「
結
晶
中
で
光
情
報
を
伝
達
す
る

フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
分
子
列
車
」
工
学
研
究

院 

応
用
化
学
部
門 

長
谷
川
靖
哉
教
授

５
．「
Ｃ
Ｏ
２
還
元
電
極
用
触
媒
」
工

学
研
究
院 

応
用
化
学
部
門 

忠
永
清
治

教
授

６
．「
保
護
酸
化
物
層
に
よ
る
結
晶
性
酸

化
物
シ
ー
ト
の
ク
ラ
ッ
ク
抑
制
」
電
子

　

産
学
・
地
域
協
働
推
進

機
構
は
、２
月
１
日（
水
）

〜
３
日（
金
）に
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ

た
ｎ
ａ
ｎ
ｏ 

ｔ
ｅ
ｃ
ｈ  

２
０
２
３
に
出
展
し
ま
し

た
。

　

こ
の
展
示
会
は
、
来

場
者
の
約
半
数
が
Ｒ
＆
Ｄ

（Research & Developm
ent

）
関
係

者
が
占
め
る
た
め
、
研
究
開
発
に
直
接

か
か
わ
る
方
々
へ
研
究
成
果
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
が
で
き
、
新
規
市
場
開
拓

や
新
規
事
業
の
パ
ー
ト
ナ
ー
獲
得
に
最

適
な
展
示
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
機
構
の
ブ
ー
ス
で
は
、
６
つ
の
ｎ

ａ
ｎ
ｏ 

ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
関
連
シ
ー
ズ
を
展
示

し
ま
し
た
。

１
．「
目
的
に
応
じ
た
微
粒
子
凝
集
の
た

め
の
タ
ン
パ
ク
質
デ
ザ
イ
ン
」
工
学
研

究
院 

環
境
循
環
シ
ス
テ
ム
部
門 

中
島
一

北海道大学の近況

　

１
月
27
日
（
金
）、

学
術
交
流
会
館
に
お
い

て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
宇
宙

庁
長
官
ジ
ョ
エ
ル
・

ジ
ョ
ゼ
フ
・
マ
ル
シ

ア
ー
ノ
・
ジ
ュ
ニ
ア
氏

に
対
す
る
名
誉
学
位
記

授
与
式
及
び
記
念
講
演

会
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
マ
ル
シ
ア
ー
ノ
長
官
が

国
際
文
化
交
流
そ
の
他
の
活
動
を
通

じ
、
本
学
の
教
育
・
研
究
の
進
展
に

寄
与
し
た
功
績
が
特
に
顕
著
で
あ
る
た

め
、
名
誉
博
士
の
授
与
を
決
定
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

マ
ル
シ
ア
ー
ノ
長
官
は
、
地
球
観
測

の
た
め
の
超
小
型
衛
星
開
発
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
お
い
て
、
２
０
１
５
年
以
降
本
学

と
共
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
超
小
型
衛
星

初
号
機
及
び
２
号
機
の
完
成
と
打
ち
上

げ
を
実
現
し
、
そ
の
後
の
運
用
に
も
尽

力
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
後
継
の
３

号
機
の
光
学
機
器
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
も
実
施
中
で
あ
り
、
こ
う
し
た
宇
宙

開
発
利
用
及
び
科
学
技
術
分
野
へ
の
貢

献
が
契
機
と
な
り
、
２
０
１
９
年
８
月

に
フ
ィ
リ
ピ
ン
宇
宙
庁
の
立
ち
上
げ
に

至
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
こ
の
フ
ィ
リ

ピ
ン
宇
宙
庁
の
設
立
に
よ
り
、
東
南
ア

ジ
ア
の
近
隣
諸
国
に
も
高
い
関
心
を
生

み
出
し
た
こ
と
か
ら
、
本
学
に
と
っ
て

も
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
の
関
係
強
化

や
国
際
的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
向
上
に
繋

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
同
氏
は
、
海
外
の
学
生
へ
の
教

育
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

本
学
に
お
い
て
も
２
０
１
７
年
か
ら

２
０
２
２
年
ま
で
北
海
道
大
学
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
を
務
め
た
ほ
か
、
２
０
１
６
年

か
ら
招
へ
い
教
員
と
し
てHokkaido 

Sum
m

er Institute

に
参
加
し
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
留
学
生
や
短
期
交
流
を
目
的

と
し
た
研
究
者
を
本
学
へ
派
遣
す
る
な

ど
、
一
層
の
関
係
強
化
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
２
０
２
２
年
３
月
に
は
本
学
と

フ
ィ
リ
ピ
ン
宇
宙
庁
と
の
間
で
連
携
協

定
を
締
結
し
て
お
り
、
宇
宙
人
材
の
育

成
に
向
け
た
今
後
の
交
流
・
発
展
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
宇
宙
科
学
分
野
や
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
縁
の
あ
る
学
生
や
教
職
員
を
中
心

名誉学位記の授与

マルシアーノ長官（左）と 
寳金清博総長（右）

に
、
約
１
０
０
名
が
出
席
し
、
こ
の
貴

重
な
セ
レ
モ
ニ
ー
を
見
届
け
ま
し
た
。

　

学
位
記
授
与
式
に
引
き
続
き
、
マ
ル

シ
ア
ー
ノ
長
官
に
よ
る
記
念
講
演
会

〝Building the Space Value Chain 
in the Philippines: The Catalytic 
Role of H

okkaido University and 
International Cooperation

〟（
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
お
け
る
宇
宙
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
の
構
築
：
北
海
道
大
学
の
触

媒
的
役
割
と
国
際
協
力
）
が
行
わ
れ
、

参
加
者
か
ら
は
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら

れ
る
な
ど
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
授
与
に
よ
り
、
本
学
の
名
誉

学
位
被
授
与
者
は
43
名
と
な
り
ま
し

た
。

（
国
際
部
国
際
連
携
課
）

寳金総長（右）とベトナム国家大学
ホーチミン市工科大学長の
Dr. Mai Thanh Phong（左）

産学・地域協働推進機構
ブースの様子

札
幌
市
と
の

包
括
連
携
協
定
を
締
結

フ
ィ
リ
ピ
ン
宇
宙
庁
長
官
ジ
ョ
エ
ル・ジ
ョ
ゼ
フ・マ
ル
シ
ア
ー
ノ・

ジ
ュ
ニ
ア
氏
に
北
海
道
大
学
名
誉
博
士
を
授
与

ｎ
ａ
ｎ
ｏ 

ｔ
ｅ
ｃ
ｈ 

２
０
２
３
展
示
会
で

最
新
の
ナ
ノ
テ
ク
研
究
成
果
を
ア
ピ
ー
ル
！

開
催
さ
れ
、
本
学
教
職
員
の
外
、
多
く

の
市
民
も
参
加
し
ま
し
た
。
記
念
講
演

は
、
町
田
副
市
長
か
ら
「
札
幌
市
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」、
金
子
純
一
産

学
・
地
域
協
働
推
進
機
構
副
機
構
長
か

ら
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
エ
コ
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
向
け
た
大
学
・
高
専
の
取
り

組
み
」、
松
島
理
明
北
海
道
大
学
病
院

臨
床
遺
伝
子
診
療
部
副
部
長
か
ら
「
遺

伝
子
の
情
報
を
利
用
す
る
医
療
の
進
歩

に
つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
、

ま
ち
づ
く
り
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支

援
、
医
療
の
観
点
か
ら
本
学
と
札
幌
市

の
連
携
の
実
績
や
今
後
の
展
望
に
関
し

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
寳

金
総
長
と
秋
元
市
長
に
よ
る
対
談
が
行

わ
れ
、
記
念
講
演
の
内
容
の
振
り
返
り

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
連
携
を
進
め
た

い
分
野
や
取
組
み
に
つ
い
て
、
多
岐
に

亘
っ
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
記
念
講
演
会
は
予
定
の
時
間
を

少
し
超
過
し
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し

ま
し
た
。（

社
会
共
創
部
社
会
連
携
課
）

金子副機構長による講演

松島副部長による講演

協定書を掲げる寳金総長と秋元市長

　

本
学
は
、
12
月
21
日
（
水
）
に
、
札

幌
市
と
の
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

同
日
、
学
術
交
流
会
館
で
行
わ
れ
た

協
定
締
結
式
及
び
記
念
講
演
会
に
は
、

札
幌
市
か
ら
秋
元
克
広
市
長
、
町
田
隆
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よ
る
も
の
で
、
大
学
が
開
発
に
関
わ
っ

た
食
品
等
を
販
売
す
る
と
同
時
に
、
商

品
開
発
に
至
る
ス
ト
ー
リ
ー
や
商
品
に

活
用
さ
れ
て
い
る
研
究
成
果
を
一
緒
に

伝
え
る
こ
と
で
、
商
品
の
Ｐ
Ｒ
と
大
学

の
研
究
成
果
の
社
会
還
元
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。

　

北
海
道
大
学
フ
ェ
ア
で
は
、
数
あ
る

北
大
認
定
商
品
の
中
か
ら
40
ア
イ
テ
ム

近
く
を
出
店
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
き
た
キ
ッ
チ
ン
に
合
わ
せ
て

発
売
し
た
「
北
大
お
か
き　

海
洋
深
層

水
使
用
あ
お
さ
味
」、
北
海
道
大
学
病

院
栄
養
管
理
部
と
当
別
町
の
レ
ス
ト
ラ

ンAri

と
の
共
同
開
発「
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
食
」

は
、
テ
レ
ビ
局
の
取
材
で
も
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
中
で
も
、
Ｍ
Ｉ

Ｎ
Ｄ
食
は
連
日
完
売
に
な
る
ほ
ど
の
反

響
が
あ
り
、
開
店
と
同
時
に
た
く
さ
ん

の
お
客
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
ま
た

今
後
の
展
開
を
期
待
す
る
声
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ア
初
日
に
は
、寳
金
清
博
総
長
、

増
田
隆
夫
理
事
・
副
学
長
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
各
商
品
の
担
当
部
局
で
あ
る

水
産
科
学
研
究
院
や
北
海
道
大
学
病
院

栄
養
管
理
部
の
担
当
者
へ
激
励
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
産
学
・
地
域
協
働
推
進
機

構
で
は
北
大
認
定
商
品
を
通
じ
た
ブ
ラ

ン
ド
力
の
向
上
と
情
報
発
信
に
よ
り
、

地
域
と
の
連
携
と
社
会
貢
献
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

（
産
学
・
地
域
協
働
推
進
機
構
）

　

話
題
提
供
者
と
し
て
、
企
業
経
営
者

の
視
点
か
ら
杉
江
和
男
氏
（
校
友
会
エ

ル
ム
会
長
／
元
Ｄ
Ｉ
Ｃ
株
式
会
社 

代
表

取
締
役
社
長
・
取
締
役
会
長
）、
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
の
普
及
・
実
践
に
関
わ
っ
て

き
た
株
式
会
社 

慶
應
学
術
事
業
会
の
城

取
一
成
氏
（
取
締
役 

学
術
事
業
部
長
／

慶
應
丸
の
内
シ
テ
ィ
キ
ャ
ン
パ
ス
（
慶
應

Ｍ
Ｃ
Ｃ
）
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
及
び

保
谷
範
子
氏
（
慶
應
Ｍ
Ｃ
Ｃ
ラ
ー
ニ
ン

グ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー 

マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

開
会
の
挨
拶
で
は
寳

金
清
博
総
長
か
ら
「
北

大
の
目
指
す
リ
カ
レ
ン

ト
教
育
」を
テ
ー
マ
に
、

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
根

付
か
せ
る
た
め
に
は
、

学
び
直
し
を
す
る
社
会

人
の
方
々
、
企
業
や
自

治
体
、
そ
し
て
大
学
と

の
「
三
方
よ
し
」
の
連

携
が
不
可
欠
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

次
に
杉
江
氏
か
ら
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
繋
が
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
︱
企
業

経
営
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
踏
ま
え
て
」

と
題
し
た
話
題
提
供
で
、
こ
れ
ま
で
の

企
業
経
営
や
人
材
育
成
の
経
験
を
踏
ま

え
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
期
待
す
る
こ

と
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
マ
イ
ン
ド
の

涵
養
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
山
本
文
彦
大
学
院
教
育
推
進

機
構
長
か
ら
、「
大
学
院
教
育
推
進
機
構

と
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
」
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
、
今
後
、
研
究
力
・
キ
ャ
ン
パ
ス
の
魅

力
・
遠
友
夜
学
校
の
伝
統
を
踏
ま
え
た

特
色
あ
る
大
学
院
レ
ベ
ル
の
リ
カ
レ
ン

ト
教
育
の
実
践
を
目
指
す
こ
と
を
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

城
取
氏
か
ら
は
、「『
大
人
の
学
び
』

に
大
学
が
果
た
す
役
割
と
は
何
か
」
と

題
し
て
「
縮
減
の
時
代
」
に
お
け
る
、

思
考
・
意
識
の
枠
組
み
の
変
革
を
促
進

す
る
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成

の
重
要
性
を
示
し
ま
し
た
。
保
谷
氏
か

ら
は
、「『
大
人
の
学
び
』

の
支
援
を
通
し
て
学
ん

だ
こ
と
〜
大
人
の
学
び

の
場
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

ラ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
と
は
〜
」
と

題
し
、
学
び
の
「
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
」
を
提
供

す
る
ラ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
役
割

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

話
題
提
供
の
終
了

後
、
森
順
子
氏
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

／
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
フ
ェ
ロ
ー
）
の
司
会

で
、
登
壇
者
５
名
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
聴
講
者
か
ら

多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
リ
カ
レ
ン

ト
教
育
に
対
す
る
学
内
外
の
関
心
の
高

さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

川
本
思
心
大
学
院
教
育
推
進
機
構
リ

カ
レ
ン
ト
教
育
推
進
部
長
に
よ
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
総
括
で
は
、
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
推
進
部
の
実
施
体
制
と
ビ
ジ
ョ
ン

「
研
究
と
共
に
、
人
の
可
能
性
を
開
拓

す
る
」
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
平
日
夜
の
オ
ン

ラ
イ
ン
形
式
で
の
開
催
で
し
た
が
、
約

１
２
０
名
の
聴
講
者
が
参
加
し
、
終
了

後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
感
想
で
は
、

多
く
の
今
後
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
方

向
性
を
考
え
る
示
唆
と
な
る
意
見
を
多

数
頂
戴
し
ま
し
た
。

日　
時
：
２
０
２
３
年
３
月
14
日
（
火
）

　
　
　
　

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

北海道大学の近況

き
た
キ
ッ
チ
ン
で

「
北
海
道
大
学
フ
ェ
ア
」を
開
催

科
学
研
究
所 

物
質
科
学
研
究
部
門 

片

山
司
准
教
授

　

今
年
度
の
全
来
場
者
数
は
、

３
万
１
１
３
７
人
と
前
年
の
３
倍
も
の

来
場
者
数
と
な
り
、
大
盛
況
の
も
と
、

北
大
ブ
ー
ス
で
は
研
究
代
表
者
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン
動
画
に
よ
る
ア
ピ
ー
ル
や
サ

ン
プ
ル
デ
モ
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
約
２
７
０
名
の
方
と
の
名
刺

交
換
及
び
共
同
研
究
等
に
関
す
る
具
体

的
な
相
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

産
学
・
地
域
協
働
推
進
機
構
で
は
、

今
後
も
民
間
企
業
等
と
の
様
々
な
マ
ッ

チ
ン
グ
の
企
画
を
行
い
な
が
ら
、
産
学

連
携
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
産
学
・
地
域
協
働
推
進
機
構
）

大
学
院
教
育
推
進
機
構
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
推
進
部
が
キ
ッ
ク
オ

フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
学
び
の
道
は
北
へ
、大
海
へ
～
北
大
が
目
指
す

べ
き
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
は
～
」を
開
催

　

昨
年
、
道
産
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
き

た
キ
ッ
チ
ン
・
オ
ー
ロ
ラ
タ
ウ
ン
店
で

開
催
し
、
ご
好
評
い
た
だ
い
た
「
北
海

道
大
学
フ
ェ
ア
」
を
今
年
も
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
は
オ
ー
ロ
ラ
タ
ウ
ン
店〔
４

月
５
日
（
水
）
〜
11
日
（
火
）〕
と
新

千
歳
空
港
店
〔
４
月
５
日
（
水
）
〜
18

日
（
火
）〕
の
２
店
舗
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

本
フ
ェ
ア
は
株
式
会
社
北
洋
銀
行
と

株
式
会
社
北
海
道
百
科
の
連
携
企
画
に

　

３
月
14
日
（
火
）
大
学
院
教
育
推
進

機
構
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
推
進
部
は
、
キ
ッ

ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
学
び
の
道
は

北
へ
、
大
海
へ
〜
北
大
が
目
指
す
べ
き

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
は
〜
」
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
高
等
教
育

に
お
け
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
現
状
を

俯
瞰
し
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
関
心
を

持
つ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
参
加
を
求

め
、
今
後
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
方
向

性
を
考
え
る
目
的
で
実
施
し
ま
し
た
。

（左から）寳金総長、北海道大学病院企画
マネジメント部 西田睦准教授、北海道大
学病院栄養管理部 熊谷聡美副部長、
増田理事・副学長（写真提供：社会共創部
広報課）

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

「H
O

K
K

A
ID

O
 IN

N
O

V
A

T
IO

N
 H

U
N

T
E

R

」を
開
催

　

３
月
10
日
（
金
）
に
北
海
道
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
創
出
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
Ｈ
Ｓ
Ｆ
Ｃ
が
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
「HOKKAIDO 

INNOVATION HUNTER

」
を
開
催

し
ま
し
た
。
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
は
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
・
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
海
外
の
事

例
、
女
性
の
起
業
を
阻
む
壁
、
学
生
の

主
張
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
海
外
の
事
例
の
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か

らDEM
OLA Global Oy CEO Ville 

Kairam
o

氏
とDIM

ECC Oy Chief 
Business Developm

ent O
fficer 

Tom
i Kankainen

氏
が
来
日
し
、フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事
情
に

つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

女
性
起
業
家
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、結
婚
や
出
産
、子
育
て
な
ど
「
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
仕
事
の
関
係
」
の
よ

う
に
、
男
性
と
は
少
し
異
な
る
視
点
か

ら
の
話
題
が
上
が
り
、
会
場
で
は
大
変

多
く
の
共
感
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ま
た

学
生
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
「
起

業
と
学
業
の
両
立
が
難
し
い
。」「
も
っ

と
多
く
の
学
生
が
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。」
な
ど
、
経
験
者
か
ら
の

リ
ア
ル
な
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
に
は
学
生

に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
ピ
ッ
チ
が
行
わ
れ
、

６
組
が
ピ
ッ
チ
を
実
施
し
ま
し
た
。
学

生
ピ
ッ
チ
で
は
本
学
の
他
に
、
北
海
道

情
報
大
学
や
北
海
学
園
大
学
か
ら
も
参

加
者
が
集
ま
り
、
中
に
は
英
語
で
行
わ

れ
る
ピ
ッ
チ
も
あ
り
ま
し
た
。
ピ
ッ
チ

後
に
は
質
疑
応
答
に
て
盛
ん
に
議
論
が

行
わ
れ
、
会
場
は
盛
り
上
が
り
を
見
せ

ま
し
た
。

　

Ｈ
Ｓ
Ｆ
Ｃ
（Hokkaido Startup 

Future Creation developm
ent by 

m
utual support netw

orks

）
は
本

学
が
主
幹
機
関
を
務
め
る
、
大
学
等
発

開
発
型
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
出
の
た
め

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

で
す
。
北
海
道
内
に
広

域
に
点
在
す
る
15
大
学

と
４
高
専
、
そ
し
て
複

数
の
関
係
機
関
か
ら
組

織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
で
は
Ｈ

Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
、
北
海

道
内
関
係
機
関
の
方
、
北
海
道
内
の

起
業
家
、
全
道
の
学
生
な
ど
様
々
な
方

に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後

も
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
て
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
、
北
海
道
内
の
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
創
出
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

H
O

K
K

A
ID

O
 IN

N
O

V
ATIO

N 

HUNTER

は
北
海
道
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
エ
コ
シ
ス
テ

ム
形
成
に
向
け
て
、
様
々
な

関
係
者
か
ら
意
見
を
募
る
べ

く
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ベ

ン
ト
で
は
海
外
、
女
性
、
学

生
な
ど
、
様
々
な
関
係
者
か

ら
お
話
し
を
伺
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
Ｈ
Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
は

今
後
も
北
海
道
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
エ
コ

シ
ス
テ
ム
形
成
に
向
け
て
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

　

詳
細
に
関
し
ま
し
て
は
、
産
学
・
地

域
協
働
推
進
機
構DEM

OLA

事
務
局

（dem
ola@

m
cip.hokudai.ac.jp

）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
産
学
・
地
域
協
働
推
進
機
構
）

フィンランドのスタートアップ事情の
セッションの様子

左より川本リカレント教育推進部長、山本大学
院教育推進機構長、寳金総長、杉江校友会
エルム会長、保谷氏、城取氏

会　

場
：
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
用
い

た
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

協　

力
：
大
学
院
教
育
推
進
機
構
先
端

人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
、
大
学
院
教
育
推

進
機
構
オ
ー
プ
ン
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー

（
大
学
院
教
育
推
進
機
構
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
推
進
部
）
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（
令
和
５
年
１
月
～
、
敬
称
略
）

松
下
国
弘
（
工
・
精
密
Ｓ
51
）、
山
本

光
子
（
法
Ｓ
58
）、
石
井
薫
（
工
・
合

化
Ｈ
２
）、
中
野
涼
（
工
・
応
用
理
工

Ｈ
28
）、
小
林
広
武
（
工・電
子
Ｓ
55
）、

安
村
駿
作
（
総
合
化
学
院
・
総
合
化

学
Ｒ
４
）、
別
所
智
博
（
農
・
農
化
Ｓ

56
）、
改
田
和
弘
（
法
・
総
合
法
政
Ｈ

28
）、
松
岡
繁
幸
（
工・原
子
工
Ｓ
53
）、

中
島
貴
彦（
法
Ｈ
14
）、栗
原
貴
史（
経
・

経
済
Ｈ
30
）、
並
木
秀
夫
（
水
産
・
食

品
Ｓ
57
）、
安
永
喜
勝
（
工
院
Ｈ
14
）、

武
田
勇
希
（
理
・
高
分
子
Ｈ
25
）、
上

野
彰
士
（
経
・
経
済
Ｒ
５
）

北
山
勇
喜
夫
（
法
Ｓ
28
）、
小
飼
修
三

郎
（
経
・
経
済
Ｓ
35
）、安
達
昌
昭
（
医

Ｓ
35
）

令
和
５
年
１
月
以
降
に
ご
逝
去
の

お
知
ら
せ
を
い
た
だ
い
た
方
々
。

敬
称
略

◦主催／クラーク遺徳顕彰・墓参委員会
◦期日／10月8日（日）、10:30集合
◦集合場所／多摩霊園正門 松乃家石材店
◦昼食／ジンギスカンの予定
◦費用／交通費、昼食代（お花は事務局で用意）
◦持ち物／軍手、出来たら園芸用根切り、シャベル
　　　　（移植ゴテ：墓地の草取り用）、ダスター

【連絡先】 浅田清（Ｈ１歯）
TEL 080-8452-7451  メール asadashika@yahoo.co.jp
※参加希望の方は、準備の都合上9月30日（土）までにご一報下さい。

2022年10月

北
海
道
ド
ラ
イ
ブ

あ
る
あ
る
ー
！

先
端
行
き
が
ち

　あと50㎞！！？
ガソリンスタンド

まで

ガ
ソ
リ
ン
は

入
れ
ら
れ
る
と
き
に
！

１３
２４

イラストⒸ髙野葵（H25環境科学院）

　あと50㎞！！？
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■
毎
号
の
寄
稿
の
お
礼
に
訪
れ
た
東
京

黒
百
合
会
の
数
年
ぶ
り
の
絵
画
展
で
、

暫
く
お
会
い
し
て
い
な
か
っ
た
先
輩
に

お
目
に
か
か
り
、映
画「
新
渡
戸
の
夢
」

の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
翌

日
、
絵
画
展
で
映
画
撮
影
を
拝
見
し
、

製
作
に
携
わ
る
先
輩
と
知
り
合
う
こ
と

が
で
き
、
新
渡
戸
稲
造
の
こ
と
を
学
ぶ

機
会
と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
た

頃
、
改
め
て
同
窓
会
の
つ
な
が
り
の
面

白
さ
を
感
じ
た
。

　

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
も
便
利
だ
が
同
窓
会
は

会
っ
て
話
を
す
る
こ
と
が
何
よ
り
だ
。

東
京
同
窓
会
の
活
動
が
以
前
の
よ
う
に

活
発
に
な
る
こ
と
を
願
う
。
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（
島
田
久
）

　

張
り
詰
め
た
青
い
空
、
何
故
か
忍

路
の
白
い
エ
ゾ
ノ
ソ
ナ
レ
ギ
ク
が

頭
に
浮
か
ん
だ
。
こ
の
空
か
と
す
ぐ

出
掛
け
た
。
特
に
問
題
は
な
い
。

　

幾
つ
か
の
ト
ン
ネ
ル
を
過
ぎ
て
右

折
す
る
と
も
う
忍
路
湾
で
あ
っ
た
。

カ
シ
ワ
や
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
の
木
立
を

く
ぐ
り
抜
け
る
と
、
あ
の
直
線
的
岩

場
だ
。
割
れ
目
に
は
数
多
の
待
望
の

エ
ゾ
ノ
ソ
ナ
レ
ギ
ク
が
並
ん
で
い
て

ほ
っ
と
し
た
。
突
端
の
兜
岩
あ
た
り

か
ら
湾
の
奥
に
目
を
遣
る
と
、
懐
か

し
い
「
忍
路
臨
海
実
験
所
」
が
み
え

た
。
ほ
っ
と
す
る
気
分
だ
。

　

古
い
記
憶
で
申
し
訳
な
い
が
、
昭

和
19
年
太
平
洋
戦
争
は
厳
し
く
な

り
、
戦
況
は
よ
り
悪
化
し
て
中
等
学

校
な
ど
の
教
員
も
動
員
さ
れ
る
事

態
と
な
っ
た
。
次
な
る
世
代
の
教
育

に
重
大
な
支
障
を
及
ぼ
す
と
の
懸

念
か
ら
、
北
大
理
学
部
に
「
札
幌
臨

時
教
員
養
成
所
」
が
設
立
さ
れ
た
。

た
だ
「
臨
教
」
と
い
っ
た
。
教
官

の
殆
ん
ど
は
学
部
の
教
官
で
構
成

さ
れ
、
申
し
分
の
な
い
状
況
で
あ
っ

た
。
進
ん
だ
の
は
当
然
な
が
ら
生
物

科
で
あ
っ
た
。

　

授
業
は
面
白
く
期
待
に
満
ち
て
い

た
。
６
月
に
な
る
と
忍
路
の
臨
海

実
験
所
に
宿
泊
し
て
実
習
と
な
っ

た
。
生
徒
数
に
足
り
な
い
顕
微
鏡
は

植
物
学
教
室
か
ら
持
ち
出
す
こ
と

に
な
る
が
、
そ
の
重
か
っ
た
こ
と
！

初
め
て
経
験
す
る
顕
微
鏡
下
の
世

界
。
珪
藻
あ
り
、
緑
草
あ
り
、
機
敏

に
動
き
回
る
動
物
性
の
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
な
ど
に
酔
い
痴
れ
た
。

　

夜
の
海
に
和
船
を
漕
ぎ
出
す
と
こ

れ
ま
た
新
し
い
情
景
ば
か
り
。
光
る

水
母
の
群
れ
。
寝
る
間
が
惜
し
い
気

分
で
あ
っ
た
。

　

あ
の
頃
か
ら
も
う
80
年
ほ
ど
の

月
日
が
流
れ
た
。
エ
ゾ
ノ
ソ
ナ
レ
ギ

ク
の
白
さ
が
過
ぎ
た
日
々
を
呼
び

つ
づ
け
て
い
る
…
…（

昭
25
理
・
植
）

エ
ゾ
ノ
ソ
ナ
レ
ギ
ク

絵
と
文　

鮫
島
　
惇
一
郎


